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　第一章　誰だれがドラゴンを殺したのか




　冒ぼう険けん者アリアス一行が迷めい宮きゆうの最深部に辿たどり着ついたのは、ダンジョン攻こう略りやくを開始してからちょうど一月が経過した頃ころだった。

　数多あまたの罠わなを乗のり越こえ、凶きよう暴ぼうなモンスターたちを撃げき破はした末に、ようやく辿たどり着ついた最下層。

　この前ぜん人じん未み到とうの最深部には、神々の時代の財宝が眠ねむっていると噂うわさされていた。

　ついに誰だれも見たことがない財宝を手に出来る。意い気き揚よう々ようと足を進めたアリアスたちを出で迎むかえたのは、確かに今までに見たことがないような光景だった。

「……なるほど。こいつのせいで、今まで誰だれも財宝を見ることが出来なかったわけか」

　アリアス一行が目にしたもの──それはドラゴンだった。

　深しん紅くの鱗うろこに覆おおわれた、見上げるような巨きよ軀くを誇ほこるレッドドラゴンだ。

　侵しん入にゆう者の存在には感づいているのだろう。不気味に輝かがやく瞳ひとみをアリアスたちに向けているが、身体は床ゆかに横たえたまま起き上がろうともしない。巨きよ大だいなドラゴンからすれば、人間など取るに足らない小虫同然なのだ。

「参ったな。これだけ馬ば鹿かでかいドラゴンは、俺おれも初めて見るぜ」

「だったらどうする、アリアス？　尻尾しつぽを巻いて逃にげるか？」

　そう尋たずねてきたのは、魔ま法ほう使つかいのロペスだった。常に余よ裕ゆうの態度を崩くずさない彼かれも、今は額に冷ひや汗あせを浮うかべている。

　パーティーの皆みな、一様に緊きん張ちようした表情を浮うかべている。歴戦の冒ぼう険けん者である彼かれらとはいえ、迷めい宮きゆうの王者とも言うべきドラゴンの存在に、一種の恐きよう怖ふを感じているのだろう。

　だが、アリアスを始め、仲間たちは険しい表情を浮うかべながらも、誰だれ一人ひとりとして逃にげようとはしない。

　生きつ粋すいの冒ぼう険けん者である彼かれらは、皆みな、知っているのだ。障害が大きければ大きいほど、それを乗のり越こえた先の財宝も莫ばく大だいであることを。

　アリアスはロペスたちに向き直る。そして笑えみを浮うかべながら言う。

「ハッ。誰だれが逃にげるかよ。ここまで来て財宝を諦あきらめられるわけないだろ。戦うさ。たとえ相手がドラゴンや魔ま族ぞくの王だったとしてもな」

　アリアスの言葉を受け、ロペスたちも笑えみを浮うかべる。仲間たちも覚かく悟ごを決めたのだ。

　背後を振ふり返かえることなく、アリアスは鞘さやから抜ぬきはらった大たい剣けんを両手に構え、ドラゴンに向けて駆かけ出だす。

　すぐに後ろから猛たけ々だけしい雄お叫たけびが聞こえてきた。仲間たちが武器を抜ぬき放はなち、アリアスに続いて走り出す音も聞こえてくる。断言していい。誰だれ一人ひとりとして逃にげ出だしていないことを。

　自らに迫せまりくる愚おろかで勇ゆう敢かんな生き物たちを見つめながら、ドラゴンは億おつ劫くうそうに巨きよ軀くを持ち上げた。




　──激げき闘とうは一刻を超こえた。

　仲間たちは皆みな、傷つき困こん憊ぱいし、一様に満身創そう痍いの状態だった。

　だがそれは相手のドラゴンも同じことだ。

　全身を覆おおっていた美しい紅の鱗うろこも、今は所々が深く抉えぐられて出血している。アリアスの大たい剣けんによって片目は潰つぶれ、ロペスの操あやつる炎えん熱ねつ魔ま法ほうで２枚あった翼つばさも焼け落ちていた。

　だがそうして傷ついてなお、ドラゴンからは迷めい宮きゆうの王者としての貫かん録ろくを感じられた。一歩も怯ひるむことなく、アリアスたちに立ちはだかってくる。

「……ここいらが限界かもしれんぞ」

　アリアスの隣となりで、ロペスが息を切らせながら声を上げた。

「このままでは全ぜん滅めつだ。相手が強すぎる」

　それは戦いが始まってから、いや、アリアスがロペスとパーティーを組んでから初めて聞く彼かれの弱音だった。

「なんだよ、おい？　ずいぶんと弱気だな。相手だってもうボロボロだ。もう一ひと押おしで倒たおせる。ここで逃にげたら今までの苦労が全部水の泡あわだぞ！」

　アリアスは強い口調で言い返す。弱気なロペスに苛いら立だったのも事実だが、ここで強い態度に出なければ、他の仲間たちまでもロペスに同調して戦いを放ほう棄きするかもしれないと思えたのだ。それほどまでに全員が追おい詰つめられていた。

　アリアス自身もそうだ。身を守っていた分厚い金属の鎧よろいも、ドラゴンの爪つめの前には紙切れ同然で、今やアリアスの体には傷がない部分の方が少なかった。

「アリアス、俺おれは目の前で仲間を失いたくないんだ。あんたを含ふくめて、みんなとはこの迷めい宮きゆう攻こう略りやくが縁えんで知り合った仲間だが、俺おれはみんなほど信しん頼らい出来るやつと会ったことがない。死んでほしくないんだよ…………あんたたちに！」

　ロペスの悲痛な声がアリアスの耳を打つ。

　常に一歩下がったところで冷静な態度を崩くずさず、情の薄うすい男だと思っていた。そのロペスが吐と露ろした熱い想おもいに、アリアスは何も言い返すことが出来なかった。

「ドラゴンだって深手を負っているんだ。やつも馬ば鹿かじゃない。俺おれたちが逃にげるというならそのまま見み逃のがすはずさ」

　冒ぼう険けん者は孤こ独どくだ。街に定住することなく、常に危険と隣となり合あわせで生きている。仲間を失うことなど日にち常じよう茶さ飯はん事といっていい。

　しかしだからこそ、一度出来た仲間との絆きずなは、どんな刃やいばでも断たち切きれないほどに強固なものとなる。

　アリアスはロペスとの間に確かな絆きずなを感じていた。ロペスの言葉は臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたものではなく、仲間との絆きずなゆえの言葉だったのだ。

　アリアスはドラゴンに視線を送る。深く傷ついたドラゴンは、アリアスたちの次の一手を注意深く見つめていた。その警けい戒かいした様子からは、相手もまた限界寸前なのだと容易たやすく読み取れた。あと一ひと押おしで勝てるのだ。

　仲間との絆きずなか。勝利の先の栄光か。

　悩なやむまでもない。アリアスは決断した。

「……ロペス、俺おれは逃にげない。戦って勝かち抜ぬき、そして勝った上で仲間を治ち療りようしよう。財宝も仲間も、どちらも手にするんだ。いいか、どっちもだ！　俺おれたちはどっちも手に入れる！　俺おれたちなら出来る！」

　もう話し合いは終わりだとばかりに、アリアスは大たい剣けんをドラゴンに向けて構えると、ロペスに一言告げた。

「俺おれがこいつにトドメを刺さす……！」

　それから戦いを開始した時のように、アリアスは振ふり返かえることなくドラゴンに向けて駆かけ出だす。

　もう背後から仲間たちの雄お叫たけびは聞こえない。彼かれに続く足音もない。

　だがアリアスには仲間たちとの絆きずながあった。だから恐おそれるものなど何もない。

　ドラゴンがゆっくりと首を持ち上げて、大きな顎あごを開いた。真っ暗な喉のどの奥おくから炎ほのおの明かりが覗のぞく。炎ほのおのブレスを吐はき出だしてアリアスを迎むかえ撃うとうというのだろう。

　アリアスは怖おじ気けることなく突つき進すすむ。やがてドラゴンが炎ほのおを吐はき出だし、その炎ほのおが身に迫せまり来ても、アリアスは真まっ直すぐに突つき進すすむ。

「この馬ば鹿か野や郎ろうがッ！」

　背後から聞こえたロペスの怒ど声せい。次の瞬しゆん間かんにはアリアスの全身を光が包み、降り注ぐ炎ほのおから【プロテクション】の魔ま法ほうで身を守ってくれたのだ。

　続けて、アリアスの背後から飛んで来た一本の矢がドラゴンの身体に突つき刺ささり、炎ほのおの勢いが弱まる。仲間の一人、弓使いの放った矢だ。

　さらにアリアスの身体に、フワリとした躍やく動どう感がやってくる。

「ふふっ……。アリアス、あなたにはいつも振ふり回まわされっぱなしですね……！」

　仲間の僧そう侶りよが身体能力向上バフ魔ま法ほうを使ったのだ。魔ま力りよくも底を尽つき、卒そつ倒とう寸前だというのに、彼かれはアリアスを援えん護ごしてくれたのだ。

（みんな……！）

　そのままアリアスは炎ほのおを突つき抜ぬけた。

　ドラゴンの頭が間近に迫せまる。

「……よう、ドラゴンさんよ。てめえには分からないだろうな──」

　アリアスは全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込こめて、

「これが俺おれたちの………………………人間の絆きずなの力だァァァ───────────ッ！」

　仲間たちの想おもいを秘めた大たい剣けんを振ふるった──。




「──いよいよだな」

　アリアスは扉とびらに両手を置いた状態で、背後の仲間を振ふり返かえった。

　仲間の誰だれもが今にも笑い出しそうな顔をしている。きっとアリアスも同じような顔をしているのだろう。

　ドラゴンとの戦いはアリアスたちの勝利に終わった。最後の一いち撃げきを受けたドラゴンは地にひれ伏ふし、傷ついた仲間の応急手当を終えた一行は、迷めい宮きゆうの奥おくの奥おく、最後の部屋まで辿たどり着ついたのだ。

「早く開けてくれよ、リーダー。最初に財宝を目にする資格があるのは、あんたに決まっているんだからな」

　ロペスの言葉にアリアスは頷うなずくと、両手に力を込こめて扉とびらを押おし開あけた。

「おぉ……、こいつはすごい……！」

　アリアスは目の前の光景に息を吞のんだ。

　全くもって素す晴ばらしい財宝だった。宮きゆう殿でんの大広間でも務まる広い空間は、その一面が黄金や宝石の山で覆おおいつくされていたのだ。

　どこを見ても金銀財宝。価値のないものを見つける方が難しい部屋の中で、ふとアリアスの目を引くものがあった。

　それは古びた小箱だ。光ひかり輝かがやく金貨や宝石の海の中で、その小箱はまるで場ば違ちがいなほどに色あせている。

　中に何か入っているのか。好こう奇き心からアリアスは小箱を手に取り、その蓋ふたを開けた。

「は、はわわぁ～、きゅうにあけないでくださいよぉ」

　箱の中にいたのは、手の平に乗るサイズの小さな少女だった。

　その容姿たるや、物語や叙じよ情じよう詩しでしか聞いたことがないような可か憐れんな少女だ。輝かがやくような金色の髪かみに、初雪のように白い肌はだ。宝石よりも美しい青い瞳ひとみ。春の桜のような色合いの唇くちびる。少女を構成する全てのパーツが感動的に美しく、またそれらのパーツの配置も絶ぜつ妙みようだった。まさに神が細心の注意を払はらって完成させた、理想の美少女だ。

　おまけに背中からは幻げん想そう的な蝶ちようの羽を伸のばしているのだから、どう見てもこれは妖精フエアリーである。

「か、可愛かわいすぎるぜ……！」

　思わずアリアスは言葉を発した。彼かれが手にした小箱の中に眠ねむっていたのは、金銀財宝も霞かすむほどの美少女妖よう精せいだったのだ。

「あの～、あなたがあたらしいごしゅじんさまですか～？」

　妖よう精せいが発する舌足らずな声は、聴きいているだけで耳がとろけそうな代しろ物ものだった。可愛かわいい。見た目だけでなく声まで可愛かわいい。ただただ可愛かわいい。

　アリアスは決断した。

　──俺おれが今日からこの子のご主人様だ。

「ちょっと待て！」

　鼻息も荒あらく妖よう精せいに手を伸のばそうとしたアリアスだったが、ロペスの一いつ喝かつにより動きを止める。

「な、なんだよロペス？」

　アリアスがロペスに目を向けてみると、彼かれの目は小箱の中で佇たたずむ妖よう精せいに釘くぎ付づけだった。

「……なあアリアスよ。あのドラゴンを倒たおせたのは、俺の魔法のお蔭だよな？」

　静かな緊きん張ちよう感が走る。

「………………何が言いたい？」

「簡単さ。このジュリエットちゃんのご主人様は俺おれだ。攻こう略りやくに最も貢こう献けんした俺おれに権利がある」

「き、貴様!?　もう既すでに名前まで!?」

　アリアスは憤ふん慨がいした。

　ドラゴンにトドメを刺さしたのは俺おれだ。ここまで辿たどり着つけたのは俺おれのお蔭かげだ。だから俺おれこそがこの妖よう精せいのご主人様なのだ。この可愛かわいい妖よう精せいを自宅に持ち帰るのは俺おれなのだ。

　そうアリアスが、ロペスに対して反論を述べようとした時、

「待てよッ！　そもそもこのダンジョンを攻こう略りやく出来たのは俺おれが罠わなを見破って来たからだッ！　マリーたんのご主人様に相応ふさわしいのは俺おれだッ！」

　仲間の一人、寡か黙もくで職人肌はだのレンジャーがここにきて饒じよう舌ぜつに横から割わり込こんで来た。

　彼かれは、扉とびらやフロア、宝箱に仕し掛かけられたトラップを何度も発見してその対処をして来た冒ぼう険けん者。確かに彼かれがいなければ、ドラゴンの間やこの宝ほう物もつ庫こにも辿たどり着つけていなかっただろう。

「いやいや、みなさん、待って下さいよ！　それなら私にも言い分があります！　私の治ち療りよう魔ま法ほうがなければ、とうの昔にみなさん全ぜん滅めつしていたじゃありませんか！　だからエミリーのご主人様は私です！」

　さらにケンカ嫌ぎらいの僧そう侶りよまでも、荒あらぶる声こわ色いろで口を挟はさんでくる。

　彼かれの主張にも一理ある。僧そう侶りよの回復魔ま法ほうはこのパーティーの要かなめであった。地下30階にてミノタウロスの攻こう撃げきで甚じん大だいな被ひ害がいが出たが、僧そう侶りよの迅じん速そくな対応のお蔭かげで誰だれ一人ひとり命を失うことなくここまで来られたのは事実。

　そうやって次々と声を上げる仲間たち。いつの間にかアリアスは仲間たちに取り囲まれている。

　そして、全員が既すでにご主人様気分で、妖よう精せいに勝手に名前を付けていた。

「お前らふざけんじゃねえ！　この子は…………メルルは俺おれのもんだからな！」

　アリアスは怒ど鳴なる。

　まったく許し難がたいことだ。この妖よう精せいの名前はメルルに決まっているのに！

「大体、ロペス！　お前はドラゴンから逃にげようとしてただろうが！　俺おれが率そつ先せんしてドラゴンに立ち向かわなければ、こうしてメルルを見つけることも出来なかったんだぞ！」

「違ちがいますぅー。あれはドラゴンを油断させるための作戦ですぅー」

「くっそみたいな後出しやめろ！　仮にそうだとしても、最後にドラゴンにトドメを刺さしたのは俺おれのこの大たい剣けんだからな！」

「はあ？　あの時、俺おれが魔ま法ほうで守ってやらなけりゃ、お前、炎ほのおで焼け死んでただろうが！　お前がドラゴンにトドメを刺させたのは俺おれのお蔭かげだよ！　だから、ジュリエットちゃんは俺おれのもの！　はい論破！　はい論破！」

「てめえらいい加減にしろ！　俺おれの放った矢がドラゴンを足止めしなけりゃ、トドメは刺させなかっただろうが！」

「いいえ！　私の援えん護ごがなければアリアスはドラゴンを倒たおせませんでした！　それに、私の回復魔ま法ほうがあるからこそ、あんな無茶を出来たはずです！　いつだってそうでした！　アリアスは私の後うしろ盾だてがあるからこそ、安心してモンスターたちと戦って来られたのですよ!?」

「はい、クソ理論出ましたー。最悪、回復なんて回復薬ポーシヨン飲んでりゃどうにでもなんだよ。一番安全な位置にいて、自分、みんなのこと守っていますからアピール、マジうぜえ。これだからヒーラー職はうんこなんだよ。バーカ、バーカ」

「なっ!?　そんな風に思ってたんですか!?　だったら言わせてもらいますけどねえ！」

「ごちゃごちゃごちゃごちゃうっせえんだよ！　てめえらまとめてぶっ殺すぞ！」

　あれだけ確かめ合った仲間の絆きずなとは何だったのか。ドラゴンを倒たおした結束は何だったのか。これまでずっと苦楽を共にしてきたパーティーが、妖よう精せいを巡めぐって今にも殺し合いを始めそうなムードとなっている。

「あわあわぁ、みなさんケンカはダメですよ～」

　そんな彼かれらの様子を見ながら、困り顔でおろおろとしている妖よう精せいちゃん。その振ふる舞まいもまた可愛かわいらしくて、ずっと見守っていたい気持ちになる。

　欲ほしい！　この子が欲ほしい！

　仲間を蹴け落おとしてでも奪うばい取とりたい！

「もういい……。だったらはっきりさせようぜ……」

　アリアスは、鋭するどい眼光でロペスたちを見回してから告げた。

　パーティー全員が、覚かく悟ごを決めた表情をしている。

　おそらくダンジョンでの激げき闘とうよりも、厳しい戦いがこれから待ち受けていることだろう。
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「俺おれだッ！　俺おれがやったんだよッ！」

　ここはガイナース王国の下級裁判所。

　法ほう廷てい内。傍ぼう聴ちよう人たちの視線が集まる中、なりふり構わず大声で訴うつたえる男がいた。

　職業、冒ぼう険けん者。

　下級裁判所は王国各所に点在する地方裁判所であり、街中で起こったトラブルだけでなく、『ダンジョン』内で起こった『事件』の裁判も取とり扱あつかっている。冒ぼう険けん者同士が起こすいざこざは後を絶たたず、冒ぼう険けん者がダンジョン攻こう略りやくを終えて、そのまま最も寄よりの下級裁判所に出向くことは、ガイナース王国ではごくごくあり触ふれた光景だ。

　冒ぼう険けん者が起こすトラブルの種類は多た岐きに亘わたる。ダンジョン内で手に入れたレアアイテムを巡めぐった訴そ訟しよう。故意や過失で他の冒ぼう険けん者を殺あやめてしまった者への断罪。

　たった今、この第17法ほう廷ていで大声を上げている男もまた、そういう事情を抱かかえた冒ぼう険けん者の一人なのである。

　名前はアリアス。

　自じ慢まんのバスタードソードとフルプレートは、今日はお役御ご免めんである。半はん袖そでのカットソーから見える屈くつ強きような腕うでには、戦いの古傷が痛々しく残っている。治ち療りよう魔ま法ほうによる回復は、あくまで人間の自己修復機能を増長させる効果しかないので、深い傷を完全に消すことは叶かなわない。しかし、彼かれにとってはその傷もまた冒ぼう険けんの勲くん章しようであり、むしろ誉ほまれであった。

　迷めい宮きゆう・ヌ・フォーレ。それが今回の事件の舞ぶ台たいだ。

　王国直営の冒ぼう険けん者ギルドによって管理されており、多くの冒ぼう険けん者が挑いどむダンジョンの中でも、攻こう略りやく難度は『特Ａ』に指定されているほどの危険地帯。ギルドから冒ぼう険けん者に与あたえられているキャリア指数『冒ぼう険けん者レベル』が一定以上なければ、立ち入ることすら許されない。

　この度たび、冒ぼう険けん者アリアスは、パーティーの仲間たちと共に、ヌ・フォーレの前ぜん人じん未み到とうの最深部にまで達した。そこで、ドラゴン種の中でも最強格であるレッドドラゴンと対たい峙じし、熾し烈れつを極きわめる戦いを繰くり広ひろげた。

　激げき闘とうの末、仲間たちと共にドラゴンを退けたアリアスは、ドラゴンが数多あまたの時をかけて守護して来た財宝をその手に収得し、さらに名めい誉よある竜殺しドラゴンスレイヤーの称しよう号ごうを獲かく得とくするに至った。

　もはや英えい雄ゆうとでも呼べるような冒ぼう険けん者のアリアスだが、この場所ではそんな輝かがやかしい栄光も意味をなさない。

　何故なぜならここは、モンスターの巣喰くうダンジョンではない。剣けんも魔ま法ほうも戦う力を持たない。

　言葉。証しよう拠こ。法律。

　それらを『武器』とするのが、この戦場での戦い方だ。

　そして、今日の法廷せんじようはというと、異様なムードに包まれていた。

「俺おれなんだよ！　俺おれがあいつを殺したんだって！」

　アリアスは一心不乱にそう叫さけぶ。

　普ふ通つうの裁判ならば「自分が殺していない」ことを主張しそうなものだが、アリアスはさっきから「自分が殺した」と裁判官たちに必死になって訴うつたえているのだ。

　しかもだ。

　傍ぼう聴ちよう席から見れば反対側。アリアスの向かいの席にも、別の冒ぼう険けん者が座すわっているのだが。

「違ちがう！　俺おれだ！　俺おれがあいつを殺したんだよ！　アリアスじゃねえ！　俺おれがやったんだ！」

　こちらの男の方も、この始末である。

　名前はロペス。アリアスと共に、迷めい宮きゆう・ヌ・フォーレ攻こう略りやくに参加した仲間の魔ま法ほう使つかいだ。クラスはソーサラーで、モンスターを圧あつ倒とうする攻こう撃げき系の魔ま法ほうはもちろん、味方を援えん護ごする防衛の魔ま法ほうも使いこなすテクニシャン。冒ぼう険けん者レベルはアリアスに劣おとるが、一いつ般ぱん的に魔ま法ほう使つかい系のクラスの方がレベルアップは難しいとされているので、実力は五分であろう。

　アリアスとロペス。二人の冒ぼう険けん者は一歩も譲ゆずらず、お互たがいの主張をぶつけ合っている。

「自分こそが殺した犯人だ」と。

　その様子を見ながら、裁判官たちは困った表情で顔を見合わせている。さっきからこの調子で、話は平行線となっているからだ。

　すると。

「──裁判長。一時、休きゆう廷ていを提案します。両人とも頭に血が上っており、現状のままでは冷静な審しん理りが続行不可能です」

　アリアスの隣となりに座すわる彼かれの弁護士が、裁判長に向かって提案する。

「分かりました。提案を認めましょう。一時、休きゆう廷ていとします。再開は半はん刻とき後とします」

　中央に座すわる裁判長が宣言すると、高みの席にいる裁判官たちは全員、後ろの垂れ幕を潜くぐって法ほう廷ていから姿を消した。

　アリアスとロペスは、両者睨にらみ合あいながら、それぞれの弁護士を伴ともなって後ろの扉とびらから法ほう廷ていを出て行く。彼かれらは頭を冷やすために控ひかえ室しつに一いつ旦たん下がったのだ。

　白熱の戦いが一時中断された法ほう廷てい。残された傍ぼう聴ちよう席の人々は、すっかり緊きん張ちよう感を解いている。席から離はなれたり、談だん笑しようを始めたりする者もいる。

　今日、下級裁判所・第17法ほう廷ていの１００人座すわれる傍ぼう聴ちよう席は、３分の１程度が埋うまっていた。裁判は公開が原則であり、この法ほう廷ていにも自由に立ち入ることが出来る。ガイナース王国は、あらゆる種族に人権が認められた多種族国家。人間種。獣じゆう人じん種。エルフ種。ホビット種。傍ぼう聴ちよう席には様々な種が入り交じっている。

　そして、その中に──。

「──ご家族さんかね？」

　白しら髪がに白しら髭ひげを蓄たくわえた人間種の老人が、傍ぼう聴ちよう席の隣となりに座すわる少女に声を掛かけた。

　こんな場所に年とし端はのいかない少女がいるのは珍めずらしい。最高裁判所や、上級裁判所になると、法ほう廷ていはもっと仰ぎよう々ぎようしい趣おもむきの建造なのだが、下級裁判所は比ひ較かく的てき簡素な造りとなっていて、特に目新しさもない。年とし頃ごろの女の子が昼間から趣しゆ味みで訪おとずれるとは思えないし、老人の隣となりに座すわるこの少女は、今日行われている裁判の関係者と見るのが自然だった。

　いきなり声を掛かけられたことに最初は驚おどろきを示すが、

「ああ、いえ、家族ではありませんよ。わたし、弁護士を目指しております。名前はアイリ＝カーボムと申します」

　その少女──アイリは、初対面の老人に、馬ば鹿か丁てい寧ねいに名を明かして挨あい拶さつをしてみせた。わざわざ椅い子すから立ち上がり、ペコリと姿勢良く頭を下げ、それだけで生き真ま面じ目めな性格だということが見て取れた。

　老人は、美しい金きん髪ぱつを垂らした愛らしい容姿のその娘むすめを、物もの珍めずらしく観察する。金きん髪ぱつに蒼そう眼がん。一見、エルフ種にも見えるが、耳は尖とがっていないので人間種のようだ。

「ほうほう。弁護士志望者さんかね。つまり、この裁判傍ぼう聴ちようは勉強というわけじゃな。それはそれは珍めずらしい」

　老人は、アイリの口から『弁護士』という言葉が出て来たことに、驚おどろきを見せている。

「お主くらいの年とし頃ごろのお嬢じようさんなら、魔ま法ほうの学士を目指して勉学に勤いそしんでいるか、腕うでの立つ冒ぼう険けん者や騎き士し様の玉たまの輿こしに躍やつ起きになっているのが普ふ通つうなんじゃがね。それがまた弁護士とは。なかなかに酔すい狂きようなことじゃな。学校には通っているのかね？」

「はい。タンブル・ウィズダミアという魔ま法ほう学校に通っています」

　それを聞いて老人はさらに驚おどろく。

　タンブル・ウィズダミアといえば、魔ま法ほう都市ルミナス所在の高名な名門魔ま法ほう学校。各分野の一線で活かつ躍やくする魔ま導どう士しや、腕うで利ききの冒ぼう険けん者を多く輩はい出しゆつしている学術機関。しかも、相当の魔ま法ほうの才能がなければ、入学どころか受験の資格すら得られないような格式ある場所だ。

　とすれば、このアイリという少女は、魔ま法ほう使つかいの中でもエリート中のエリート。ならば、ますます理解が出来ない。類まれな魔ま法ほうの才能を発揮出来る職は他にいくらでもあるのに、何故なぜあえて弁護士を目指しているのか。

「わたし、魔ま法ほうと法律の知識を併あわせ持もった弁護士になることが夢なんです」

　アイリは耳元の金の髪かみを搔かき上あげながら、少し照れくさそうに答える。

「確かに魔ま法ほうの力は偉い大だいです。非常に便利です。ですがこの国では、魔ま法ほうの力では助けられないトラブルに巻まき込こまれる人ってとても多いと思うんです。わたし、そういう人たちの手助けになれるような正義の弁護士になりたいんです」

　少女が抱かかえる熱い思いを聞いた老人は、初うい孫まごに向けるような優やさしい笑えみを見せる。

「ふむふむ、それは結構。立派な目標じゃ。それに、どうにも若者は、冒ぼう険けん者のような派手で格好の良いい職にばかり興味が向くようじゃから、アイリさんのような法の道を目指す子は貴重なんじゃよ」

　未知のダンジョンへ勇ゆう敢かんに挑いどむ冒ぼう険けん者。獰どう猛もうな怪かい物ぶつたちを薙なぎ払はらう華か麗れいな剣けん術じゆつや、大いなる力を秘めた魔ま法ほうの使い手たち。少年少女たちは、そういう表おもて舞ぶ台たいのヒーローたちに憧あこがれを抱いだくと相場は決まっている。

「そうでしょうか？　暴力で物事を解決する冒ぼう険けん者さんたちよりも、暴力を使わずに困っている人たちの手助けになれる弁護士さんの方が、わたしは凄すごいし格好良いと思いますよ」

　夢見がちな少女が白馬に乗った王子様への憧あこがれを語るように、アイリは言ってのけた。

　それを見ながら老人は、なかなかに変わった子だなと思った。

　だが少なくとも、老人の目にはこの少女のことが好感度高く映っていた。今抱いだいている弁護士という夢に対して、アイリはそれほどに熱心なのだろう。表情の真しん剣けんさからも窺うかがえるのだ。

「……しかし、やはり弁護士というのは辛つらい職業ですね」

　と、どうしたことか、急にアイリが表情を曇くもらせる。

「だって、暴力を交えないとはいえ、人の争いを間近で見なければならないのですから」

　つい先ほどまでアリアスとロペスが激しい火花を散らせていた法ほう廷ていのステージ。それを見ながらアイリは悲しげに言う。

「わたし、こうして法ほう廷ていには何度も足を運んでいます。その度に、冒ぼう険けん者さんたちが法ほう廷ていで争う姿を見て来ましたが、未いまだに慣れません。命を賭かけて共にダンジョンで苦楽を共にした仲間が、法ほう廷ていでは敵同士となって争うなんて。時には汚きたない言葉や、悪口を言い合う場面だってあります。それはとても悲しい場面です。どうして人は争うのでしょうか……」

　彼かの女じよにとっては赤の他人の話だ。それなのに辛つらい表情で、まるで自分自身のことのように語っている。

　──他人を労いたわれる心の優やさしい少女。

　老人がアイリから受け取った印象だった。

「なあ、アイリさんや。寂さびしい話かもしれんが、社会とはそういうものじゃ。お互たがいがお互たがいの権利を主張し合う。固有の人格を持った人間が複数人いる以上、お互たがいが全てを譲じよう歩ほし合うことは不可能なのじゃよ。たとえば、一片ぺんのショートケーキを半分にして分け合うことは出来ても、その上のイチゴを食べられるのは一人だけじゃろ？」

　一いち物ぶつ一いつ権けん主義。それが社会の原則だ。法の下、全ての人間が自分の権利を主張出来る。そして、一つの物事に権利を主張する者が複数いる限り、争いは確実に起こる。

「……そうですね。おじいさんの仰おつしやる通りだとは思います。それに、そのための裁判ですものね。これが平和的に争いを解決するための最善手なのですから」

　アイリの言葉に、老人は優やさしく微笑ほほえみながら頷うなずく。

　アリアスもロペスも腕うで利ききの冒ぼう険けん者。仮に武ぶを持って戦い合えば、たとえ勝敗が付いても、どちらもが五体満足では済まされない。もちろん、命だって失いかねない。

　だからこその法の下での裁判だ。法律で片かたを付けるのが節度ある人間社会の常識。決けつ闘とうや暴力で物事の決着をつけるのは蛮ばん族ぞくやモンスターのやること。

「それにしても、今回は何とも皮肉な裁判じゃな。人を殺あやめれば罪に問われるが、この裁判は『自分が殺した』と自ら主張し合っておるのじゃからな」

　老人は苦笑いを浮うかべながら言う。

　休きゆう廷てい前。法ほう廷ていでは、アリアスとロペスが互たがいに「俺おれの剣けんが殺したんだ！」とか「いいや、俺おれの魔ま法ほうが致ち命めい傷しようを与あたえていたんだ！」などと感情的に騒さわぎ立たてる場面が繰くり広ひろげられていた。

　殺人事件の公判なら、必死で無実を証明すべきところだが、この裁判では互たがいが殺害の犯人であることを自ら立証しようとしているのだ。

　何故なぜなら──。

「何せこれは、誰がドラゴンを殺したかを決める裁判なのじゃからな」

　老人は強調するようにそう言葉にした。

「……はい。それが『妖よう精せいさんの所有権』を証明出来る唯ゆい一いつの方法ですからね」

　アイリは同調するように頷うなずきながら言った。

　そもそも、今回の事件の発ほつ端たんだが、アリアスたち一行が迷めい宮きゆう・ヌ・フォーレ内で絶世の美少女妖よう精せいを発見したことにある。この裁判の主しゆ旨しは、その妖よう精せいがパーティーの中の誰だれのものなのかを決める民事裁判なのである。

　アリアス一行はダンジョンからの帰き還かん後、パーティーの誰だれに妖よう精せいの所有権があるかはっきりさせるために裁判を起こした。アリアスが原告となり、他のパーティーメンバー全員を訴うつたえるというかたちでだ。

　ただし、実際に法ほう廷ていに来ているのは、アリアスとロペスの二人だけ。残りのパーティーメンバーは、とある事情で既すでにこの裁判を降りている。唯ゆい一いつ、ロペスだけは最後まで妖よう精せいの権利をアリアスに対して譲ゆずることはなかった。

　つまりこれは、アリアスとロペスの一いつ騎き打うちである。この裁判に勝利した方が、妖よう精せいの所有権を得て、晴れて愛いとしの彼かの女じよのご主人様となるのだ。

「妖よう精せいさん、そんなに可愛かわいかったのでしょうか……？」

　現在、問題の妖よう精せいは『仮差さし押おさえ命令』によって裁判所の保護下にあり、判決が下されるまでは誰だれであろうと接せつ触しよくが許されない状態となっている。裁判所の命令は絶対。だから、傍ぼう聴ちよう席にいるアイリが実際に妖よう精せいをその目にすることは叶かなわない。

「ホッホ。それはそうじゃろうな。よほどの価値を見み出いださなければ、ダンジョン内で背中を預け合った彼かれらが、こうして法ほう廷ていで敵同士となって対たい峙じすることなどなかったはずじゃ。……それにじゃ。金。時間。プライド。裁判で戦うということは、命以外の代だい償しようを多く払はらう必要もあるからのう」

　多大なリスクを一身に受けようとも、アリアスもロペスも、戦う道を選んだ。

　可愛かわいい妖よう精せいを自分のものとする。

　たったそれだけのために。

「……わたし、納なつ得とく出来ないです」

「大の男どもが、小さな妖よう精せいの美に狂くるわされていることかね？」

「いえ、妖よう精せいさんが『物』扱あつかいをされていることですよ。妖よう精せいさんにだって意思があるのに、誰だれに権利があるとか、妖よう精せいさんの意思を無視して勝手に裁判で決めるなんて、可か哀わい相そうじゃないですか」

　アイリは、今日の公判が始まってからずっと抱いだいていた不満を口にした。ごくごく当然のように、妖よう精せいが『物』としてこの裁判は進められているのだ。

「……ううむ。そうは言っても、ダンジョン内におったし、人格のある生物とはいえこの国に戸こ籍せきもない。かといって危険性もないし『モンスター』には分類出来ない。とすれば、法律上は『聖遺物パンデモレリツク』に分類する他なかったのじゃろうな」

　膨ふくれっ面つらのアイリを見ながら、老人はどこか気まずそうに言う。

『聖遺物』とは、人が造ったものではない物質の総そう称しようのことである。神が人の世に生み落とした時点で人間世界のものではあるが、特定の個人のものではないもの。一言で表せば、この世界において『所有者が誰だれも存在しない物質』のこと。ダンジョンの中に眠ねむる宝や、ダンジョンそのものがこれに該がい当とうする。

　法律上、ダンジョンのような不動産の聖遺物は、それを管理するギルドが存在するものの、誰だれの所有物でもない。対して、ダンジョン内に落ちている、武具、宝石、薬草などの動産の聖遺物は、最初に発見・所得・占せん有ゆうしたものに所有権が与あたえられるとされている。いわゆる『冒ぼう険けん者○○は宝物を手に入れた！』という状じよう況きようである。

　妖よう精せいのような人語を介かいする精せい霊れいの類も、判例では聖遺物と認にん定ていされている。最高裁によって判断されたものなので、おいそれと覆くつがえすことは出来ない。少なくとも今回の裁判でも、そのことを前提としての審しん理りが行われている。

　妖よう精せいは聖遺物なので、最初に手に入れた冒ぼう険けん者に所有権が与あたえられる、と。

　そして休きゆう廷てい前、審しん理りはある一点に絞しぼられていた。

『聖遺物のうち、モンスターの遺留品については、たとえパーティーの協力によって倒たおされていたとしても、そのモンスターの命を絶った者に所有権を優先すべきである』

　問題の妖よう精せいは、ヌ・フォーレ最さい奥おうの地に眠ねむっていた宝の山々の中にいた。その宝ほう物もつ庫こへの扉とびらはアリアスたちが倒たおしたレッドドラゴンによって守られていた。宝ほう物もつ庫この中の聖遺物は『ドラゴンの所有物』であったと考えられ、『モンスターの遺留品』と解かい釈しやくされる。

　妖よう精せいはドラゴンの遺留品なのだ。

　つまり、この裁判の争点は──。




『誰だれがドラゴンを殺したのか』




「──いよいよ再開のようじゃな」

　法ほう廷ていの最さい奥おうの高みの席。裁判官たちが垂れ幕の向こうから姿を現したのを見て、傍ぼう聴ちよう席で老人は呟つぶやく。

　間もなく、冒ぼう険けん者アリアスと、冒ぼう険けん者ロペスの決戦が再開されるようだ。

『剣けん』でも『魔ま法ほう』でもない。

『法律』と『言葉』を武器とした戦いが。

「ここからが見ものじゃな。どのように勝敗を決めるのか。頭ごなしに自分がドラゴンを殺したと言い張ったところで、裁判官たちに認められるわけもない。そう。今こそ弁護士の腕うでの見せ所じゃ。ここはダンジョンではない。冒ぼう険けん者が勝てるかどうかは、弁護士次し第だいなんじゃからのう」

　老人の言葉に、アイリはやや緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずく。

　──弁護士の舞台ステージ。

　──いずれ自分も、あの場所に立つ日が来る。

「……あの。そう言えば、おじいさんも法律関係の方なのですか？」

　アイリは隣となりに座すわる老人に尋たずねた。この老人も、アイリと同じでアリアスたちの身内というわけではないらしい。

「ん？　ああ、いや。裁判傍ぼう聴ちようは暇ひまを持て余した爺じじいの数少ない金の掛かからない趣しゆ味みなんじゃよ。こうして傍ぼう聴ちよう席で座すわっているだけで、色んな人間の人生を垣かい間ま見みられるのは興味深い。アイリさんのような方との奇き特とくな出会いもあったりするしのう。楽しみじゃな。いつかアイリさんが法ほう廷ていで活かつ躍やくする姿を見るのが」

　アイリは照れくさそうに俯うつむく。

「ホッホッホ。さあて、弁護士の卵さんや。しっかりその目で見て学ぶんじゃな。弁護士という者たちの戦い方を」

　老人は言いながら、チラリと横目で見てみると、

「おや……？　アイリさんや、どうかしたかの？」

　何やらアイリは、不満そうな表情を作っていた。

「……ああ、いえ。正直、先生の裁判からはあまり学べることがないので……」

　アイリはボソボソと呟つぶやくように答える。

「ん？　先生、じゃと？　それは一体、誰だれのことかね？」

　老人がそう尋たずねると、アイリは力なく首を横に振ふる。

「……えっとですね。今回のこの裁判。アリアスさんの弁護を担当されている弁護士こそが、わたしの先生なんですよ」

「何……？　アリアス側の弁護士じゃと……!?」

　ハッとして、老人はアイリの視線の先を追う。

　扉とびらからアリアスが出て来た。彼かれこそが本事件の当事者にして、この裁判を起こした張本人。

　休きゆう廷てい前よりは落ち着いた様子だ。どうやら控ひかえ室しつで頭を冷やすことが出来たようだ。

　反対側の扉とびらから出て来た魔ま法ほう使つかいのロペスも同じだ。しかし、相変わらずアリアスを憎にく々にくしい表情で睨にらんでいる。

　睨にらみを利きかせるアリアス、ロペス両陣じん営えい。かつてのパーティーメンバーが法ほう廷ていで対たい峙じしている。信しん頼らいすべき旅の仲間ではない。自分に仇あだなす憎にくむべき敵として。

　だが、傍ぼう聴ちよう席からアイリが視線を送っているのは、睨にらみ合あう二人の冒ぼう険けん者──当事者のどちらでもない。

　二人の冒ぼう険けん者の隣となりには、それぞれ彼かれらの弁護士が座すわっている。さっきからアイリがジトッとした目で見つめているのは、アリアスの隣となりに座すわる方の弁護士だった。

　その様子を見ながら老人は、眉み間けんにシワを寄せて驚おどろきを表現している。

「……それでは、まさかお主…………。あやつの。あの無敗の弁護士の弟で子しなのか？」

　アイリはどこか気まずそうにコクリと頷うなずく。

　スラッとした長い脚あしに革かわ製せいのブーツ。チョッキの胸むな元もとには、弁護士バッジが光っている。外見年ねん齢れいは20歳さいそこそこ。見た限りは亜あ人種ではなく、純血の人間種のようだ。

　頭とう髪はつは灰色の弁護士。

　名前はキール＝カーディナル。

　老人は、その若き弁護士を傍ぼう聴ちよう席から眺ながめながら、唸うなり声を上げている。

「……キール＝カーディナル。少なくとも、ワシはあやつが負けたところを見たことがないし、聞いたこともない。若き無敗の弁護士。……まさかアイリさんが、かねがね噂うわさのキール＝カーディナルの弟で子しだったとはのう」

　実は、アイリの隣となりに座すわるこの老人。噂うわさのキールの手しゆ腕わんを見届けるのが目的で、今日のこの裁判の傍ぼう聴ちようをしているのである。

　老人が人ひと伝づてで聞いた話では、キールという弁護士は孤こ高こうを気取っていて、弟で子しを取ることなど考えにくい。助手すらもつい最近までまともに側に置いていなかったというくらいなのだ。

　それがまさかだ。

　自分の隣となりに座すわる少女がキールの弟で子しだったとは。驚おどろきも一ひと入しおである。

「……まあ、弟で子しと言っても、わたし、あの人に何も教えてもらってはいませんが。日々、助手としてこき使われるばかりなんですよ」

　老人はそれを聞いてすぐにピンと来た。

「そうか、そうか！　それじゃあアイリさんが、前から噂うわさになっておったキールの助手なのじゃな！　キールに不当な契けい約やくを結ばされ、方々に連れ回されてはいいようにこき使われている憐あわれな少女がいると聞いておるよ。そうか、そうか。それがアイリさんじゃったのか」

　老人から憐あわれみの目を向けられ、アイリはますます気まずそうにする。

「あうう……。やっぱりそういう評判なんですね…………」

「おおっとっと。すまん、すまん。あくまで噂うわさは噂うわさじゃて。そう気を悪くせんでくれ」

　慌あわてる老人に対して、アイリはニッコリと笑え顔がおを見せる。

「あ、いいんですよ、おじいさん。それ、ほぼほぼ合っていますので。それに、わたし、別に気にしていませんから」

　アイリの見せる笑え顔がおが、悟さとりきった諦あきらめのものに見えるのは、老人の気のせいだろうか。どうやら色々と複雑な事情がこの娘むすめにはあるらしい。

「あの。ちなみになんですが、先生って悪い噂うわさばかりなんでしょうか？」

「ううむ、そうじゃのう。悪徳弁護士だとか、クズの中のクズだとか、ゲロ以下のうんこ野や郎ろうだとか色々聞いておるのう」

「なるほど、なるほどー。ああ、全然大だい丈じよう夫ぶですよ？　真っ当な評価だと思いますのでー」

　やはりアイリは笑え顔がおのままだ。師である人間がボロクソに言われているが、受け入れ態勢万ばん全ぜん。それくらいのこと言われ慣れしていますよ、そんな雰ふん囲い気きである。

　老人は軽く咳せき払ばらいを入れる。

「──ただ、それ以上に、その『強さ』も随ずい分ぶんな評判になっておるがの」

　そして、付け加えるように言った。

　キールの弁護士としての名声は、彼かれが活動拠きよ点てんとするルミナスの街だけに留まらず、ここ数年でガイナース王国内全体にも広まって来ている。

　多くの難しい裁判に勝利し、確実に実績を積み重ねて来た。有罪確実と言われた者も無罪にしてみせて来た。

　──キールがアリアスの弁護を受け持つ。

　たったそれだけのことで、ロペス以外のパーティーメンバーは、戦いを前にしてこの裁判を降りたくらいなのだ。

　それほどの前評判。

　果たして実際の腕うで前まえやいかに──。

　裁判長が木き槌づちを鳴らした。

　いよいよ、アリアスとロペスの裁判たたかいが再開されるのだ。

　果たしてキール＝カーディナルは、どのように『真実』を明かすのだろう。誰だれがドラゴンを倒たおしたのかという『真実』を。誰だれに妖よう精せいの権利があるのかという『真実』を。

　弟で子しのアイリも、傍ぼう聴ちよう席からそれを見守る。




　裁判長により、裁判の再開を知らせる報が法ほう廷てい全体に響ひびいた。その瞬しゆん間かん、傍ぼう聴ちよう席がすっかり静まり返る。

　それからすぐ後、アリアスの隣となりの席から彼かれの弁護士が立ち上がった。

　原告アリアスの弁護士であるキール＝カーディナルだ。

　彼かれは堂々とした立ち振ふる舞まいで直立している。それは、見た目の若さとは反比例するかのように、ベテランの域を感じさせるものだった。

「裁判官の皆みな様さま。今回のこの裁判ですが、迷めい宮きゆう・ヌ・フォーレ内で発見された妖よう精せい。彼かの女じよの所有権が一体誰だれにあるのかを巡めぐって審しん理りを続けて参りました」

　弁護士キールはまるで物語の語り部べのように流りゆう暢ちように喋しやべる。それだけで傍ぼう聴ちよう席の人々を惹ひき付つける。

「聖遺物パンデモレリツクの取得については、王国民法１０７条に記されている通りです。本条文では、俗ぞくにダンジョンと呼ばれる迷めい宮きゆう内では、最初に発見・取得した者が聖遺物の所有権を得ることが明確に記されています。そして、民法１０８条２項こうと、冒ぼう険けん者ギルドの取引約やつ款かんと照らし合わせても、パーティーがダンジョン内で発見した聖遺物は、パーティー全員の拾しゆう得とく物となる。このことについては反論のしようがありません」

　裁判の再開と同時にキールは、アリアスらパーティー全員に妖よう精せいの権利があることを改めて確かく認にんして行く。

　妖よう精せいが入った箱を開け、最初に彼かの女じよを見つけたのはアリアスであるが、第一発見者が誰だれであろうとパーティー全員に妖よう精せいを得る権利が発生すること。

　また、妖よう精せいがいた宝ほう物もつ庫こを守っていたドラゴンを倒たおしたのも、パーティー全員の協力による結果なのだから、妖よう精せいをドラゴン討とう伐ばつによる戦利品と解かい釈しやくしたとしても、やはり全員に権利が発生すること。

　それらを法律の条文を交えて丁てい寧ねいに解説して行く。

「次に判例を確かく認にんしてみましょう。王国最高裁による判例によれば『パーティーの協力によって手に入れた聖遺物の内、モンスターの遺留品については、そのモンスターを最終的に殺害した者に権利を与あたえるべき』としています。これを今回の案件と照らし合わせてみますと『レッドドラゴンを殺害した実行者に、その遺留品たる妖よう精せいが与あたえられるべき』となります。つまり、殺人事件で言う、誰だれがドラゴン殺害の実行犯だったのかを解明することが、本案件に必要なことなのです」

　たった今、キールが話していることは、休きゆう廷てい前に既すでに明らかにされている。これはその再確かく認にんに過ぎない。

　ドラゴンを殺した者こそが、妖よう精せいの所有者という結論だ。

「これまでの口頭弁論では、誰だれの行動がドラゴンの生命を奪うばうという結果をもたらしたかを巡めぐって話し合いを続けて参りました。そこで我々原告側は、最終的にアリアスさんがドラゴンを手に掛かけたのですから、アリアスさんがドラゴン殺害の実行犯であるとの主張をして参りました」

　キールは両手で大たい剣けんを振ふるジェスチャーを交えて話す。

　キールが弁護するアリアスは、ドラゴンにトドメの一いち撃げきを与あたえた。彼かれの大たい剣けんがドラゴンの生命を奪うばったのだから、ドラゴン殺害の実行犯になるのだという論証である。

「しかし、被ひ告こく側の仰おつしやる通り、ロペスさんの魔ま法ほうの援えん護ごがなければ、それを成せなかったのも事実です。そして、ここにはいらっしゃらない他の冒ぼう険けん者たちも、回復や補助、それぞれの役割を全うし、ドラゴン討とう伐ばつに貢こう献けんしました。つまり、誰だれか一人の行動でも欠けていれば、ドラゴンの殺害は不可能だったのです」

　全員の行動がドラゴンの生命を奪うばう結果をもたらしている。特定の個人を『ドラゴン殺害の実行犯』と特定するのは、極きわめて困難な状じよう況きようなのだ。

　休きゆう廷てい前、それ以上の議論が進むことはなかったのだが──。

「──裁判官の皆みな様さま。こう考えてみてはいかがでしょうか？　殺人を想像してみて下さい。殺しを行う時、人は手を使います。剣けん。斧おの。槍やり。弓。鞭むち。棍こん棒ぼう。ブーメラン──。武器屋で買えるアイテムでなくとも、料理に使う包丁でもいい。ロープで首を絞しめてもいい。何らかの凶きよう器きを振ふるって手で人を殺あやめます。いや、あるいは手は使わないかもしれませんね。世の中には魔ま法ほうという便利な手段があります。直接触ふれずとも殺害は可能でしょう。ですが、あらゆる殺人に共通することが、たった一つだけあるのです──」

　キールは、トントンと自分の頭を指差す。

「人が何らかの行動をするのは『脳』がさせていることなのです。『脳』が殺意を持つことで初めて殺害という結果がもたらされるのです。『脳』が自らの『手』を操あやつって凶きよう器きを振ふるうことによって殺人が成立するわけです」

　裁判官。傍ぼう聴ちよう人。法ほう廷ていにいる者、その全てが聞き入る。

「今回『パーティー』というひとつの『人格』がドラゴンの命を絶ちました。そこに至るまで、様々な行動が行われました。アリアスさんの剣けんが、ロペスさんの魔ま法ほうが、様々な原因が重なり、ドラゴン殺害という結果を引き起こしました──」

　話しながらキールは、法ほう廷てい中央の証言台の方にゆっくりと近づく。

　そして芝しば居いがかった動きで、原告席に向けて大きく手を差し出す。

「──ですが、それらは全て、元をただせば、パーティーの『脳』たる『リーダー』の意思に基もとづいて行われたことなのです。そう。ドラゴンを殺した人物とは、他ならぬパーティーのリーダーなのです」

　キールが手を差し出す先にいる人物。

　それは、彼かれが弁護をする冒ぼう険けん者アリアスだ。

「つまり、パーティーの代表者にしてリーダーであるアリアスさんこそが、ドラゴンを殺した張本人なのです。ならば、ドラゴンの遺留品たる妖よう精せいの所有者となるのは、アリアスさんであると考えるのが妥だ当とうではないのでしょうか」

　裁判官たちに向けて、キールは訴うつたえかけるようにして言い切った。

　今の証言を聞き、傍ぼう聴ちよう席では納なつ得とくしたように頷うなずく者もいる。

「──異議あり」

　そこにすかさず口を挟はさんだのは、ロペス側の弁護士・ピスコだった。

　ピスコは、頭は禿はげあがっているものの、実年ねん齢れいはまだ30代の男。ただ、今日の対戦相手のキールは見た目からしてもさらに若々しい。最近、名が売れて来ているとはいえ、こんな若造に負けるものかと、いつもの裁判より熱を上げているようだ。ピスコは襟えり元もとをキュッと正し、気合いを入れ直してから話し出す。

「原告側は『アリアスがパーティーのリーダーだ』という前提で今の弁論をされているようですが、まずその根こん拠きよがありません。パーティー発ほつ足そく時にそのような契けい約やくはされていませんし、パーティーは平等に扱あつかわれることがギルド取引約やつ款かんで原則とされています。そもそも、リーダーや代表者という概がい念ねんは、法律上、パーティーには存在しないのです」

　手元の資料の中にあるパーティー発ほつ足そくに関する契けい約やく書の写しを指差しながら、ピスコは嫌いやらしい笑えみを浮うかべて言う。

　それに対して、キールは真顔のまま、再び口を開いた。

「契けい約やくになくとも、パーティー運用時に最終的な意思決定をするリーダーを定めるのが慣習ですが？　あと、被ひ告こく代理人は、アリアスさんがリーダーである根こん拠きよがないと仰おつしやいましたが、それを証明すれば良いということでしょうか？　いいでしょう。それではその証しよう拠ことして、『ログ』を確かく認にんしてみましょうか」

　キールは原告席の方に戻もどり、机の上の資料の中にあった分厚い紙の束を摑つかむ。

「裁判長。こちらのログを証しよう拠こ品として提出いたします」

　キールはその紙の束を、裁判官たちに見えるように掲かかげながら言った。

　ダンジョン攻こう略りやくの際、パーティー間で交かわした会話の音声や、誰だれがどう動いたかを記録する専用の魔法道具スペルブツクが存在する。パーティーの誰だれかがその魔ま法ほう道具を携けい帯たいしておけば、後日、記録した情報を専用の羊皮紙に文字として投とう影えいすることが可能となっている。それがログである。

　キールが手に持つ紙の束は、今回のダンジョン攻こう略りやく時のログだ。ログの中には、ヌ・フォーレ内でのアリアスたちの会話などが事細かく残されているのだ。

　つまり、今回の裁判において、非常に重要な証しよう拠こ品である。

　近年、こういった裁判が起こった時のために、保険としてログを残すパーティーは多い。特に最近は、冒ぼう険けん者ギルドから半強制的に強しいられることも多い。冒ぼう険けん者同士の訴そ訟しようを少しでも効率化するための処置だ。

　キールはログ内の該がい当とうのページを見つけ、それを指差しながら言う。

「ご覧下さい。ドラゴン討とう伐ばつ後、ドラゴンにより守護されていた宝ほう物もつ庫この扉とびらを開ける前の場面です。ロペスさんはアリアスさんに向かって『早く開けてくれよ、リーダー』とはっきりと発言されています。これは、アリアスさんがパーティーのリーダーであると、メンバーも認めている証明ではないでしょうか？」

　僅わずかながら傍ぼう聴ちよう席がざわつく。

　すると、ガタンと机の叩たたかれる音が響ひびき、

「あ、あれはドラゴンを倒たおしたばかりでテンションが上がってたから、つい何となくノリで言っただけだ！　そんなクソみたいなやつリーダーだなんて思ったことは一度もねえよ！」

　被ひ告こく席のロペスが、黙だまっていられないとばかりに叫さけんだ。

「何だとロペス！　お前、ふざけんなよ！　誰だれがクソだよ、コラァ！」

　アリアスはその言い方に腹を立て、席から勢い良く立ち上がる。その憤いきどおりの様子からして、もしも剣けんを携たずさえていれば、ロペスに向けて抜ぬいていたことだろう。

「うるせー、脳筋野や郎ろうがぁ！　いつも勝手に突つっ走ぱしりやがってよぉ！　こちとら迷めい惑わく千せん万ばんなんだよッ！」

「んだと!?　いつも後ろでコソコソ動き回ることしか出来ねえ臆おく病びよう者ものに言われたくねえんだよ！　ボケコラ、ボケコラァッ！」

「静せい粛しゆくにッ！　静せい粛しゆくにッッ！」

　裁判長が手元の木き槌づちを叩たたき、血気に逸はやったアリアスとロペスを制止する。

　弁護士のピスコは、隣となりに座すわるロペスを諌いさめてから、改めてキールに対して異議を申し立てた。

「……確かにログを参照した限りは、アリアスをパーティーのリーダーと見るべき状じよう況きようでしょう。ですが、それはあくまで慣習通りに見た場合です。先ほど申し上げた通り、パーティーの契けい約やくにはリーダーを定める記述は存在しません。リーダーというポジションにいたとしても、それは何の法的効果ももたらさないのです」

　そこまで言い終えた後だった──。

　どうしたことか、ピスコはニタァと薄うす気き味み悪わるい笑えみを浮うかべたのだ。まるで獲え物ものを捕とらえたハンターのような、そんな表情だった。

「ククッ……。それにです。仮にアリアスをリーダーと認めたとしましょう。アリアスがパーティー内における皆みなの中心人物であったとしましょう。──そうだとしても、彼かれがパーティーの『脳』とするのは甚はなはだ疑問ですね」

「……どういう意味でしょうか？」

　不気味に笑うピスコとは対照的に、キールはやはり真顔で尋たずねる。

「分かりませんか？　ドラゴン討とう伐ばつの際、パーティーを動かしていた『脳』は、ロペスだということですよ」

　ピスコの手元にも分厚い紙の束がある。

　ログだ。彼かれはそれを忙せわしない手つきで最初のページから順にめくり始める。

「ダンジョン攻こう略りやく開始時点からログを追っていきますと、確かにアリアスがダンジョン探たん索さくを進めるうえで皆みなのまとめ役のような振ふる舞まいをされていますし、常に先頭に立って動かれていました。原告が言うように、ロペスが彼かれをリーダーと呼んでいる場面もありますし、客観的に見てもアリアスがこのパーティーのリーダーと考えるのが妥だ当とうでしょう。ですが、モンスターと戦っている時はどうでしょうか？　ログを辿たどって行くと見えてきませんか？　戦せん闘とう時、パーティーの司令塔として立っていたのがロペスだということが」

　ピスコは、ログの中のとある１ページを強調するように指差した。

「たとえば、こちらはドラゴンにトドメを刺さす最後の場面です。アリアスは仲間の制止も聞かずドラゴンに一人で突つっ込こみます。そしてこの時、ロペスたちはそれぞれアリアスに援えん護ごを行いました。彼かれらの援えん護ごの甲か斐いあって、アリアスはドラゴンに最後の一いち撃げきを与あたえるに至りました」

　ピスコの言葉を聞きながら、アリアスは当時の状じよう況きようを思い出して頷うなずいている。

「もしかしたらアリアスには、彼かれら一人ひとりが独自に判断して、自分のことを助けてくれたかのように見えたかもしれませんね。熱い仲間たちとの絆きずなを感じたかもしれません。ですが、これらの指示は、全てロペスが行っていたのです」

「……ッ!?」

　アリアスの顔が青ざめていく。

「この戦せん闘とう以外の場面でもずっとそうでした。アリアスがタンク役として突つっ込こみ、ロペスの指示で皆みなが援えん護ご攻こう撃げきや、回復魔ま法ほうをタイミングよく行っていました。そのお蔭かげで彼かれらパーティーは遭そう遇ぐうしたモンスターを全て倒たおし、ヌ・フォーレ最深部に達することが出来たのです。そう、チェスで言えば、ロペスがパーティーのメンバーを駒こまとして動かす『プレイヤー』だったのです。彼かれの指示なくして、ドラゴンはおろか他のモンスターも倒たおすことは出来なかった。ならば彼かれこそが、パーティーの『脳』とすべきではないでしょうか」

　ピスコは、証言台に早足で歩み寄って行き、そこで裁判官たちに向かってクルリと身体を向けてから続ける。

「裁判官の皆みな様さま！　そうです！　アリアスたちは、皆みな、殺しを行うための『手』に過ぎなかったのです！　彼かれら『手』を使ってドラゴン殺害を実行したのは他ならない『脳』であるロペスなのです！　ロペスこそがドラゴン殺害の実行犯であり、妖よう精せいの所有権を得るべき人物なのであります！」

　ドヤァという効果音まで聞こえてきそうなほどのドヤ顔を披ひ露ろうしながら、ピスコは裁判官たちに向かって叫さけんだ。被ひ告こく席では、ロペスも自分の弁護士に負けないほどに嫌いや味みったらしい笑えみを浮うかべている。

　それを受けて、裁判官たちは納なつ得とくしたように「うんうん」と頷うなずき合っている。傍ぼう聴ちよう席の者も大半がそうだ。

　どうやら天てん秤びんは、ロペス＆ピスコへと傾かたむいているようだ。

　不利な状じよう況きように立たされていると理解したアリアスは、両手で頭を抱かかえている。

「……………………………」

　彼かれの弁護士のキールもまた、口を閉ざし、反論の言葉を失なくしていた。




　傍ぼう聴ちよう席。

　一連の流れを見て、老人は唸うなり声を上げていた。

「……ふうむ。これはマズイことになったの。『パーティーを動かしていた頭脳がドラゴン殺しの主犯』だと主張したのはキール自身じゃ。そのことが、自らの首を絞しめる結果になろうとはのう。そして、相手の主張を上手うまく利用してみせるとは、あのピスコという弁護士、なかなかにやりおるわい」

　老人はそう言いながら、遠えん慮りよがちに隣となりに座すわるアイリの顔を横目で見てみる。きっとキールの弟で子しである彼かの女じよは、ハラハラして今の動向を見守っていることだろう。

　老人はそう思っていた。

「むむ……？」

　しかし、見てみれば意外にも、アイリの表情は穏おだやかなものだったのだ。彼かの女じよは全く動じていない。まるで今、キールがピンチに陥おちいっていることを理解していないかのようだ。

　あるいはアイリは、たとえどんなにピンチであろうとも、師の勝利を確信しているのかもしれない。

　この人なら、どんな状じよう況きようであろうとも覆くつがえしてみせる、と。

　その時だった。

　ふいにキールが傍ぼう聴ちよう席の方にチラリと目線を送り。

　僅わずかだが笑えみを浮うかべたのは──。




　弁護士ピスコが証言台の横で話を終えると、法ほう廷てい内は静まり返っていた。ピスコは、原告席にいるキールを睨にらみ付つけている。

　キールは依い然ぜん、ピスコに対して反論をしようとしない。それどころか、黙だまって俯うつむいてしまっていた。その様子は、打つ手をなくして投了サレンダーしたゲームの敗者のようにしか見えない。

　それを見て気を良くしたピスコは、裁判官たちに向かって再び叫さけぶ。

「裁判官の皆みな様さま！　賢けん明めいなご決断をお願いいたします！　ドラゴンを殺した実行犯はロペスなのです！　パーティーを操あやつってドラゴンを殺したロペスにこそ、その所有物である妖よう精せいを手に入れる権利があるのです！　さあどうぞ！　判決を！」

　もはや議論の余地はない。

　そう言わんばかりにピスコは、裁判官たちに判決を促うながしている。

　それを受け、裁判官たちは顔を見合わせて、確かく認にんするように頷うなずき合った。どうやら彼かれらは判決へ移行しようとしているようだ。

　しかし。




「異議あり」




　弁護士キールは俯うつむいたまま、その言葉を発した。

　ゆっくりと顔を上げる。

　キールの表情は、変わらず真顔であった。一見すれば、逆転のアイディアが浮うかんだのか、あるいは苦くるし紛まぎれで呟つぶやいたのか、判断のつかない表情だった。

　続けてキールは言った。

「裁判長。今の被ひ告こく側の主張は明らかに間ま違ちがっています。よって、このまま判決へ進むことは出来ません」

「間ま違ちがっている？　では、原告代理人はその理由を説明して下さい。でなければ、あなたの今の異議は認められません」

　裁判長に指示され、キールはすぐに答える。

「よくお考え下さい。パーティーが一つの人格？　脳がドラゴンを殺した？　そんな曖あい昧まいな理り屈くつでドラゴン殺しの主犯を決めることは出来ません」

「……………………は？」

　法ほう廷てい内に戸と惑まどいが渦うず巻まく。

「はっきり言いましょう。全くもって馬ば鹿からしい弁論です。屁へ理り屈くつです。このような屁へ理り屈くつに証明能力はありません」

「おい、貴様、ふざけているのか!?　貴様が言い出したことだろうが！」

　ピスコが怒ど鳴なる。

　彼かれの言う通りだ。『パーティーは一つの人格であり、脳がドラゴンを殺した』という理り屈くつを先に並べたのはキールの方なのだ。

「裁判官の皆みな様さま。先ほどの私の不用意な発言は全て忘れて下さい。よく考えてみればおかしな論証でした。さっきの私は馬ば鹿かだったのです」

　キールはそう言って深く頭を下げる。

「こ、こいつ……。前言撤てつ回かい、だと……？」

　続けてピスコは、怒いかりを通とおり越こして呆あきれた声を上げる。

　いくら不利な状じよう況きようとなったからといって、いくら自分の発言を逆に利用されたからといって、さっきの話はなかったことにして下さい。子ども同士の喧けん嘩かならまだしも、裁判所このばでそんな申し立てがまかり通るわけがない。

「…………原告側の異議は認められません」

　当然、裁判長も呆あきれた声で言った。

　するとキールは、すぐさまこう言い返す。

「裁判長。私には、ドラゴンを殺した者をもっと確実に証明することが出来ます。それは、先ほどのような曖あい昧まいな屁へ理り屈くつではなく、誰だれしもが納なつ得とく出来るものです」

　傍ぼう聴ちよう席がざわつき始めたので、裁判長が木き槌づちを叩たたいて場を静める。

「……ほう、なるほど。それでは原告代理人。あなたは、これまでとは別の角度からアリアスがドラゴン殺しの主犯であると立証することが可能なのですね？」

　あからさまに裁判長は疑いの眼まな差ざしを向けながら、キールに尋たずねた。

「いいえ、裁判長。そんなこと、私には不可能ですよ」

　キールの答えに、裁判長も、傍ぼう聴ちよう人たちも、一様に目を白黒させた。ピスコもロペスも、キールが弁護するアリアスまでも驚おどろきの顔をしている。

「…………不可能、とはどういうことでしょうか？」

「そのままの意味ですよ。アリアスさんがドラゴンを殺したと立証することは、私には出来ません。何故なぜならドラゴンを殺したのはアリアスさんではないからです」

「は……？　ちょ、ちょっと弁護士さん！　何を言い出すんだよ!?」

　アリアスが我が慢まん出来ずに声を発す。

　今のキールの発言は、裁判の途と中ちゆうで自分の弁護を放ほう棄きしようとしているのと同じだ。敏びん腕わん弁護士と聞いて信用もしていたし、高い依い頼らい金も支し払はらっているので、アリアスの怒いかりは凄すさまじいものだった。

「キール＝カーディナル。アリアスはドラゴンを殺していない。つまりあなたは、アリアスには妖よう精せいを得る権利がないと仰おつしやるのですか？　それは現時点をもって、この裁判を放ほう棄きするということでしょうか？」

　裁判長の問とい掛かけに、キールは真顔のまま首を横に振ふる。

「いいえ。私はアリアスさんの弁護を降りる気はありませんよ。私はドラゴンを殺したのはアリアスさんではないと言っているだけです」

「では、被ひ告こく側ロペスがドラゴンを殺害したと全面的に認めるということですね？　あるいはドラゴンを殺した者以外に、妖よう精せいの権利があると新たな主張をされるのでしょうか？」

「言いましたよね？　私には『ドラゴンを殺した犯人』を確実に証明することが出来ると。ただしそれは、ここにいらっしゃる、アリアスさんでも、ロペスさんでもないのです」

「何だと!?」

　驚おどろきの声を上げたのは、ピスコだった。彼かれが思おもい浮うかべるのは、ここにいない残りのパーティーメンバーたちだ。

「ドラゴンを殺したのは、他のパーティーメンバーの方でもありませんよ」

　まるで心を読んだかのように、キールはピスコの方を見ながら言う。

「どういうことだ!?　それでは、彼かれらとは全く別の第三者の犯行だとでも言うのか!?　ドラゴンとの戦せん闘とう時、アリアスのパーティー以外は誰だれもその場にいなかった！　冒ぼう険けん者はもちろん、雑魚ざこモンスターの一匹ぴきすらな！　ログがそれを証明しているぞ!?　アリアスのパーティー以外にドラゴンを殺害することは不可能だ！」

　ピスコへの回答のために、キールははっきりと宣言した。




「ドラゴンを殺したのは妖精だったのです」




　法ほう廷ていに、今日一番の戸と惑まどいとざわつきが渦うず巻まく。

　それは、この裁判の根底を覆くつがえすような発言だったのだ。

　当事者であるアリアスもロペスも、何が何だか分からないという呆あつ気けに取とられた表情をしている。

「い、異議あり！　原告代理人は自棄やけになって場をかき乱そうとしています！　ドラゴンとの戦せん闘とう時、妖よう精せいはまだ扉とびらの奥おくの箱の中に閉とじ込こめられていました！　そのことはログが証明しています！　仮に外に出ていたとしても、小さく非力な妖よう精せいには何も出来ません！　妖よう精せいにドラゴン殺害は不可能！　本件の審しん理りと妖よう精せいは一いつ切さい関係がありません！」

　ピスコは裏返った声で、裁判官たちに向けて言った。

「……被ひ告こく側の異議を却きやつ下かします。原告代理人・キール＝カーディナル。どういうことなのか説明を続けて下さい」

　裁判長に促うながされ、キールは頷うなずいてから、弁論を再開する。

「もう一度言います。ドラゴンを殺した犯人は妖よう精せいなのです。もちろん、別の妖よう精せいなどではありませんよ？　アリアスさんたちが喉のどから手が出るほど欲ほしがっている、ヌ・フォーレ最さい奥おうの宝ほう物もつ庫この箱の中に入っていた、可愛かわいい可愛かわいい妖よう精せいちゃんのことです」

「馬ば鹿かなッ！　そんなことは不可能だッ！」

「被ひ告こく代理人、ご静せい粛しゆくに！　──原告側、続けて下さい」

「思い出してみて下さい。ドラゴンは悠ゆう久きゆうの時の間、宝ほう物もつ庫この扉とびらを守っていました。そして己おのれの命を賭かけて、冒ぼう険けん者たちと殺し合いをしてでも、その扉とびらを守ろうとしました。妖よう精せいはその扉とびらの奥おくで大事に大事にしまわれておりました。これは、ドラゴンが妖よう精せいをそれほど大事に思っていたという証明に他なりません。もちろん、我々にドラゴンの気持ちは分かりませんし、生きていたとしても尋たずねることも出来なかったでしょう。ですが、状じよう況きようからしてそれは間ま違ちがいない事実──」

　そしてキールは、真顔でこう言い切った。

「ドラゴンは妖よう精せいが大好きだった。つまり、妖よう精せいに悩殺されていたということです。そうなのです。ドラゴンの『心』はとっくの昔に妖よう精せいちゃんに『殺されて』いたのです」

　冗じよう談だん半分でもない。

　それが『真実』だと言わんばかりの勢いでキールは言ってのけている。

　暫しばし、法ほう廷ていがシンとする。

　裁判官たちも、傍ぼう聴ちよう席の者たちも、ポカンとした表情で黙だまり込こんでいるのだ。

「クックックックック…………」

　その沈ちん黙もくを打ち破ったのは、弁護士ピスコの嘲あざ笑わらう声だった。

「裁判長。やはり原告代理人はこの場をとりあえず適当なことを言って乗り切っておいて、裁判を引き延ばそうとしているだけのようです。心を殺されていた？　正まさしくこれこそ屁へ理り屈くつではありませんか？　早さつ急きゆうに判決へ進むことをご提案いたします」

「──皆みなさん、こういう見方は出来ないでしょうか？」

　キールは気に留とめず続ける。

「心を殺されたドラゴンは、妖よう精せいにデレデレだった。妖よう精せいにお願いされれば、命を投げ出す程度にはデレデレだった。何故なぜなら、妖よう精せいを守るために、アリアスさんたちと殺し合いまでしたのですから。ドラゴンは妖よう精せいの命令には絶対服従だったのです。つまり、妖精の方がドラゴンの所有者だったのですよ」

　呆あつ気けに取とられていた裁判長だったが、今の発言には興味を示したようだ。顎あごに手を当てながら椅い子すから少し身を乗り出した。

「そうなのです。妖よう精せいをモンスターの遺留品とする。モンスターを倒たおした戦利品とする。そもそも、それが誤りなのです。何故なぜなら妖よう精せいは、ドラゴンに拘こう束そくされていたわけではないし、ドラゴンの持ち物でもなかったからです」

「……ふざけるな。妖よう精せいは箱の中に閉とじ込こめられていたではないか。その身に自由などない状態だった。ドラゴンが倒たおされない限りはずっと箱の中だった。つまり、ドラゴンの支配下にあったのだ」

　横からピスコが威い圧あつ的に口を挟はさむ。

「ログは箱の中に妖よう精せいちゃんがいた事実しか記していません。これだけでドラゴンに閉とじ込こめられていたかどうかは判断が出来ません。あそこは妖よう精せいちゃんの『部屋』だった可能性があります。彼かの女じよは自らの意思であの場所にいた。ドラゴンに命じて、自分の部屋を守らせていただけのこと。いつでも出ようと思えば出られる環かん境きようだった。こうも考えられます」

「裁判長。原告代理人は先ほどから憶おく測そくで発言をしているようです。だとすれば、何の証しよう拠こ能力もない無意味な発言です」

「分かりました。それでは証人に訊きいてみましょうか」

　キールは、横やりを入れるピスコを制止するように、彼かれに向けて手を突つき出だしながら言った。

「……証人だと……？」

[image: ]

　暫しばらくしてから、裁判所の衛兵によって小さな檻おりが運ばれて来た。小鳥の籠かごのような片手でぶら提さげても持ち運べるサイズの檻おりである。

　それが法ほう廷ていに現れた瞬しゆん間かんだった。

「メルル！」「ジュリエット！」

　アリアスとロペスが、籠かごの中の小さな少女を見て、机から身を乗り出しながら同時に叫さけんだ。

　それぞれが別の名で呼んでいるが、衛兵に連れて来られたこの小さな少女こそ、彼かれらの愛いとしの妖よう精せいちゃんなのである。手の平に乗せられるほどの小ささで、背中からは蝶ちようを思わせる美しい羽。この裁判の決着がつくまでは裁判所の監かん視し下で匿かくまわれており、アリアスとロペスはもちろん、何人たりとも今日まで接せつ触しよくを禁じられて来た。

　審しん理りに必要と判断した裁判長が、キールの請せい求きゆうを承しよう諾だくしたため、こうして日の目を見ることが出来たのである。




　妖よう精せいちゃんの姿を初めて見た傍ぼう聴ちよう席の男性たちは、席から立ち上がって大きな歓かん声せいを上げている。本当に同じ世界に存在する生き物かと疑うほどの美少女。目に入れても痛くない。むしろ入れたい。それくらい想像を超こえる美少女だった。

「か、可愛かわいい……」

　傍ぼう聴ちよう席のアイリも思わずそう呟つぶやく。

　女性であるアイリすらも、頰ほおを染めてその姿をうっとりと眺ながめてしまっているのだ。

　かつての仲間と裁判で争ってでもこの妖よう精せいちゃんを手に入れたい。そう思うのも不思議ではない。ここに来てアイリは、アリアス一行の気持ちがようやく理解出来たのだった。




　証言台の上に、妖よう精せいちゃんの入った檻おりが置かれる。

「ひゃあっ」

　檻おりが地面に接せつ触しよくした瞬しゆん間かんだった。

「ばっきゃろう！　もっと丁てい重ちように扱あつかえよッッ！」

「妖よう精せいちゃんがケガしたらどうすんだボケェッ！」

　妖よう精せいちゃんはバランスを崩くずして檻おりの中で尻しり餅もちを着いてしまったのだ。

　運んで来た衛兵に対して、傍ぼう聴ちよう席から激しいブーイングがされる。どうやら既すでにこの場にいる全員が妖よう精せいちゃんの虜とりこのようである。衛兵は気まずそうにしながら、さっさと法ほう廷ていから退出して行った。

　法ほう廷てい中央の証言台の上に一人残された妖よう精せいちゃんは、見知らぬ人々に囲まれて注目を浴びていることに激しく戸と惑まどっている。

「はわはわはわぁ～……」

　そんな困り顔も可愛かわいすぎて、皆みなが彼かの女じよのことをずっと見守っていたい気持ちになっていた。見ているだけで癒いやされる。

　アリアスとロペスは久しぶりの再会に感動しているようだ。目を少し潤うるませながら、妖よう精せいちゃんをぼんやりと眺ながめている。

　ピスコに至っては、妖よう精せいちゃんが可愛かわいすぎて直視出来ていない。気き恥はずかしさで赤くした顔を背そむけ、たまにチラチラと妖よう精せいちゃんの方を見ている。

　法ほう廷てい全体がほのぼのムードに飲まれている。

　暫しばらくボケーッと妖よう精せいちゃんを眺ながめていた裁判長だったが、自分の職務を思い出し、まずは手元の木き槌づちを叩たたいた。

「オ、オホン……。それでは請せい求きゆう通り証人も到とう着ちやくしたようですし、原告代理人。証人尋じん問もんを開始して下さい」

　裁判長のその言葉を合図に、キールは小さな証人に顔を近づけた。

「はわはわぁ～。わたしどうなるんですか～？　なにをされちゃうんですか～？」

　眼前に大きな顔が迫せまって来たので、妖よう精せいちゃんは怖こわがっている。怯おびえる声も最高に可愛かわいかった。おはようからおやすみまでずっと聴きいていたくなる可愛かわいい可愛かわいい声である。

「大だい丈じよう夫ぶ、安心して。君は訊きかれたことに答えるだけでいいんだよ」

　キールは小さな幼児に話はなし掛かけるように、努めて優やさしく言った。

「は、はいぃ……」

　妖よう精せいちゃんが落ち着き始めたところで、キールは質問を始める。

「君は、ドラゴンさんに、無理やり箱の中に入れられていたのかな？」

　妖よう精せいちゃんは、少し悩なやむ仕草をしてからキールの質問に答える。

「……いいえ。わたしはうまれたときからあのばしょにいましたぁ。ドラゴンさんは、わたしがほかのモンスターさんにたべられないように、とびらのまえでずっとまもってくれていたのですぅ」

「では、君は箱を自由に出入り出来たわけだね？」

　妖よう精せいちゃんは、また少し悩なやんでから答える。

「……はい。あれは、わたしのおへやみたいなものでしたぁ」

　法ほう廷てい内の一同が、一いつ斉せいに驚おどろいた表情を作る。

　先ほどキールが言った通りだったのだ。妖よう精せいちゃんは、決してドラゴンに拘こう束そくされていたわけではなかった。

　これでこの妖よう精せいちゃんが『ドラゴンの所有物だった』という前提は崩くずれることになる。

　キールは質問を続ける。

「ドラゴンさんは、君に良くしてくれていたのかな？」

「はい。わたしがおねがいすれば、わたしのために、たべものとかいっぱいもってきてくれましたぁ」

「君は、そんなドラゴンさんのことを、どう思っていたのかな？」

　そう尋たずねられた途と端たん、妖よう精せいちゃんは気まずそうな表情を作る。

　言うか言わないか迷っている、そんな感じだ。

「さあ、勇気を出して、妖よう精せいちゃん。君の気持ちを言うだけでいいんだよ？　ほら」

「……………………………………」

　少し間を置くと、妖よう精せいちゃんは決心を固めた様子で告げた。

「──だいすきでしたぁ」

　言った後、恥はずかしそうに顔を真っ赤にしながら、妖よう精せいちゃんは「きゃー」と頰ほおに手を当てている。

　なにこれめっちゃ可愛かわいい……。

　皆みながデレッとして妖よう精せいちゃんのことを見つめる中、キールは傍ぼう聴ちよう席に向かって叫さけんだ。

「皆みなさん！　聞きましたか!?　つまり妖よう精せいちゃんとドラゴンは相思相愛だったのです！」

　傍ぼう聴ちよう席から拍はく手しゆが巻き起こる。妖よう精せいちゃんに対して「よく頑がん張ばって言えたね」とか「偉えらかったよ」などと言って涙なみだぐむ傍ぼう聴ちよう人までいる。

　裁判官たちも、恥はずかしがりながらも勇気を出してドラゴンへの想おもいを告白した妖よう精せいちゃんを見ながら、微笑ほほえましく頷うなずいていた。可愛かわいくて仕方がない自分の子どもを授業参観で見ている親のような表情である。

　するとキールは畳たたみかけるように、今度は裁判官たちの方を見て話し出す。

「ご覧の通り、この妖よう精せいちゃんには意思があります。人語を喋しやべり、このように皆みなさんに自分の気持ちを伝えることも出来ます。……ですが、残念ながら、ダンジョンに生まれ、この世界のどの国にも戸こ籍せきのない彼かの女じよは、法律上、聖遺物と見なされます……。最高裁の判例でもそのように結論されています……。最初に彼かの女じよを発見したアリアスさんたちパーティーに、彼かの女じよを得る権利が発生してしまうのです……」

　キールは目め頭がしらを押おさえて、わざとらしく洟はなをすする。傍ぼう聴ちよう人たちは、妬ねたみや羨せん望ぼうを込こめた目でアリアスとロペスを睨にらんでいる。

「……そして、何ということでしょうか。彼かの女じよが愛したドラゴンは、アリアスさんたちに殺されてしまいました。知らなかったとはいえ、アリアスさんたちは妖よう精せいちゃんの大切な存在を──人生の伴はん侶りよを奪うばってしまっていたのです」

　傍ぼう聴ちよう人たちは、今度は怒いかりと蔑さげすみの目でアリアスたちを睨にらむ。

「可か哀わい相そうに……。妖よう精せいちゃんは、アリアスさんたちにドラゴンとの幸せな時間を突とつ然ぜん奪うばわれてしまいました……」

　キールの言葉に、証言台の上にいる妖よう精せいちゃんが俯うつむいてシュンとしている。

　すると、アリアスとロペスは、机に突つっ伏ぷしてすすり泣き出した。彼かれら二人ともが「俺おれたちは可愛かわいい妖よう精せいちゃんに何てことをしてしまったんだ……」と深い後こう悔かいに苛さいなまれているのだ。

　それに同調するようにキールは瞳ひとみを潤うるませながら、言葉を続ける。

「……皆みなさん。ご存じの通り、どんな魔ま法ほうを使っても死んだ者の命を戻もどすことは出来ません。それがこの世界の理ことわりです。彼かれらが代わりにその命を捧ささげたとしても、妖よう精せいちゃんにドラゴンを返してあげることは出来ないのです」

　傍ぼう聴ちよう席から深い悲しみを込こめた泣き声が響ひびいてくる。妖よう精せいちゃんへの同情を抑おさえられなくなった人々によるものだ。

「──だったら、皆みなさん。こうは思いませんか？」

　キールは拳こぶしをギュッと握にぎる。舞ぶ台たい俳優のような大おお袈げ裟さな動きでだ。

「せめて…………せめて、奪うばったからには！　妖よう精せいちゃんの幸せを奪うばってしまった彼かれらには！　妖よう精せいちゃんを幸せにしてあげる義務があると！」

　法ほう廷ていにいる者全てに訴うつたえかけるように、キールは熱弁する。

　皆みな、瞳ひとみをウルウルさせて一様に頷うなずく。

　既すでに傍ぼう聴ちよう席にいる人々の半数以上が、涙なみだを流して泣いている。人間だろうと、エルフだろうと、獣じゆう人じんだろうと、種族なんて関係ない。皆みなが悲劇のヒロインの妖よう精せいちゃんに対する熱い気持ちを滾たぎらしているのだ。

　いつの間にか、ピスコまでも目め頭がしらを押おさえて、グスグス洟はなをすすりながら頷うなずいていた。

「妖よう精せいちゃんはここにいる誰だれよりも、幸せになる権利があるはずです！　法律上、妖よう精せいちゃんはアリアスさん一行の誰だれかのものにならなければならない！　ならば、せめて彼かの女じよに選ばせるべきです！　新しい伴はん侶りよを選ぶ権利を彼かの女じよに持たせるべきです！　妖よう精せいちゃんが誰だれのものになるかは、妖よう精せいちゃん自身に決めさせるべきなのです！　それが今、我々に与あたえてあげられる、彼かの女じよの一番の幸せのはずです！」

　周りからはオッサンの野太い泣き声がやかましいくらいに聞こえてくる。

　裁判官の中にも、涙なみだぐむ者が現れている。

　ピスコも異議を唱えるどころか、ワンワン言って泣き出してしまっている。

「………………」

　──法ほう廷てい内にいる全員の気持ちが一つになっている。

　そう確信したキールは、檻おりの中の妖よう精せいちゃんにゆっくりと顔を近づけた。

「選ぶのは君だ。さあ、新しい君のご主人様はどの人なんだい？　ここにいる人たち全員に聞こえるように言ってごらん？」

　キールは優やさしい口調で促うながす。

「………………………………………っ」

　すると、妖よう精せいちゃんは顔を赤くしながら、小さな指先をある一点に向けていた。

[image: ]

「主文──」

　その後、裁判長から、判決が告げられた。




「──迷めい宮きゆう・ヌ・フォーレにて発見された妖よう精せいちゃんの所有者は、アリアスとする」




　勝者は原告側。

　冒ぼう険けん者アリアスとその弁護士。

　キール＝カーディナル。

　キールの涙なみだながらの熱い演説によって、傍ぼう聴ちよう席の皆みなが納なつ得とくの表情をしていた。妖よう精せいの所有権を持つのはアリアスであることを、皆みなが『真実』だと認めたのだ。

「……………………」

　たった一人。

　弁護士キールの弟で子しの少女アイリを除いては、だが。
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　魔ま法ほう都市ルミナス。

　ガイナース王国の主要都市の一つ。タンブル・ウィズダミアを始めとする魔ま法ほうの学術施し設せつの多くが立ち並ぶ『知』の最さい先せん端たんを行く都。市場には珍めずらしい魔ま法ほう道具が流通しており、それを求めて訪おとずれる冒ぼう険けん者や観光客によって、商店街も露ろ店てんも年中休みなく活気づいている。

　喧けん騒そう止やまないルミナスの都心から少し外れた住宅街。

　そこに弁護士キール＝カーディナルの自宅兼けん法律事務所がある。

　建物は３階建てとなっていて、２階部分が事務所。その上の３階がキールの寝ね床どこなのだが、日ひ頃ごろからキールは仕事で街中を歩き回り、外がい泊はくも多いので、ほとんど使われてはいない。

　そして１階はというと、カフェの店てん舗ぽになっている。

　この『サンライズバケットカフェ』は、女店主・エルルエル＝バケットが一人で切り盛りしている店だ。お茶や料理の味も評判だが、エルルエル目当てで訪おとずれる者も結構いる。可愛かわいいらしい外見で、彼かの女じよの優やさしい笑え顔がおに癒いやされにやって来る冒ぼう険けん者が多いのだ。

「あら。おかえりなさい、キール」

　キールがカフェの扉とびらを開くと、いつものエルルエルの優やさしい笑え顔がおが視界に飛とび込こんで来た。

　小さな背せ丈たけに童顔。12歳さいくらいの少女にしか見えないが、その種族はホビット種で、こう見えてキールよりも年上の立派な成人女性である。

「ねえ、キール。昨日は事務所の方に帰って来てなかったけど、どこに行っていたの？　ちゃんと真まっ直すぐ帰って来なきゃダメよ」

　エルルエルはキールの事務所の大家でもある。彼かの女じよ自じ身しんの自宅はこことは別だが、よくキールの世話をするために事務所や寝ね床どこを覗のぞきに来る。

「それに、一本、連れん絡らくくらいちょうだい。何かあったのかと心配するじゃないの」

　それにしても彼かの女じよの口から飛び出て来るこの小言。

　完全にキールの母親目線だ。

「……エル。子こども扱あつかいは止めろといつも言っているだろ。次の裁判の打ち合わせと準備だよ。忙いそがしくてそう帰る暇ひまなどないんだ。いちいち報告するのも面めん倒どうだしな」

　ランチタイムが終わり、客足のピークは過ぎている。キールはいつも座すわるカウンター席が空いているのを確かく認にんすると、そこに向かい、ダルそうな姿勢で腰こしを下ろす。

「あらあら。昨日、裁判が終わったばかりだっていうのに、もう次の裁判なの？」

「無敗の弁護士を求める冒ぼう険けん者どもはそこら中に溢あふれているんだよ。しかも、顧こ客きやくは冒ぼう険けん者だけではない。街の商人や魔ま法ほう学者。元老院の政治家たち。──ところで、エル。どういう風の吹ふき回しだ？」

　キールがカウンター席に座すわると、エルルエルはテーブルにグラスを置いて、何も言っていないのにそのグラスに酒を注ぎ出していた。キールの飲酒を良しとせず、いつもなら注文しても出だし渋しぶる彼かの女じよの行動とは、到とう底てい思えなかったのである。

「ふふっ。ご褒ほう美びよ。アリアスさん、凄すごく喜んでいたじゃない。あなたに助けてもらったってずっとお礼を言っていたわよ」

　エルルエルは、キールのお気に入りの銘めい柄がらの酒を差し出しながら、上じよう機き嫌げんな様子で言った。

　昨日あったアリアスとロペスの裁判。判決が出ると、次の裁判の準備のために、すぐにキールは裁判所から姿を消した。改めてキールにきちんと礼を言いたかったアリアスは、２階の事務所を訪ねたものの留守。仕方なくアリアスは１階のこのカフェを訪おとずれ、店主のエルルエルに言こと伝づてを頼たのんだ。……というのが昨日の出来事である。

「偉えらいわね、キール。ご苦労様」

　エルルエルは、今にもキールの頭を撫なで出しそうな勢いだ。

「……ふん。別に、いつも通り『仕事』をこなしただけだ。報ほう酬しゆうが多かったから請うけたに過ぎない。歯応えのないつまらない案件だったよ」

　冒ぼう険けん者アリアスは、ヌ・フォーレで得た妖よう精せいちゃん以外の利益すべてを、今回の裁判の成功報ほう酬しゆうとしていたのだ。王国の一いつ般ぱん的な労働者の年収５年分を軽く超こえる額だったし、キールは今回の依い頼らいを快く請うけたのであった。

「俺おれはもう少し、勝つのが難しい内容の方が好きなんだがね。絶対に勝てるという自信満々の相手の鼻をへし折る瞬しゆん間かんが、裁判では最も気持ちの良いい場面だからな」

　──『強い』やつに『勝つ』ことが気持ち良い。

　弁護士キールが、この仕事を選んだ理由はそこにある。

　キールは剣けんも魔ま法ほうも才能ゼロ。魔ま法ほうに至っては使うことすら出来ない。彼かれは生まれつき魔ま力りよくを持たない魔ま法ほう不能者なのだ。この国では義務教育で簡単な魔ま法ほうの使い方を学ぶのだが、それを受けることも出来なかった。だから、冒ぼう険けん者どころか、その辺の子どもにすら負けるかもしれない。それくらいに弱い男である。

　しかし、法ほう廷ていならば違ちがう。腕うでっぷしの強い冒ぼう険けん者にでも、権力の狗いぬである騎き士したちにでも、弱い自分が勝つことが出来る。

　弁護士とはそういう特別な職業なのだ。

「ほらほら、キール。遠えん慮りよせずにどうぞ飲んでちょうだい。今日は私からの奢おごりよ」

「遠えん慮りよなどするつもりは毛頭ないよ、エル」

　エルルエルの勧すすめるまま、目の前の酒に手をつけようとしたキールだったが、

「ああ、それはそうと、エル。念のために確かく認にんしたいんだが──」

　ちらりと視線を横にする。

　そこには、キールが入店するよりも先に、カウンター席に座すわっていた人物がいる。

「──これはツッコミ待ちなのかな？」

　その人物を眺ながめながら、キールは呆あきれた声で言った。

「………………っ」

　キールの視線の先。

　カウンター席に座すわるのは、キールの弟で子しであり助手のアイリ＝カーボムだった。

　昨日、裁判が終わってからずっと一人で行動していたキール。約半日振りに見るアイリはというと普ふ通つうではない。どう見てもおかしな状じよう況きよう下にあった。

　アイリが着るのは身体のラインが見える薄うす着ぎ。

　背中からは蝶ちようを思わせる羽がぴょこんと飛び出ている。

「あら？　可愛かわいいでしょ？　あの妖よう精せいちゃんすっごく可愛かわいかったから、思わず作ってみたの。それに、アイリちゃんなら絶対似合うと思ったし」

「……ふーん、なるほどねえ。ふーん」

　妖精フエアリーの格好コスプレをしているアイリを見ながら、キールは鼻で笑う。

　途と端たん、アイリはジト目でそっぽを向いた。

（わたしだって好きで着ているんじゃないんです！）

　これはエルルエルの犯行だ。

　エルルエルの趣しゆ味みは可愛かわいい衣い装しよう作りなのである。以前までは自分で自作衣い装しようを着ていたのだが、アイリがキールの助手になり、この店に通うようになってからは、彼かの女じよに着せることの方が多くなった。

　昨日、裁判に勝利した冒ぼう険けん者アリアスは、愛いとしの妖よう精せいちゃんを一いつ緒しよに連れてこのカフェに来ていた。その時、妖よう精せいちゃんを目の当たりにしたエルルエルは、その可愛かわいさに感化され、妖よう精せいちゃんをイメージしたこのコスチュームを一晩で作り上げたのである。

　アイリにコスプレをさせることは、エルルエルにとってはあくまで善意からの行動である。女の子なら誰だれしもが可愛かわいい服を着られることは嬉うれしいに決まっている、という思想である。

　妖よう精せい衣い装しようのアイリを見ながら、エルルエルは満面の笑えみを浮うかべて喜んでいるのだが、アイリにとっては恥はずかしいし、なかなかの迷めい惑わくであった。

　だが、エルルエルには世話になっている手前もあるし、その善意を無下にすることが心優やさしいアイリには出来ない。そんなわけで仕方なく、エルルエルから渡わたされるコスチュームを毎回こうして試着しているのである。

「ね？　ね？　キールはどう思う？　妖よう精せい姿のアイリちゃん。可愛かわいいでしょ？」

　エルルエルは年とし甲が斐いもなくはしゃいでいる。……見た目からすれば年相応なのだが。

「ふむ。そうだな。当の妖よう精せい本人が可か哀わい相そうだな。アイリに同じ格好をされては、彼かの女じよの品位が下がるだろう」

「なっ！」

　思わずアイリはムッとする。

　別に褒ほめられたいわけではない。あの妖よう精せいちゃんの可愛かわいさには劣おとると自覚もしている。それでも、もう少し言い方というものがあるではないか。

「ええ、そうですね……。確かに妖よう精せいさんは可か哀わい相そうですよ……。先生に弄ばれて……！」

　妖よう精せいの格好をしたアイリは、キールに棘とげのある声こわ色いろをぶつける。

「ん？　俺おれが妖よう精せいを弄もてあそんだ？　おいおい、何のことだ？」

　キールはアイリから想定外の返しをされ、肩かたを竦すくめる。

　すると。

「──アイリちゃんは、昨日の裁判のことを言っているんじゃないかにゃ？」

　唐とう突とつに、キールとアイリの間に、新たな人物が割って入る。

「おっと。誰だれかと思えば、ミーアじゃないか」

　キールの隣となりの椅い子すに腰こし掛かけたその女性は、猫ねこ耳と尻尾しつぽを生やしている。猫ねこの獣じゆう人じんである。

　名前はミーア＝キャット。職業は情報屋。隠おん密みつ行動のスペシャリストで、今も気配を悟さとられずにこの場に現れてみせた。

「ミーア、こんなところでどうした？　昨日の仕事への報ほう酬しゆうならもう払はらったはずだが？」

「もう、キールにゃん。今回の一番の功労者に向かってそんな素っ気ないことを言わないで欲ほしいにゃ。ミーアにもっと労ねぎらいの言葉を掛かけて欲ほしいにゃあ」

　猫ねこ撫なで声ごえでミーアは言う。

「ん？　ああ、そうだな。ミーア、お疲つかれさん。……しかし、君にしては、今回はえらく時間が掛かかったな？　法ほう廷ていでの時間稼ぎにも苦労したんだぞ」

「でも、間に合ったでしょ？」

「ふむ。まあ、ギリギリだったがな」

　キールは、昨日のこと。アリアスの裁判の途と中ちゆうであった場面を思い出す。

　傍ぼう聴ちよう席の方を見て、変装したミーアがこちらに合図を送っている姿を確かく認にんし、思わず笑えみを浮うかべた時のことだ。

「裁判官に休きゆう廷ていを挟はさませたり、長々と口から出まかせを並べてみたり。打ち合わせていた傍ぼう聴ちよう席からの君の合図がなかなかないし、失敗したのかとちょっとばかり焦あせってしまったよ」

「ふにゃあ……。裁判所に忍しのび込こんで、あの妖よう精せいちゃんに接せつ触しよくするのにも骨が折れたのにゃ。下級裁判所とはいえ、その警備体制はえげつないのにゃ。そこら辺のダンジョン攻こう略りやくよりも、よっぽど難しかったにゃ」

　ミーアは愚ぐ痴ちっぽく言いながら、キールの目の前に置かれていたグラスを持ち上げ、中に入った酒を一気に飲み干す。

「ま、キールにゃんからは報ほう酬しゆうに色を付けてもらったし、ミーアとしては大満足だけどにゃ」

　ミーアは八や重え歯ばを見せて笑う。実にセクシーだ。裏の仕事をさせるだけなのは勿もつ体たいない美び貌ぼうの持ち主だ。いや、この美び貌ぼうがあるからこそ任せられる仕事もあるのだが。

「にしても、キールにゃんも流石さすがの演技力だったにゃ。みんなキールにゃんの演説に泣いちゃっていたのにゃ」

「法ほう廷ていで妖よう精せいが計画通りに喋しやべってくれたんでな。簡単なものだったよ」

「妖よう精せいちゃんが素す直なおな子で良かったにゃ。妖よう精せいちゃんの大嫌いなドラゴンから、アリアスが助けてくれたこととか、ロペスは鬼き畜ちく性せい癖へき者でロペスの方を選んじゃうと妖よう精せいちゃんの身がヤバイとか、ミーアの『噓うそ』をあの子、ぜーんぶ簡単に信じてくれたにゃあ」

　聞きながら、キールは笑えみを浮うかべる。

　アリアスの裁判での出来事。

　全ては仕込みだったのだ。

　このミーア。情報屋としてキールに様々な情報を流すだけではなく、裁判に有利になるための裏工作も行う。今回の裁判でも裏で動いていたのだ。

『仮差さし押おさえ命令』を受けている妖よう精せいは、裁判の間、裁判所内の人目の届かないところに軟なん禁きんされていた。会話はもちろん、誰だれとも会うことが出来ない状態だった。そこで、ダンジョンや、建造物への潜せん入にゆうもお手の物であるミーアが、厳げん戒かいな警備体制の裁判所内で妖よう精せいを探し出してこれに接せつ触しよくしてみせた。

　ミーアはキールからの指示に従って、妖よう精せいに偽にせの情報を吹ふき込こみ、法ほう廷ていで妖よう精せいがアリアスを選ぶように仕組んだのである。

　実際は、妖よう精せいはやはりドラゴンに箱の中に閉とじ込こめられていた。相思相愛なんてことはなく、その身に自由などなかったし、新たなご主人様が現れ、自分のことを助け出してくれるのを、妖よう精せいはダンジョンの奥おく地ちでずっと待ち望んでいたのだ。

　そんな妖よう精せいはミーアの口車によって「アリアスはドラゴンから救い出してくれたヒーロー。アリアスは聖人のような男なので、アリアスと共にいれば幸せになれる」と思おもい込こまされた。愛いとしのアリアスのためならばと、妖よう精せいはドラゴンと相思相愛であったという噓うそを法ほう廷ていで言うことも辞さなかった。

　キールが法ほう廷ていで時間を稼かせぐ間に、ミーアが裁判所内で匿かくまわれている妖よう精せいの居場所を突つき止とめ、妖よう精せいにあることないことを吹ふき込こむ。あとは、妖よう精せいを証人として法ほう廷ていに呼び出し、裁判官たちの前でアリアスを選ぶように誘ゆう導どうしてやればいい。作戦通り、アリアスこそが自分のヒーローだと妖よう精せいは信しんじ込こみ、法ほう廷ていでアリアスが自分の所有者であることを選んだ。

　キールが見せた法ほう廷ていでの涙なみだながらの迫はく真しんの演説も、完全なる演技パフオーマンスである。妖よう精せいに同情的な視線を集めさせ、彼かの女じよ自じ身しんに自分の所有者を選ばせるためのもの。

　それが今回の裁判の全貌しんじつである。

「ミーアよ。今『噓うそ』と言ったが、それは間ま違ちがいだな」

「んにゃ？」

「あの妖よう精せいにとっては『噓うそ』ではなく『真実』となったのだ。妖よう精せいにとっては『アリアスがヒーロー』であることが『真実』なのだ。妖よう精せいだけではない。アリアスもロペスも、法ほう廷ていにいた者たち全員にとっても、あの場で話されたことが『真実』なのだよ。『妖よう精せいが自ら進んでアリアスを選んだ』というのが、この裁判の『真実』なんだ」

　ミーアから奪うばい返かえすようにして、キールはグラスを手に持つ。

「いいか？　裁判所というのはな、真実を暴あばく場所ではない。真実を創り出す場所なのだよ」

　──どんな偉い大だいな魔ま法ほう使つかいにも、真実を書かき換かえることは出来ない。

　──真実を操あやつることが出来るのは、自分たち弁護士だけだ。

　キールは確かな満足感を覚えながら、エルルエルがグラスに新たに注いだ酒をグイッと喉のどに流ながし込こんだ。

「──いいえ。違ちがいますね。そんなものは真実ではありません」

　それに水を差すように呟つぶやいたのは、アイリだった。

　彼かの女じよは真横で、キールとミーアの会話をずっとジト目で聞いていた。

「裁判所は真実を暴あばく場所であるべきです。先生は勝利のために、妖よう精せいさんを騙だまし、その心を弄もてあそんだのです。それは正義に反することです」

　アイリは曇くもり気のない蒼あおの瞳ひとみで、糾きゆう弾だんするような視線をキールにぶつけている。

「ああ、なるほど、なるほど。俺おれが妖よう精せいを弄もてあそんだというのは、そういうことか。──で、それの何がいけないんだ？」

「…………は？　いや、な、何がって……！」

「妖よう精せいは不幸になったのか？　むしろ俺おれは、妖よう精せいを幸せにする手助けをしてやったんだぞ？」

「どこがですか！　妖よう精せいさんは騙だまされているんですよ！　あなたの噓うそによって！」

「だから『噓うそ』ではない。全員が納なつ得とくしたのなら、それだって立派な『真実』と言えるじゃないか。妖よう精せいにとっては、アリアスがドラゴンから助けてくれた救いのヒーローなんだ。妖よう精せいは自ら望んでアリアスを選んだ。幸せになるためにな。そして、これから妖よう精せいが本当に幸せになれるかどうかはアリアス次し第だいだ。アリアスだって、望んでいた妖よう精せいとの生活を手に入れた。妖よう精せいに選ばれなかったロペスも、それが妖よう精せいの幸せならばと諦あきらめることが出来た」

　アイリは思い出す。

　法ほう廷ていで妖よう精せいがアリアスを選んだ時、敵対していたはずのロペスが、清すが々すがしい表情でそれを祝福していたことを。

「法ほう廷ていで皆みなが納なつ得とくした。それこそが『真実』なんだ。あの裁判でみんなが幸せになれた。俺おれも大金が手に入った。ミーアも俺おれから莫ばく大だいな報ほう酬しゆうを受け取れた。正にハッピーエンド。それがこの裁判の『真実』だ。はい、めでたし、めでたし」

　キールはそう言って笑う。ルールを破って妖よう精せいに接せつ触しよくしたことも、勝利のために妖よう精せいを利用したことも、法ほう廷ていで人々を騙だましたことも、全く意に介かいしていない様子である。

　アイリは「ぐぬぬ」という顔でそれを見つめるしか出来ない。

　腕うでは確かだが、勝つためなら手段を問わない弁護士。

　これがキール＝カーディナルという男の実態なのである。

　彼かれの中に『困っている人を助ける』という大義名分はない。弁護士という仕事は金を稼かせぐためのもの。優先するのは、難しい裁判で勝利する時の快感が堪たまらないから依い頼らいを請うけてやる、という自分本位な動機。

　正義の弁護士を目指すアイリは、当然、キールのやり方に反発している。いつも彼かれのやり方に異を唱えている。

　それでも彼かれと行動を共にしているのは、いつか自分の考えを認めさせて、キールを改心させるためのこと。

　キールの本心はよく分からない。しかし、一度、彼かれに命を救われたことがある。ごくごくまれに優やさしさを見せることもある。きっと彼かれにも正義の心や人を労いたわる優やさしい心が備わっているはず。アイリはそう信じているのだ。

　だが、裁判に勝つためなら、偽ぎ証しようだろうと何だろうとやりたい放題。アイリがいくら言おうとも、その姿勢を曲げることは今まで一度もなかった。

　しかもだ。かつて結んだ『アイリ＝カーボムは、３００万ゴールド分、キール＝カーディナルの下でタダ働きをする』という契けい約やくをいいことに、アイリはキールから横暴な態度を取られることが多い。いつも助手としてこき使われ放題なのだ。

　事務所の掃そう除じや留守番。各種雑用。名門魔ま法ほう学校タンブル・ウィズダミアで学ぶアイリは、魔ま法ほうの腕うでが超ちよう一流。その魔ま法ほう力を利用され、魔ま法ほうの検証実験をさせられたり、モンスターの巣喰くうダンジョン内での現場検証をさせられたり。

　それだけならまだいい。アイリは依い頼らい人の無実を証明するために、法ほう廷ていでＳＭショーをさせられたこともあった。あの時はとんでもない恥ち辱じよくを味わわされたものだ……。

　裁判に勝つためなら、アイリの気持ちなんてどうでもいい。誰だれだろうと何だろうと利用する。

　とにもかくにも、最低な弁護士なのである。

「ん？　まだ何か文句があるのかな？　アイリ＝カーボム君？」

　文句ありありな顔のアイリを眺ながめながら、キールは悠ゆう々ゆうと言う。

「よしよし。文句があるならどうぞ聞いてやろうじゃないか。言葉で俺おれを説とき伏ふせてみせろ。さあ、俺おれに反論をぶつけてみろ。んん？」

「……アイリちゃん、アイリちゃん。ミーアも、キールにゃんの言う通りだと思うにゃ。妖よう精せいちゃんは納なつ得とくしていたし、誰だれも損をしていないのにゃ。それで良かったじゃにゃいか」

　呆あきれた表情でミーアが窘たしなめるように言う。言葉ではキールには敵かなわないしもう止やめておけというお情けの忠告のようである。

「エ、エルルエルさんは、先生が間ま違ちがっていると思いますよね！」

　居たたまれなくなったアイリは、カウンターの向こうのエルルエルに助け船を求める。

「……うーん。でも、確かにアリアスさんと一いつ緒しよにいた妖よう精せいちゃんは幸せそうだったわよね。それに、アリアスさんのあのデレデレな様子。妖よう精せいちゃんを悲しませるようなことはしないと思うわよ。だったら、結果としては良かったんじゃないかしらね？」

「そ、そんな……。エルルエルさんまで……」

　四し面めん楚そ歌か。アイリはやはり悔くやしそうな表情を浮うかべるしか出来ない。

　その反応が面おも白しろかったのか、キールは愉ゆ快かいそうに笑いながら、もう一度、目の前の酒を──勝利の美酒を口に運ぶのだった。
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　第二章　人にんげんか獣モンスターか　その１




　今日も王国裁判所では公判が行われている。己おのれの権利を訴うつたえる国民が存在する以上、裁判所から人々の声が止やむ瞬しゆん間かんはない。そして、裁くべき犯罪者が存在する限りは。

　この第37法ほう廷ていで行われているのは刑けい事じ裁判である。事件の目もく撃げき者が、被ひ告こく人の犯行の瞬しゆん間かんを法ほう廷ていで証言している緊きん迫ぱくの場面だ。

「──では、あなたはその時に、被ひ告こく人が屋や敷しきから走り去るのを見たわけですね」

　そう証人の男に尋たずねるのは、黒い鎧よろいの騎き士しだ。ガイナース王国の刑けい事じ裁判では、彼かれら黒曜騎き士しが被ひ疑ぎ者しやを起き訴そし、法ほう廷ていで犯罪の立証と求きゆう刑けいを行う。

「はい。間ま違ちがいありません。その手にしっかりと盗ぬすまれた『エタニティストーン』が握にぎられていました」

　証人は黒曜騎き士しに向かって、自信に満ちた表情で言い切った。彼かれは被ひ害がいのあった屋や敷しきのはす向かいに住んでおり、仕事からの帰宅途と中ちゆう、たまたま今回の事件の犯人の姿を目もく撃げきしたという。

　事件の犯人とされている男──被ひ告こく人はエクレールという名前の冒ぼう険けん者だ。一見細身だが、黒のタンクトップから見える二にの腕うでは筋肉質。その恵めぐまれた体たい軀くから生み出される俊しゆん敏びんな動きの剣けん術じゆつに加え、雷かみなり系の魔ま法ほうを得意としている。付いた二つ名は『迅じん雷らいのエクレール』。

　剣けんも魔ま法ほうも腕うでが立つだけでなく、クラスはレンジャーで、ダンジョン内の偵てい察さつや扉とびらの開錠じようもお手の物。

　このエクレール。自身のレンジャースキルを駆く使しして、とある豪ごう商しようの屋や敷しきから時価１００万ゴールド相当の宝石・エタニティストーンを盗ぬすみ出だしたという罪で黒曜騎き士しに起き訴そされている。彼かれは一いつ貫かんして窃せつ盗とうの事実を否ひ認にんしており、この法ほう廷ていで有罪・無罪を争っているところだ。

　エクレールに突つきつけられた罪状は『窃せつ盗とう』だけではない。それプラス『詐さ欺ぎ』だ。エクレールは盗ぬすんだ宝石について「モンスターから手に入れたアイテムだ」と、冒ぼう険けん者ギルドに虚きよ偽ぎの申しん告こくをしていたのである。

　法律上、冒ぼう険けん者はモンスターから獲かく得とくしたアイテムをギルドに報告・提出する義務がある。そのアイテムは他の冒ぼう険けん者や市民がモンスターから強ごう奪だつされた可能性があるからだ。元の所有者が届け出てそのアイテムを自分のものと証明した場合、元の所有者に所有権が戻もどる。

　ただし元の所有者は『アイテムの価格の50パーセント』を獲かく得とくした冒ぼう険けん者に支し払はらわなければならない。これは冒ぼう険けん者への謝礼の意味合いと、危険を冒おかしてモンスターから手に入れたアイテムを手放すことになるので、冒ぼう険けん者の権利や立場が不利になることを防ぐための処置である。

　エクレールはこの法律を逆手に取ることで悪質な盗ぬすみを働いたのだ。

　まずエクレールは、豪ごう商しようの屋や敷しきに忍しのび込こみ宝石を盗ぬすみ出だす。それからすぐにモンスターから手に入れたものと言ってギルドに提出する。盗とう品ひんをそのまま転売すれば足が付き、ガイナース王国の警察機関である白銀騎き士しに捕つかまるリスクが高いが、モンスターから手に入れたものだと言い張れば誤ご魔ま化かせる。そうすることによって、持ち主が名乗り出なければ丸々宝石を自分のものに出来るし、届け出があったとしても、宝石の価格の50パーセントを豪ごう商しようから合法的に奪うばえるという算段だ。

　今回のエタニティストーンだけではない。エクレールは何度も同じ手口で盗ぬすみを働いて来た。これまでは上手うまく立ち回り、証しよう拠こを残さず逮たい捕ほをまぬがれてきたのだが、今回は盗ぬすみの目もく撃げき者がいたことで逮たい捕ほ。黒曜騎き士しに起き訴そされたのであった。

　──と、あくまでここまでは、騎き士し団側の話す筋書ストーリーである。全てはまだ『容疑』であり、確定された『真実』ではない。

　この裁判は、それを決めるものだ。

「弁護人。証人への反対尋じん問もんをお願いします」

　騎き士しからの目もく撃げき者への主しゆ尋じん問もんが終わると、裁判長に促うながされ、次はエクレールの隣となりに座すわる弁護士が立ち上がった。

　冒ぼう険けん者エクレールの弁護人。無敗の弁護士キール＝カーディナルである。

「証人にお尋たずねします。これが何に見えますか？」

　そう言ってキールが手元でちらつかせるのは、鞘さやに収まった長ちよう剣けんだった。

「はい？」

　目もく撃げき者の男は戸と惑まどう。犯行に凶きよう器きが使われた記録はないし、事件とは無関係としか思えないものの登場だったからだ。もちろん全く見覚えのない品だ。

　構わずキールは、鞘さやに収まった長ちよう剣けんを証言台の方に突つき出だす。

「証人。あなたにはこれが何に見えますか？」

「異議あり。弁護人の今の質問は本件と関係がないものです」

　困り果てている証人に助け船を出すように黒曜騎き士しが口を挟はさむ。

「裁判長、これは本件において重要な質問です。この質問に証人がお答えいただければ、そのことはすぐにご理解いただけると思います」

　キールが訴うつたえるように見み据すえると、裁判長はすぐに裁定を下す。

「騎き士し団側の異議を却きやつ下かします。証人は弁護人の質問に答えて下さい」

　証人は眉まゆをひそめながら、キールが手に持つ長ちよう剣けんをじっくりと眺ながめる。

「……剣けんですね。ごくごく一いつ般ぱん的な長ちよう剣けんです」

「長ちよう剣けんですか。あなたにはこれが長ちよう剣けんに見えるわけですね」

　キールはおもむろに鞘さやからそれを引ひき抜ぬく。

　そうしてみれば、刃は先さきは長い鞘さやとは不ふ釣つり合あいなとても短いものであった。

「何に見えますか？」

「……今は短たん剣けんに見えますね」

「つい先ほどは長ちよう剣けんだと仰おつしやいましたよね？」

「刃はが隠かくれていたので長さが分からなかったからです」

「隠かくれていたので分からなかった？　そうですね。鞘さやに納められていたので、あなたにはこの剣けんの形の全ぜん貌ぼうが見えていませんでした。仰おつしやる通りだ。では、お尋たずねします。あなたはどうして被ひ告こく人が手に持っていたのが、盗ぬすまれたエタニティストーンだと断定出来たのですか？」

「……あの特とく徴ちよう的な形のエタニティストーンを見み間ま違ちがえるはずがありません。私は以前、エタニティストーンの実物を見たこともあります」

「被ひ告こく人は手にしっかりと宝石を握にぎっていた。あなたはさっきはっきりとそう証言した。しっかりと握にぎっていたのなら宝石の形が見えるはずがないですよね？　問題のエタニティストーンは拳こぶしよりも小さく、手でしっかり握にぎっていたのならすっぽりと収まってしまう大きさだ。今の剣けんのように一部が隠かくれていて違ちがうものに見えていてもおかしくない。それなのにあなたはどうして『特とく徴ちよう的な形のエタニティストーン』だと断定出来るのですか？」

「…………っ」

　証人はキールの威い圧あつ的な眼まな差ざしにたじろぐ。

「そもそもあなたは、被ひ告こく人が被ひ害がい者の屋や敷しきから走り去るのを目もく撃げきしたに過ぎない。その翌日、被ひ害がい者宅からエタニティストーンが紛ふん失しつしたというニュースを聞いて、盗ぬすまれたことを初めて知った。被ひ告こく人が盗ぬすんだのだと思おもい込こんだのではないですか？　屋や敷しきから走り去る怪あやしげな男がエタニティストーンを手に持っていたと思おもい込こんでしまったのではないですか？」

「あ、あの黄こう白はくの輝かがやきはエタニティストーンに間ま違ちがいありません！　形がきちんと見えずとも、見み間ま違ちがえるはずがない！」

　証人は焦あせった様子で声を荒あらげる。

「なるほど。被ひ告こく人の手の中で黄こう白はく色の輝かがやきが見えた、と。だから被ひ告こく人の手にあるのはエタニティストーンだと分かった、と。あなたはそう仰おつしやるわけだ。ですが、あなたが被ひ告こく人を被ひ害がい者の邸てい宅たく前で見み掛かけたのは未明。周囲は非常に暗かった」

　不意に二枚の写真をキールが取り出す。

　キールはそのうちの一枚を証人に見せ付けた。

「これは何色に見えますか？」

　そこには問題のエタニティストーンが写っている。

「もちろん黄こう白はく色ですよ！」

「では、これは？」

　次に見せたのもエタニティストーンの写真。

「っ!?」

　しかし、一枚目の写真とは違ちがい、周囲は暗くら闇やみだった。光がなければ宝石は輝かがやけない。当然、昼間と比べれば色も濁にごって見える。

「これもあなたには黄こう白はく色に見えるんですか？」

「そ、それは……！」

「質問は以上です」

　キールはそう言って真顔で着席する。

　エクレール側の主張はこうだ。被ひ害がい者の屋や敷しきから出てくるのを目もく撃げきされたのは事実だが、エクレールはその夜は酷ひどく酒に酔よっ払ぱらっていて間ま違ちがって屋や敷しきに入ってしまったに過ぎず『建造物侵しん入にゆう』の罪を問われても、窃せつ盗とうや詐さ欺ぎで起き訴そされる謂いわれはない。

　証人は悔くやしげな表情を浮うかべながら、証言台から下がって行った。

　キールの隣となりに座すわるエクレールはというと、ニヤついた笑えみをこぼしている。

「裁判長。証人への反対尋じん問もんでお分かりいただけたかと思いますが、証人の目もく撃げき情報は信用に足りません。被ひ告こく人のエクレールさんが被ひ害がい者宅からエタニティストーンを盗ぬすんだという証しよう拠こなど存在しないのです。はっきりとした確実な証しよう拠こがない以上、被ひ告こく人を有罪にすることは許されません」

　キールの言葉に黒曜騎き士しはすぐに反論する。

「エクレールが盗ぬすまれたエタニティストーンを所持していた事実は否定出来ません！　鑑かん定ていの結果、被ひ害がい者宅から紛ふん失しつしたものであることははっきりとしています！」

　黒曜騎き士しがそう主張すると、キールはわざとらしい大きなため息をつく。

「……ですからそれは、被ひ告こく人がモンスターのローゼスクロウを倒たおして手に入れた『戦利品』だと既すでに説明しましたが」

　美しい深紅色のカラスのモンスター・ローゼスクロウ。光物が好きなこのモンスターは、人間が持つ貴金属を奪うばい取とることがある。通行人をいきなり襲おそい装そう飾しよく品を奪うばい取とることもあれば、家屋に侵しん入にゆうして貴重な宝石を盗ぬすみ出だしたという事例も報告されている。

「被ひ害がい者宅から紛ふん失しつしたエタニティストーンは、ローゼスクロウが所持していました。だとすれば、ローゼスクロウが被ひ害がい者宅に侵しん入にゆうし盗ぬすんだと考えるのが自然です。証しよう拠こもありますよ？　被ひ害がい者の屋や敷しきからローゼスクロウの落とした羽根が見つかっているのですから。そちらを証しよう拠こ品として提出いたします」

「異議あり！　そのような残留物が発見されるはずがありません！」

　黒曜騎き士しの異議は尤もつともだった。

　倒たおされたモンスターの肉体は数分で消しよう滅めつしてしまうもの。平原やダンジョンが冒ぼう険けん者に倒たおされたモンスターの死体だらけにならないのはこれが理由だ。

　そして、抜ぬけ落おちた羽根も同じことなのだ。仮にローゼスクロウが屋や敷しき内に侵しん入にゆうし、羽根を落としていても、それが現場に残っているはずなどない。

「騎き士し団側の異議を認めましょう。被ひ害がい者宅で証しよう拠この羽根が発見されているとすれば、弁護人は納なつ得とくの行く理由の説明をお願いします」

「分かりました、裁判長。そちらを説明するに当たり、本法ほう廷ていに証人を呼び出すことをお許し下さい」

　キールの要よう請せいを受けて、証言台に若い女性が立つ。メイド服の女性だ。彼かの女じよはエタニティストーンが盗ぬすまれた豪ごう商しようの屋や敷しきで働く使用人の一人である。

　メイドは証言を開始する。

「エタニティストーンがなくなったと大おお騒さわぎになった日の前日の夜のことです。私が屋や敷しきの見回りをしていましたところ、廊ろう下かの窓が開きっぱなしになっているのを見つけましたので、これを閉めに行きました。その時、その窓のすぐ下。廊ろう下かの床ゆかに美しい羽根が落ちていることに気づいたのです」

「それをあなたはどうしましたか？」

「……あまりに綺き麗れいで見み惚ほれてしまい、つい自分の懐ふところに入れてしまいました」

　メイドは気まずそうに視線を逸そらしながら言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。あなたのその行動は何も違い法ほうではない。非冒ぼう険けん者であろうと、野生モンスターの遺失物は発見した者に権利が与あたえられるのですから。たとえ発見した場所があなたの働く仕事場であろうともね。アイテムならまだしも、羽根のようなモンスターの肉体の一部なら、ギルドに届け出る義務もありません」

　キールの優やさしい声こわ色いろにメイドは安心した顔をする。

「証人。今日、その証しよう拠こ品をお持ちいただいていますね？」

　メイドは頷うなずくと、手の平二つ分くらいの大きさの羽根を取り出す。

　深しん紅くの色をしたローゼスクロウの羽根だ。

　通常、死んだモンスターの肉体や、抜ぬけ落おちた羽根は消しよう滅めつしてしまうものだが、魔ま法ほうで清めればその限りではない。冒ぼう険けん者でなくても、魔ま力りよくを持つ者なら誰だれでも簡単に出来る術式。初等学校の義務教育の一いつ環かんで習う。

　屋や敷しきの廊ろう下かで見つけた美しい羽根を気に入ったこのメイドは、その魔ま法ほうの『処理』をして羽根を大切に保管していたのだ。

「ローゼスクロウの羽根は見た目が美しいだけではなく、魔ま法ほう道具の素材にもなります。それなりの値段で売買されている。ですので被ひ告こく人のエクレールさんも、ローゼスクロウを討とう伐ばつ後、その羽根を保存していました」

　キールは羽根を掲かかげる。メイドが持っているものとは別の羽根だ。

「こちらはエクレールさんが持っていた羽根です。エタニティストーンを所持していたローゼスクロウを倒たおした時に手に入れた羽根。そして証人にお持ちいただいた屋や敷しき内で発見した羽根。この二つについて専門機関に分ぶん析せきを依い頼らいしたところ、同じローゼスクロウのものであることが証明されたのです」

　傍ぼう聴ちよう席がざわつく。

　黒曜騎き士しはギリリと歯を食いしばる。

「つまり、エクレールさんが倒たおしたローゼスクロウは、間ま違ちがいなくエタニティストーンのある被ひ害がい者の屋や敷しきに侵しん入にゆうしていたということなのです」

　キールは弁護席に戻もどると、エクレールとがっちりと握あく手しゆを交かわした。

　それは勝利の確信であった。
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　出された判決は無罪。

　裁判官たちは、エクレールが豪ごう商しようの屋や敷しきからエタニティストーンを盗ぬすみ出だした明確な証しよう拠こはなく、エタニティストーンを奪うばったのはローゼスクロウだと判定したのだ。被ひ告こく人が屋や敷しきの中から出てきたという証言は認められるが、建造物侵しん入にゆうについては今回問題とされておらず、別件として追つい及きゆうするように黒曜騎き士しに命じたのである。

　とはいえ、豪ごう商しようの屋や敷しきではエタニティストーン以外の被ひ害がいがない以上、不ふ起き訴そとなるだろう。

　結果、無敗の弁護士キール＝カーディナルの勝利となったわけだ。




　現在、時刻は夜。

　人々が暮らす街には、武装した白銀の騎き士したちが昼夜問わず巡じゆん回かいして目を光らせている。犯罪への警備と、万が一、街の中にモンスターが侵しん入にゆうしてきた時のための警護だ。

「──いやあ、あの時の騎き士したちの悔くやしそうな顔、最高だったなあ」

　裁判を終えて悠ゆう々ゆうと事務所へ帰宅したキール。

　現在は事務所がある建物の１階。事務所の大家・エルルエル＝バケットが経営するカフェで、夕食を食べながら一服しているところだ。

「普ふ段だん、威い張ばり散らしているあいつらの『そんな馬ば鹿かな!?』っていう顔。思い出すだけで今日の飯が美味うまくなる。最高のオカズだな。これだからこの仕事は辞やめられない」

　キールは、エルルエルの作ったパスタをフォークに巻きながら、上じよう機き嫌げんに語る。

「もう、キールったら……。可か哀わい相そうだし、そんな言い方はやめてあげなさいよ」

　カウンターの向こうでエルルエルが困った表情で言う。

「……けど、その無罪になったエクレールっていう人、『有罪確定』って新聞で書かれていた人よね？　そんな人を勝たせちゃうなんて、やっぱりキールは凄すごいのね」

　今は閉店後で他に客はいない。後片付けも一段落しているというのに、エルルエルはキールのためにわざわざ店を開けてくれているのだ。彼かの女じよはキールから裁判の話を聞くのが日々の楽しみの一つなのである。

「あら？　どうかしたの、アイリちゃん？」

　エルルエルの目の前には上じよう機き嫌げんなキール。そのまま視線をスライドさせてみると、キールの隣となりに座すわる少女の表情は対照的なものであった。

　そこで膨ふくれっ面つらを浮うかべているのは、キールの助手のアイリ＝カーボムである。

　彼かの女じよは裁判資料の準備や荷物持ちなどの雑用をやらされ、今日のエクレールの裁判にも出しゆつ廷ていしていた。当然、一部始終を見守っていたわけだが。

「……納なつ得とくがいかないんです。今回の裁判」

　アイリが真しん剣けんな声こわ色いろで答えると、エルルエルは心配げな表情を作る。

「先生。過去にもエクレールさんは、盗とう難なん届けが出ているアイテムを冒ぼう険けん者ギルドに持もち込こんでいたそうですね。今回のように『モンスターを倒たおして手に入れたアイテムだ』と言い張って提出していた。それも、何度も、何度も」

　アイリは懐かい疑ぎ心溢あふれる視線をキールに送りながら尋たずねた。

「ああ、そうらしいな。過去に29回、そういう事例があった。エクレールがモンスターからの戦利品だと言って報告したものが盗とう難なん品だったことがな。そしてその全てが１万ゴールドを超こえる高い価値のアイテムだった。──で？　だから何だ？」

　キールの冷たい視線に一いつ瞬しゆんたじろぐが、アイリは続ける。

「……どう考えても、そんな偶ぐう然ぜんあり得ないですよね？　人間がモンスターにアイテムを盗とう難なんされる。それは珍めずらしくないケースです。しかし、エクレールさんが倒たおしたモンスターに限って、盗とう難なんされたもの。それも高級品ばかりを持っているなんて明らかに作さく為い的な現象です」

「つまり君はこう言いたいのかな？　騎き士したちの言うように、エクレールは何度も『窃せつ盗とう品』を『戦利品』だと偽いつわって『詐さ欺ぎ』を働いて来たクズだと」

「はっきり言えばそうです。しかも、ミーアさんの調査によれば、あの人は盗とう賊ぞくギルドなどの反社会的な組織とも繫つながりがあった。あの人が常習的な詐さ欺ぎ師だと考えるのが自然です。今回の証言。酔よっ払ぱらってたまたま盗とう難なんの被ひ害がいが遭あった屋や敷しきの中に入ってしまい、出て来るところを見られた。そんな偶ぐう然ぜんもあり得ない」

　アイリの推理を聞きながら、キールは深くため息をつく。

「君は法ほう廷ていで何を見ていたんだ？　判決は『無罪』だ。エクレールは犯人じゃない。それが今日の裁判の『真実』なんだよ」

「ですが──」

「証しよう拠こがどこにある？　エクレールが盗ぬすんだという証しよう拠こだ。唯ゆい一いつあるとすれば今回の件。『エクレールはエタニティストーンがなくなった屋や敷しきの中から出て来た』という目もく撃げき証言だけ。だが『屋や敷しきから出て来るエクレールがエタニティストーンを持っていた』という証言には、俺おれが法ほう廷ていで示したように粗あらしかなかった」

「ですが状じよう況きようからすれば、エクレールさんが盗とったとしか思えません！」

「いくら疑わしくても『真実』は法ほう廷ていで出た通りだ。『エクレールが盗ぬすんだ物証はない。しかし、ローゼスクロウが盗ぬすんだ物証はあった。だからエクレールは盗ぬすんでいない』それが答えだ。そんなにエクレールを犯人にしたいのなら証しよう拠こを見せてみろ。状じよう況きよう証しよう拠こだけではなく、明確な直接証しよう拠こをな」

　アイリはそれ以上何も言い返せない。納なつ得とくがいかず、ぐぬぬ、という顔で応えるしかない。

　確かに被ひ害がい者宅からローゼスクロウの羽根が見つかっているし、ローゼスクロウが屋や敷しきに侵しん入にゆうして宝石を奪うばった証しよう拠こと言えるのかもしれない。

　しかし、やはりアイリは納なつ得とく出来ない。

　何故なぜなら、アイリは見てしまったのだ。キールが証人のメイドと、事務所で何やら怪あやしげな取引をしているところを。

　このキール。勝つためなら偽ぎ証しようも厭いとわない。アイリは、キールがあのメイドを買収して、法ほう廷ていで偽にせの証言をさせたのではと疑っているのだ。メイドがローゼスクロウの羽根を屋や敷しきの中で拾ったという偽ぎ証しようである。

　もしも、そうだとすれば、あのエクレールという冒ぼう険けん者と変わらない。

　この弁護士も『詐さ欺ぎ』師ではないか。

　そして、真実を捻ねじ曲まげてでも悪人を助けるこの男は、やはり悪徳弁護士だ。

　何とか更こう生せいさせてやりたいところだが、どうしてくれようか……。

　だが、自分がいくら言ったところで、全く聞き入れないのは分かっているし……。

「──あらあら、ゴメンなさいね。もう閉店時間なのよ」

　カフェの入口の扉とびらが開いたので、エルルエルがそちらに視線を移して言った。

　扉とびらの隙すき間まから、装備に身を包んだ冒ぼう険けん者の男が顔を覗のぞかせている。後ろには彼かれの仲間であろう冒ぼう険けん者たちも控ひかえている。どうやら店の明かりが見えたので、営業中と勘かん違ちがいして入って来たのだろう。

「かぁ～、マジッすか!?　残念っす……。可愛かわいいエルルエルさんが淹いれてくれるお茶を飲むのが、ダンジョン攻こう略りやく前の俺おれらの活力なんすけどねえ～」

　彼かれらはこれから旅立つ冒ぼう険けん者だ。顔なじみの客で普ふ段だんは昼間に来ているのだが、いつもとシフトが変わり、今日は夜にダンジョンに出向くそうだ。冒ぼう険けん者に決まった勤務時間などない。彼かれらは24時間活動しているのである。

「折角来たのだからお茶の一杯ぱいくらいなら構わない」とエルルエルは勧すすめるのだが、「もう片付けも終わった後だろうし、エルルエルさんに迷めい惑わくはかけられない」と彼かれらパーティーはそのまま去って行った。

「これからお勤めの子もいるなんて、冒ぼう険けん者さんたちは大変ね」

　エルルエルは感心した声こわ色いろで言うのだが、キールはやれやれと肩かたを竦すくめている。

「俺おれには理解出来ないよ。わざわざ死ぬリスクを背負ってまで、危険なモンスターだらけの地に向かうなんてな。しかも、こんな暗い時間から冒ぼう険けんに行くなんてリスクもより一層だよ。全くもって合理的じゃない。ナンセンスだ」

「あら？　危険を冒おかしてでもロマンを追い求める人ってステキだと私は思うわよ。それに、そう言うキールだって、わざわざ難しい裁判ばっかり優先して請うけてるんだから、冒ぼう険けんをしてるようなものじゃない」

　エルルエルが「上手うまいこと言ってやった」感満々のドヤ顔でキールを見る。見た目が幼女だから可愛かわいらしいので許せるが、そうでなければなかなか腹立たしい。

　彼かの女じよの言うように、キールはなるべく勝つのが難しい裁判を求めている。キールという弁護士が求めているのは『スリル』なのだ。一見、どう見ても有罪になるであろう人物を無罪にして勝った時の爽そう快かい感が堪たまらないというのだ。

　アイリはキールのそういう面も気に入らなかった。ゲーム感覚で裁判を戦うなんてどうかしている。裁判とは多くの人間にとってその後の一生が掛かかっているもの。それを自分が楽しむために利用するなんて不ふ謹きん慎しん過ぎる。

「おいおい、エル。別に俺おれは冒ぼう険けんなんてしているつもりはないよ。何せモンスターとの戦いと違ちがって、裁判で負けても死にはしないからな。仮に裁判で負けたとしても、監かん獄ごくに落ちるのは依い頼らい人だけだ。負けたところで、弁護士の方は痛いたくも痒かゆくもない。負けても命を失うようなリスクはないが、勝てば金も貰もらえて最高に気持ちが良いい。ノーリスク・ハイリターン。こんなに都合の良いい仕事は他にないな～」

「なっ!?」

　何という身勝手極きわまりない考え方だと、ほとほとアイリは呆あきれた。

「──もっとも、俺おれは絶対に負けたりはしないがね」

　キールは自信満々に言ってみせた。どうやらその部分にはプライドがあるようだ。自分の持つ『無敗の弁護士』という肩かた書がきに対してだ。

　いっそこの弁護士、一回くらい負けて痛い目を見てもらった方がいいのかもしれない。プライドが大いに傷つくだろう。もしかしたらそれが更こう生せいのきっかけになるかもしれない。そんな風にアイリは思ってしまう。

　だが、彼かれが負けるような裁判。

　あるとすれば、それは一体どんな内容なのだろうか──。

　などと、アイリが思おもい悩なやんでいると、カランコロンという鈴すずの音が店内に鳴なり響ひびいた。

　カフェの玄げん関かんの扉とびらが開いたのだ。どうやらまたも、閉店時間と気づかずに客が入って来てしまったようだ。

「ゴメンなさいね。もう閉店時間なの」

　先ほどの再現のようにエルルエルが来客に向かってそう言った瞬しゆん間かん。

　異変が起こった。

「えっ!?」

　その不測の事態に対して、アイリは悲鳴に近い声を上げる。

　ドアを開けて入ってきた人物は、前のめりにカフェの玄げん関かんに倒たおれ込こんだのである。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　アイリは真っ先に、倒たおれたその人物に駆かけ寄よる。エルルエルも慌あわててカウンターから飛び出して来て、キールものっそりと後ろに続く。

　三人は倒たおれた人物を囲う。

　アイリと同年代の人間種の少女だった。少女は癖くせのある髪かみを三つ編みにしていて、服装からしても田舎いなか娘むすめという雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

「……う、ううう…………」

　見た限り少女に外傷はないが、酷ひどく憔しよう悴すいしている様子だ。

「助けて……下さい……」

「何があったんですか!?」

　どう見ても事件の匂においがプンプンする。街に侵しん入にゆうしたモンスターに襲おそわれたのか。あるいは暴漢に襲おそわれたのか。あるいは売り飛ばされそうになったところを逃にげて来たのか。

「ウチ………………。朝から何も食べていないんです……」

　次の瞬しゆん間かん、グルグルと盛せい大だいに少女のお腹なかが鳴った。




「ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～]…………」

　少女は至福の表情で満足感のある声を上げた。

「ありがとうございます！　助かりました！」

　エルルエルの用意したサンドイッチとスープを一いつ瞬しゆんで平らげ、少女はすっかり元気になっている。どうやら本当にただお腹なかが減っていただけだったようだ。

　食事の最中に、少女は自己紹しよう介かいをしてくれた。

　名前はドロシー。年ねん齢れいは16の純血の人間種だ。どこか垢あか抜ぬけない見た目だが、郊こう外がいの小さな村からやって来たらしい。

「それじゃあドロシーちゃんは、ハナシャ村から一人で来たの？」

　エルルエルが尋たずねる。

　四人掛がけのテーブル席の一つにドロシー、その向かいにアイリとエルルエルが横に並んで座すわって質問をしている。キールはというと、一人カウンター席に座すわって背中を見せている。

「はい。道中は護衛の冒ぼう険けん者さんがいてくれたんですけど、ルミナスの街に着いてからはウチ一人です。今朝、長旅から到とう着ちやくしたばかりで、もうクタクタですよ」

　ドロシーは、ガイナース王国内に点在する小さな村の一つ、ハナシャ村の出身だった。行商人の荷馬車に乗せてもらい、町から町を渡わたり、４日かけてはるばるこのルミナスの街までやって来たそうだ。

「ねえ、ドロシー。遠くから旅をして来たようだけど、装備の類を身に着けていないし、あなた自身は冒ぼう険けん者じゃないのよね？　目的はここの観光かしら？」

　魔ま法ほう文化の最さい先せん端たんを行くこの魔ま法ほう都市ルミナスだ。外国人だけでなく、王国内の地方からやって来る観光客も多い。

　しかし、ドロシーは首を横に振ふり否定する。

「いえ。実はウチ、弁護士さんを探すためにこの大きな街までやって来ました」

　その台詞せりふが出た途と端たん、一人興味なさげに離はなれた位置で座すわっていたキールが身体をテーブル席の方に傾かたむける。さっきから三人の会話は聞いていたようだ。初めてこの田舎いなか娘むすめに興味を抱いだいたという反応を見せている。

「方々を訪ね歩いていましたら、この界かい隈わいに有名な弁護士さんの事務所があると伺うかがって来たのですが──」

「弁護士の事務所ならここの上だよ。そして俺おれがその事務所の弁護士さ」

　意い気き揚よう々ようとキールは女子だらけのテーブルに手を突ついて割って入る。裁判の依い頼らい人なら他人ではない。そういう態度の変化のようである。

「え!?　それじゃああなたが噂うわさに名高いキール＝カーディナルさんなんですか!?　こんなにお若い方だなんて知りませんでした！」

　ドロシーはキールの顔を見ながら分かりやすく驚おどろいている。

「ドロシーだったか。他の誰だれでもない。わざわざ俺おれのところにまで訪ねて来たということは、『誰だれも手を出さないような難しい依い頼らい』ってやつを持って来たってことかな？」

「あ、は、はい……。カーディナルさんの仰おつしやる通りです」

　ドロシーは硬かたい表情で事情を話し出す。

「ウチはここに来るまでに、他にもいくつも弁護士事務所を回ってきたのですが、誰だれも依い頼らいを請うけてくださいませんでした。その中で『もしかしたらキール＝カーディナルなら引き請うけるかも』と仰おつしやる方がいたので、こうして訪ねた次し第だいです」

　今朝、ルミナスに到とう着ちやくしたドロシーは、それからずっと街中の弁護士を訪ね回っていたそうだ。食事を取る時間すら惜おしんで歩き回っていたので、空腹によりとうとうこの店の玄げん関かんで倒たおれてしまったということらしい。

「なるほどね、そういう経緯いきさつだったわけか。とにかく詳くわしく話を聞こうじゃないか。そいつはどんな内容の依い頼らいなんだ？」

　難しい裁判で勝利する。それが主だったキールの行動原理だ。だからドロシーが持もち込こんだ依い頼らいの内容によっては、すぐにでも仕事を引き請うけたい気分のようだ。他の弁護士が匙さじを投げるような内容なら期待も出来る。

　そんなキールの思おも惑わくはさて置き、アイリもドロシーの話に高い関心を抱いだいていた。

　依い頼らいを請うけてくれる弁護士を探して街中を訪ね回る。アイリは、かつての自分の姿とドロシーとを重ねているのだ。歳としもほとんど変わらない少女。しかも、田舎いなかの村から出て来て、右も左も分からないはずのこの都市まちを一人で歩き回ったという。

　何とかこのドロシーという少女の手助けをしてあげたい。自分に出来ることがあれば力になってあげたい。

　アイリはそういう気持ちを抱いだいていた。

「…………ウチ、どうしても訴うつたえたい冒ぼう険けん者たちがいるんです」

「ほう。君が訴うつたえる側──原告か。つまり、民事訴そ訟しようを起こそうというわけだな。村人の君が冒ぼう険けん者を相手にして」

　民事裁判で特に多いのは冒ぼう険けん者同士のダンジョン内でのトラブルであるが、ドロシーのような村人が冒ぼう険けん者を訴うつたえる事例も王国では頻ひん発ぱつしている。

　力では敵かなわない村人でも、法ほう廷ていでなら冒ぼう険けん者を倒たおすことが可能なのだ。

「冒ぼう険けん者たちってことは、相手はパーティーだな。そのパーティーから被ひ害がいを被こうむったから、裁判で訴うつたえたいわけだ。で、そいつはどんな被ひ害がいだ？」

　キールが尋たずねると、ドロシーはすぐに答える。

「あるパーティーに家族を殺されました」

　──殺されました。

　その一言でカフェ内の空気が張りつめる。

　アイリとエルルエルが表情を強こわ張ばらせているのはもちろん、滅めつ多たに動どう揺ようを見せないキールが珍めずらしく驚おどろいた表情をしている。

「冒ぼう険けん者に殺されたのは、ウチの弟です。名前はラルフと言います。……血けつ縁えん関係はないので義理の弟ということになりますが」

「ああ、ちょっと待ってくれ、ドロシー。殺された、だって？　それじゃあ殺人事件ってことか？」

「はい」

　殺人に対する民事訴そ訟しよう。

　キールが驚おどろいたのはそこだ。０ではないが、ほとんど行われるものではないのだ。

　理由の一つとしては、殺人ならば必ず加害者は刑けい事じ裁判で裁かれ獄ごく中ちゆうへ入る。そのため、仮に民事訴そ訟しようを起こして裁判所が賠ばい償しよう金の支し払はらいを命じても、受じゆ刑けい者のほとんどが支し払はらい能力を有さず実際には金を手に入れられないのだ。

　何よりも最大の理由は、いくら遺族が訴うつたえたところで、殺人犯から殺された被ひ害がい者を取とり戻もどすことは出来ないことだ。窃せつ盗とうなら窃せつ盗とう品を取り返すことが出来るだろう。傷害なら治ち療りよう費を取り返すことが出来るだろう。

　だが、命は絶対に戻もどらない。

「ドロシー。分かっているとは思うが、裁判ってのはタダでは出来ない。少なくない金や時間を犠ぎ牲せいにしなければならない。刑けい事じ裁判での審しん判ぱんでは満足出来なかったのか？　君の弟──ラルフを殺した犯人には、相応の罰ばつが与あたえられたはずだが」

「……満足なんて出来るわけありませんよ。だって犯人は捕つかまってすらいないんですから」

「え？　その殺人犯は逮たい捕ほされていないんですか？」

　アイリが驚おどろきの声を上げる。

「ええ。ラルフを殺した犯人たちは、今ものうのうと王国で暮らしています。まるで何事もなかったかのように冒ぼう険けん者としての生活を続けています。だから、どうにかウチの手で犯人たちを裁いてやりたいんです。弁護士さんにそのお手伝いをお願いしたいんです」

　キールはため息をつく。

「なるほどね、そりゃあ誰だれも依い頼らいを請うけないわけだ。そいつは弁護士の出る幕じゃあない。犯人を捜そう査さして起き訴そするのは、お国の公務員たる騎き士し団の役割だ。犯人をお縄なわに就つかせるのも裁判で追つい及きゆうするのも、私人である弁護士の仕事じゃない。国の機関の仕事だ」

　いくらドロシーの住む村が小さかろうとも、近くに騎き士し団の屯とん所しよがあるはずだ。特に殺人のような重罪なら、騎き士したちは徹てつ底てい的てきに捜そう査さを行い、犯人は必ず裁判に起き訴そされることだろう。

「もちろん騎き士しにも相談しましたよ！　ラルフが殺された証しよう拠こもありますし、犯人の正体も分かっています。全て騎き士しに話しました。それなのに騎き士したちは、あいつら冒ぼう険けん者を捕つかまえなかったんです。だから弁護士さんを雇やとってウチが裁判を起こすしかなかったんです」

　ラルフの殺された場所は、ハナシャ村近くにあるモンスターの出しゆつ没ぼつする森で、犯人はそこに訪おとずれていた冒ぼう険けん者たち。その冒ぼう険けん者たちがどこの誰だれなのかも、ドロシーは分かっているのだと言う。複数の村人たちが犯行の瞬しゆん間かんを目もく撃げきしているからだ。

「……当然だが、何か理由があるんだな」

　法の番人たる騎き士し団だが、上層部から末まつ端たんにかけて汚お職しよくが蔓まん延えんしている。そのことはキールも把は握あくしている。かくいうキールも彼かれらに賄わい賂ろを払はらって裁判に勝利した経験があるくらいだ。

　しかし、明らかに犯人が分かっているような犯罪を見み逃のがす真似まねはしない。捜そう査さのエキスパートとしての沽こ券けんに関わるからだ。どんなに辺境の小さな村の住人が被ひ害がい者だろうと、騎き士したちは平等に扱あつかわなければならないのは鉄則。国民全ての権利が保障されているからこそ、ガイナース王国の繁はん栄えいは揺ゆるぎのないものとなった。

　たとえそれが建前上のものだとしても。

「ドロシー。話してみてくれ。騎き士し団が犯人を捕つかまえなかった理由を。犯人が刑けい事じ裁判で裁かれなかった理由をな」

　そう尋たずねながらも、キールには既すでに察しが付いていた。

　ドロシーが言うには、証しよう拠こは出で揃そろっているのだ。仮に故意ではなく、モンスターとの戦せん闘とうに巻まき込こまれての事故死だったとしても、冒ぼう険けん者たちは『業務上過か失しつ致ち死し』で必ず逮たい捕ほされる。

　それなのに冒ぼう険けん者たちは捕つかまってすらいない。

　だとすれば、考えられる理由は──。

「──実は」

　ドロシーは語る。

「ラルフは…………。『ケイオスウルフ』なんです……」

「え……？」

　その単語を聞いて、アイリは大いに驚おどろく。

　まさかそれって──。

「──ケイオスウルフ。主に森林フィールドやその周辺のダンジョンに生息しており、獰どう猛もうな牙きばで冒ぼう険けん者たちを襲おそう四足歩行の狼おおかみの魔ま物もの。体毛に覆おおわれた堅かたい皮ひ膚ふは斬ざん撃げきに高い耐たい性せいを持つ。弱点は火属性。ルミナスの冒ぼう険けん者ギルドの発表によると、前年度の犠ぎ牲せいになった冒ぼう険けん者の数は１４７人。危険レベルＢプラスに登録されている種だ」

　キールは淡たん々たんと言う。

「それじゃあドロシーさん。殺されたあなたの弟さんというのは……」

　アイリを見ながら、ドロシーは頷うなずく。




「ええ。ラルフはモンスターです」
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　都市部から離はなれた森と山に囲まれた辺境の地。そこにドロシーが両親と共に暮らすハナシャ村はある。

　12年前。ドロシーがまだ４歳さいの頃ころのことだ。森の中を散策していた村人たちは、倒たおれた大木の下した敷じきになったモンスター・ケイオスウルフの亡なき骸がらと、その傍かたわらにいるまだ赤子のケイオスウルフを発見した。モンスターとはいえ赤子を殺すのに抵てい抗こうのあった村人たちは、その幼いケイオスウルフを村に連れて帰り、治ち療りようすることにした。

　拾われたケイオスウルフはラルフと名付けられ、大きな牧場を営んでいたドロシーの両親が預かり育てることになった。

　それからずっと、ドロシーとラルフはきょうだい同然に育てられた。本来獰どう猛もうなモンスターのケイオスウルフとは思えないほど温おん厚こうな性格だったラルフは、ドロシーともすぐに仲良しになった。一いつ緒しよに野山を駆かけ回まわり、ヤンチャをしては一いつ緒しよに[image: 叱]しかられたものだ。

　ラルフ自身は言葉を話せないものの、彼かれは村人たちの話を理解しているようで、命じられた仕事をきちんとこなすことが出来た。与あたえられずとも、自ら村の仕事を積極的に手伝った。主に重い荷物が乗った荷車を運ぶ仕事だ。

　大きな信しん頼らいはもちろん、村の者たちから大層可愛かわいがられ、村のマスコット的な人気もあった。小さな子どもたちからも大人気で、ラルフは子どもたちと一いつ緒しよに遊ぶことも多かった。

　ドロシーにとっても、ラルフは自じ慢まんの『弟』だった。ラルフと過ごす日々は満ち足りていた。

　そんなある日のことだ。

　ラルフは村人たちと共に、村の近くの森で木の実を採る仕事をしていた。

　事件はその時に起こった。

　森で単独行動をしていたラルフは、『レベル上げ』にモンスターを狩かっていた冒ぼう険けん者のパーティーと遭そう遇ぐうしてしまったのである。

　モンスターを多く狩かれば、冒ぼう険けん者ギルドから評価され、冒ぼう険けん者レベルを上げることが出来る。冒ぼう険けん者はレベルが高いほどギルドから様々な恩賞が与あたえられる。そのための点数稼かせぎをその冒ぼう険けん者たちはしていたのだ。

　他の冒ぼう険けん者の目もく撃げき証言によれば、ラルフは逃にげようとしたが、彼かれらパーティーは執しつ拗ように追い回し、ラルフに剣けんと魔ま法ほうで攻こう撃げきを重ねたのである。

　そして、村の男たちが駆かけつけた時には、冒ぼう険けん者たちがラルフにトドメの一いち撃げきを与あたえる瞬しゆん間かんだったという。

　パーティーリーダーの炎えん熱ねつ魔ま法ほうによって、ラルフは絶命したのだ。

　そのリーダーの名は、バーム。

　剣けん術じゆつと炎ほのおの魔ま法ほうを得意とする有名冒ぼう険けん者。付いた二つ名は『焰えん刃じんのバーム』。

『ふい～！　雑魚ざこ一匹ぴき、ゲット～♪』

『しっかし、ケイオスウルフのくせにめちゃくちゃ弱かったよな、こいつ』

『まあな。けど、楽にレベル上げられてラッキーじゃねえか』

『たーしかに！　タハッ！』

『ギャハハハ！』

　バームら一行は、弱いモンスターを痛めつける素行の悪さが目立つパーティー。無む抵てい抗こうのラルフを斬きり刻み、炎ほのおで焼き、その亡なき骸がらを足あし蹴げにしていたというのだ。現場に駆かけ付つけた村の男たちと、近くにいた他の冒ぼう険けん者たちがその惨さん状じようを目もく撃げきしたのである。

　他のモンスターと違たがわず、死亡したラルフの肉体は消しよう滅めつした。ドロシーは死に目に会えないどころか、ラルフの亡なき骸がらを埋まい葬そうする機会すら与えられなかったのだ。

　ドロシーを始め、村の者たちはすぐに騎き士し団に訴うつたえた。大事な村の仲間を奪うばわれた悲しみと怒いかりをぶつけた。ラルフを殺した犯人は明白。多くの目もく撃げき者がいて証しよう拠こもある。

　何より犯人たち──冒ぼう険けん者バームの一行が誇ほこったようにこれを自白している。『強敵モンスターのケイオスウルフをこの手でぶっ殺してやった』と。

　しかし、騎き士しがバームたちを逮たい捕ほすることはなかった。

　何故なぜなら、冒ぼう険けん者がモンスターを倒たおすことは当たり前の行こう為いだからだ。
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「──その時、騎き士しは言いました。ラルフを農場にいる家か畜ちくたちと同じ村人の『所有物』と考えれば『器物破損』で起き訴そ出来なくはない、と」

　ドロシーは吐はき捨すてるように言った。

「けど、ラルフはモンスター。やはり冒ぼう険けん者を逮たい捕ほすることは出来ない。冒ぼう険けん者がモンスターを倒たおすことは当たり前。ラルフを殺すことは『合法』なのだから、と」

　そこまで話し、ドロシーは項うな垂だれる。

「……確かにラルフは人間ではありません。言葉も話せません。でも、ウチたちはずっと一いつ緒しよに暮らしていました。毎日楽しく暮らしていました。ウチたちの幸せだった日々は、あの日、彼かれら冒ぼう険けん者に一いつ瞬しゆんで奪うばわれたのです」

　カフェ内を重苦しい沈ちん黙もくが支配している。

　アイリも、エルルエルも、ドロシーに何と声を掛かけていいのか分からなかったのだ。

「……あの人たち──バームの一行は言いました。『訴うつたえたければ訴うつたえればいい。たかがモンスター一匹ぴきに何をムキになっているのだ』と。そう言って笑っていました……」

　ドロシーは苦く悶もんの表情で続ける。

「たとえモンスターでも……！　ラルフはウチにとっては『家族』なんです……！　それをあの人たちは散々に痛めつけて殺しました！　確かに森の中に一人でいたラルフにも非があったのかもしれません！　野生の危険なモンスターの一匹ぴきだと勘かん違ちがいして殺してしまったのかもしれません！　けど、あの人たちは一言も謝あやまりもしませんでした！　ましてやあの人たちは笑っていたんですよ!?　ラルフを殺したことを気に留とめないどころか、笑い話にしていたんです！　こんなことを許すことはウチには出来ませんッ！」

「そんなの……！　そんなのあんまりですよ……！」

　ようやくアイリが言葉を口にする。

　それはドロシーに負けない悲痛なものだった。

「おかしいですよ！　ドロシーさんにとって大事な『家族』が殺されたのに、モンスターというだけで、そのバームという人たちは何の罰ばつも受けないなんて！」

　アイリの瞳ひとみには涙なみだが浮うかんでいる。エルルエルも辛つらい表情をしながら、慰なぐさめるようにアイリの肩かたをそっと撫なでた。

　当のドロシーは、乾かわききったギラギラした瞳ひとみでテーブルの一点を見つめている。きっともう涙なみだも流し尽つくしたのだろう。幼い頃ころからずっと一いつ緒しよだった『家族』を奪うばわれたのだ。その悲しみと怒いかりは想像を絶するものである。

　しかし。

「──うん。その冒ぼう険けん者たちや騎き士したちの言う通りだ。モンスターを殺す行こう為いは、法律の条文ではっきりと認められている。それがこの国の法だ。騎き士したちが捕つかまえることは出来ない。その冒ぼう険けん者たちがやったことは『モンスターを倒たおした』に過ぎないんだからな」

　キールだけは冷静に言ってのけた。

　常識としても、冒ぼう険けん者がモンスターを殺すのは当たり前のこと。肉食動物が草食動物を捕ほ食しよくするのと同じ。万ばん物ぶつの法則と言ってもいい。モンスターと戦わない冒ぼう険けん譚たんなど聞いたこともない。しかも、法律上でも認められている行こう為いだ。騎き士したちにバーム一行を捕つかまえることは出来ないし、彼かれらを非難することも出来ないのだ。

「でも、先生！　ラルフさんは無む抵てい抗こうのうえ、散々に痛めつけられて殺されたんですよ！　それを罰ばつすることも出来ないんですか!?」

「まさか、モンスターの倒たおし方に制限を掛かけろって言うのか？　たとえば、残ざん酷こくだからモンスターを火で焼き殺してはいけない、とか？　それじゃあ『炎ほのおしか効かないモンスターは倒たおせません。皆みなさん仕方ないので大人しく殺されましょう』ってか？　そいつは何と残ざん酷こくな法律なんだろうね」

「くっ……。で、でも、ラルフさんはバームさんたちとは戦わず、逃にげ出だしたという話じゃないですか！　無む抵てい抗こうの相手を執しつ拗ように追い回して殺すことが許されるんですか!?」

「モンスターは言葉が話せないんだぞ。どうやって敵意があるかどうか判断すればいい？　その冒ぼう険けん者たちは、どうやってラルフが『無む抵てい抗こう』だと判断すれば良かったんだ？　一見、ラルフが逃にげ出だしたように見えても、仲間の群れを引き連れて逆ぎやく襲しゆうに来る可能性だって考えられたはずだ。バームたちに過失があったとは言えないよな？　彼かれらは自分の身を守るためにやったんだから」

　アイリには咄とつ嗟さにそれ以上の反論が思いつかなかった。

「モンスターを倒たおす行こう為いにはいかなる制限も存在しないんだよ。いや、存在してはならないと言ってもいいだろうね。そんなことをすれば、モンスターに殺される犠ぎ牲せい者が増加の一いつ途とを辿たどる。どんな方法で殺そうが、どんな理由で殺そうが、おかしな行こう為いではない。むしろ、冒ぼう険けん者がモンスターを倒たおすことは国が推すい奨しようしているくらいなんだからな。どのような状じよう況きようであれ、冒ぼう険けん者がモンスターを殺したことを訴うつたえる。そんなことをする人間の方がおかしなやつだと思われるだろうね」

　そこまでキールが言うと、テーブルが激しく叩たたかれる。

　ドロシーだ。

　その表情は憎ぞう悪おによって歪ゆがんでいる。

「常識くらい分かってます……。法律だって分かってます……。けど、けど！　ウチは納なつ得とく出来ません！　ラルフはウチにとって家族だったんです！　たとえモンスターだろうと、ラルフはウチの大好きな家族なんです！　言葉が話せなくても、一いつ緒しよに暮らして来た家族なんです！　ラルフは人間と変わらない！　これは『殺人』なんです！　だから、あの冒ぼう険けん者たちをどうしても裁きたいんですよッ！」

　ドロシーは感情のまま叫さけぶ。

　あまりの様子に、また、誰だれも何も口にすることが出来なくなっていた。

「…………お願いです、カーディナルさん。あの冒ぼう険けん者たちを裁いて下さい。あなたになら出来るんですよね？」

　キールは答えない。

　無表情でドロシーを眺ながめている。

「聞いていますよ？　あなたはどんなに不利な状じよう況きようからでも逆転する無敗の弁護士だと。『真実』を自在に操あやつる法ほう廷ていの魔ま法ほう使つかいだと。だったら、あなたになら出来るはずです。どうかラルフの無念を晴らして下さい。どうかラルフを殺した冒ぼう険けん者たちに非があったことを法ほう廷ていで認めさせて下さい。…………どうか！」

　それはドロシーだけではない。ハナシャ村の者たち皆みなの悲願だ。

　彼かれらにとって、ラルフはハナシャ村の『村人の一人』なのだから。

「………………」

　ドロシーの必死の訴うつたえかけに対して、キールはやはり無言で返す。

　──これは極きわめて難しいケースである。

　同じような事例が過去になかったわけではない。ペットとして飼っていたモンスターを冒ぼう険けん者に殺された飼い主が、殺した冒ぼう険けん者を訴うつたえた判例もいくつかある。

　だが、そのいずれもが敗はい訴そしている。モンスターを飼ったり、一いつ緒しよに暮らしたりする行こう為い自体がグレーなのだ。裁判所はモンスターの飼い主たちの訴うつたえをことごとく棄き却きやくして来た。

「──お金、ですよね？」

　なかなか返答をしないキールに対して、ドロシーはそう言いながら、持っていた大きなバッグをゴソゴソと探さぐり出だす。

　やがて取り出したのはクリスタルの入った袋ふくろ。現金だとかさばるので持ち運びのために換かん物ぶつされた小さなクリスタルだ。ドロシーは袋ふくろの中からそれをジャラジャラとテーブルの上に広げる。

　すると、テーブルを囲っていた全員が、驚おどろきの表情を作る。

「ほほう……。こいつは大した額じゃないか」

　それを見てキールはほくそ笑えみ、エルルエルは開いた口が塞ふさがらない。

　ゆうに50万ゴールド分。王国で暮らす人々の平均年収が大体20、30万ゴールドだからその倍近い。

「ドロシーさん……。こんな大金どうやって……？」

　アイリはキールに支し払はらう依い頼らい金で苦労した経験があるし、この歳としでもお金を稼かせぐことがどれほど大変なのかよく理解しているつもりだ。

　だからこそ、同年代のドロシーがこれほどの額を一いつ括かつで出せることが不思議でならなかった。当然、短い期間で簡単に稼かせげるような額ではない。

「村のみんなから集めました。みんな、ラルフのために進んで出してくれましたよ。道中、危ないので、ここに全額は持って来ていませんが。これで足りないようであれば、村に戻もどればさらにご用意が出来ます」

　このドロシー、ハナシャ村の者たち全員を代表して、ルミナスの街まで弁護士を探しにやって来たのだ。これは依い頼らい金として皆みなからカンパで集めたお金。ラルフがいかに村人たちから愛されていたかの証明でもある。

「カーディナルさん。あなたはお金さえ払はらえば、どんな依い頼らいでも請うける。そういう弁護士だと聞いています。それがたとえ魔ま王おうのような悪人からの依い頼らいだったとしても、必ず依い頼らいを果たしてくれる。必ずその依い頼らい人を勝利させてくれる。そうなんですよね？　どうか、お願いします。ウチの依い頼らいも請うけて下さい。そして勝たせて下さい」

　ドロシーは頭を下げる。

　そして、もう一人。

　アイリもまた、キールへ深々と頭を下げていた。

「……先生。お願いします。ドロシーさんを助けてあげて下さい」

　ドロシーへの同情心から、依い頼らいを受けるべきだと強く訴うつたえているのだ。

　もちろんお金が全てではない。命の価値をお金で測ることは出来ない。それでもこれほどの額を持もち込こむほどの思いを、彼かの女じよが亡なくなったラルフに対して抱いだいていることは伝わって来た。

　かつて恩師のために、キールに一生を掛かけてでも３００万ゴールド払はらうという選せん択たくを吞のんだアイリだからこそ、強く共感が出来るのだ。

「──よし、分かった、ドロシー。返事をしようじゃないか」

　やがてキールは、笑え顔がおでこう言った。

「答えはノーだ」

「え…………!?」

　アイリは大いに驚おどろく。

　これ程ほどの金額を提示され、キールが依い頼らいを断る場面を初めて見たからだ。

「何故なぜですか、カーディナルさん……？」

「請うける理由が見出せないから、かな」

「ちょ、ちょっと待って下さいよ！　先生、いつも言っていましたよね!?　お金さえあれば誰だれだろうと弁護するって！　それに、難しい裁判で勝つのが好きだって言ってましたよね!?　勝てるか分からないギリギリの勝負に勝つのが好きだって！　だったらこの依い頼らい、請うける理由しかないんじゃないですか!?」

　アイリは驚おどろきをそのまま言葉にする。

　すると、キールは答えを告げる。

「俺おれは１００パーセント勝てないような勝負はやらない」

　アイリが、理解出来ない、という表情をしているので、キールはため息交じりに続ける。

「よし、現実的な話をしようか。この裁判、勝つ方法があるとすれば一つしかない。『ラルフは人間だ』と証明することだ。人間が人間を殺したのなら、裁判で裁くことはいくらでも出来るが、冒ぼう険けん者がモンスターを殺したことを裁くことは出来ないからな。ならば、ラルフが人間だと法ほう廷ていで証明するしかないだろう。──しかしだ。どんな方法を使おうが、ラルフが人間であるという『真実』を法ほう廷ていで創り出すことは出来ない」

　この裁判で勝つためには、現行の法律を覆くつがえさなければならない。

『ケイオスウルフはモンスターである』という法律だ。

　しかし、そんなことは『不可能』だ。裁判は法律の下に行うもの。裁判で法律そのものを覆くつがえすことなど出来ない。

「いいか？　俺おれが好きなのは『勝てるかどうか分からないギリギリ』の戦いなんだ。それは、一見、勝てそうにもないギリギリの戦いだ。『勝率１パーセント』のようなな。逆に言えば、『絶対に勝てない０パーセントのゲーム』はやらない」

　１００パーセント勝てない試合は最初からやらない。

　キールが『無敗』という肩かた書がきを守り続けられるのは、そういうカラクリである。

「こんな裁判を起こしても絶対に勝てない。冒ぼう険けん者を『モンスター殺し』で訴うつたえたところで１００パーセントな。ラルフが『モンスター』である限り、この裁判、絶対に勝利はない。『ケイオスウルフ』は『モンスター』だ。君がいくら感情的になろうが、モンスターは人間でないし、人権は認められない。『真実』は絶対に変わらない。冒ぼう険けん者たちが行ったのは『殺人』ではなく『討とう伐ばつ』なんだよ」

「先生ッ！」

「俺おれが何かおかしなことを言っているか、アイリ？　俺おれは極きわめて現実的な話をしているぞ？」

　確かにキールの言い分は『正論』ではあるのだろう。

　だが、あんまりな言い方ではないか。

　これはドロシーの気持ちを一いつ切さい無視している。

「そもそもだ。そんな裁判に勝ったところで何になる？　民事裁判で勝ってもそいつらを監かん獄ごくに落とすことは出来ない。せいぜい君の用意した依い頼らい金とそう変わらない額の慰い謝しや料くらいしか取とり戻もどすことは出来ないだろうね」

「確かに裁判で勝ってもラルフの命は戻もどりません……。ですがせめて、冒ぼう険けん者たちからラルフの牙を取とり戻もどしたいんです……」

「……ラルフの牙きば？」

　冒ぼう険けん者がモンスターを倒たおした時、本来ならその亡なき骸がらは全て消えてなくなるが、魔ま法ほうで清めれば一部がアイテムとして残り、冒ぼう険けん者たちの収しゆう得とく物となる。

　ラルフの場合も倒たおされた後、宝石のように輝かがやく牙きばが一本残されている。

　その牙きばは、現在、ラルフを殺したバームたちの手に渡わたっているという。ドロシーはその奪うばわれた牙きばを──大切な家族の亡なき骸がらを取とり戻もどしたいのだ。

「バームたちは、ラルフの牙きばを戦利品だと言って持ち去りました。ウチや村のみんなは返すように求めましたが、彼かれらはうんとは言ってくれませんでした。自分たちがモンスターを倒たおして手に入れたアイテムだから返す義務はないと」

「なるほどね。裁判に勝てば冒ぼう険けん者側の非が認められ、牙きばを取とり戻もどすことが出来る可能性がある。うん、それなら話が違ちがってくる。『奪うばわれたモンスターの遺留品を取とり戻もどす訴そ訟しよう』なら勝率が０パーセントではなくなるだろうね」

　冒ぼう険けん者がモンスターを殺したこと自体を裁くことは絶対に出来ないが、死んだモンスターの遺品の権利を求める訴そ訟しようなら勝率はある、とキールは考えているようだ。

「──とはいえ、そんなもの取とり戻もどしてどうなるんだ？」

　だが、キールは冷たく言い捨てる。

「家族の亡なき骸がらですよ！　取とり戻もどしたいと思うのは当然じゃないですか！」

「家族ねえ。大体、それだって君が一方的に言っているだけだよな？　どうして言葉の話せないラルフの気持ちが分かる？　君が家族だと思っていようと、向こうはどう思っていたかさえ分からないじゃないか」

「なっ!?　そんなことない！　ウチたちはずっと一いつ緒しよだった！　言葉が話せなくても、ラルフもウチもお互たがいに分かり合っていた！　ウチたちのことを良く知らないあなたには、分からないことなんでしょうけど……！」

　怒いかりからドロシーはキールに激しく食らいつく。

「ああ、分かった、分かった。百歩譲ゆずってラルフが君のことを家族だと思っていたとしよう。けど、当のラルフはもう死んでいるじゃないか？　死んだ者のことなんて今いま更さらどうでもいいだろ？　終わったことを蒸むし返かえされ、喚わめき立たてられて、向こうさんもいい迷めい惑わくなんじゃないか？　君の言っていることは全くもって合理的じゃない、それに──」

　キールがいかにも面めん倒どうくさそうに言うと、




「　もういいですッ！　」




　怒ど声せいがカフェ内に響ひびく。

　そう言ってブチギレたのは、ドロシー。

　──ではなく、アイリだった。

　突とつ然ぜん、大声を上げてテーブル席から立ち上がったアイリは、キールに詰つめ寄より、キッと睨にらみ付つける。

「いい加減にして下さい！　あなたにはドロシーさんの気持ちが分からないんですか!?」

　間近でアイリに怒ど鳴なられても、キールは少しも臆おくさない。

「はあ？　いや、分かるわけないだろ？　だって他人じゃないか。他人の気持ちなんてどうやって分かればいいんだ？　うん？　魔ま法ほうでも他人の心は覗のぞけないよな？」

「………………ッ！」

　怒いかりの表情のままアイリは回れ右し、キールから離はなれ、ドロシーの腕うでを摑つかんだ。

「行きましょうドロシーさん！　この人には何を言っても分からないんですよ！　他人の気持ちなんてどうでもいい人なんですから！　自分のことしか考えられない冷たい人なんです！　わたしも今、よーく分かりました！　このままここにいても無む駄だだということが！」

「え？　あ、ちょ、ちょっと……。アイリさん？」

　戸と惑まどうドロシーを強ごう引いんに引っ張って立ち上がらせ、アイリはそのまま店の玄げん関かんを勢い良く潜くぐり抜ぬけて行く。

　怒ど濤とうの展開。

　あっという間に二人の少女がカフェの中から姿を消したのであった。

「…………何だあいつは」

　残されたキールは大きなため息をつく。

「本当にナンセンスだ。何を怒おこっているんだか。俺おれは合理的な話をしているだけなんだがね」

「──キール」

　キールが声の方を見てみれば、カフェ内に残されたもう一人の顔。

　エルルエルだ。

　彼かの女じよはキールたちのやりとりを横から見守り、ずっと口を挟はさまないようにしていたのだが、今は戒いましめの視線をキールに送っていた。

「……おいおい、エル。まさか俺おれの言っていることが間ま違ちがっていると言うのか？　そもそも、ドロシーの方にこそ『正義』はないんだ。世間からすれば、彼かの女じよの主張はただの逆さか恨うらみだ。ちょっと考えれば分かることだ」

　ラルフはドロシーにとっては大切な存在だった。その命が突とつ然ぜん奪うばわれたことはあまりにショックなことだ。それは事実であろう。それを否定することは出来ない。

　だが、世間の人々にとっては、モンスターを守ろうとする個人の我わが儘ままでしかない。

　特にモンスターを倒たおすことが生なり業わいの冒ぼう険けん者にとってはいい迷めい惑わくだ。彼かれらからすれば『モンスターを倒たおすという仕事』を果たしたに過ぎない。折角手に入れたモンスターからの戦利品を渡わたせと言われるのも、向こう側からしたら不当な請せい求きゆうでしかないだろう。

「うん、そうかもね。キール、あなたの言っていることは『正しい』のかもしれないわね」

「だろ？　俺おれは正論しか言ってないんだ」

「亡なくなってしまったラルフさんのことをいつまでも引きずること。それは良くないことなのかもしれないわね」

「だろ？　いつまでもクヨクヨせずに、前に進もうぜ、前に」

　キールは冗じよう談だんめいた言い方をしながら肩かたを竦すくめる。

「でもね、キール。少なくとも、あなたの『言い方』は『間ま違ちがっている』と思うわよ」

「…………言い方？」

　キールがぽかんとすると、すぐにエルルエルは答える。

「相手は女の子なんだし、もっと優やさしく教えてあげなきゃね？」

　そう言ってエルルエルがウインクするのを見ながら、キールは呆あきれたため息をついた。

「……エル。君もなかなかナンセンスなことを言うんだね」

「うふふ。さぁてと、冷めちゃったしお茶、淹いれなおすわね」

　エルルエルは立ち上がり、キッチンの方へと向かう。

「──まさか焰えん刃じんのバームとはな」

　そのキールの呟つぶやきをエルルエルは聞きき逃のがさなかった。
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「うわーっ！　こんなの初めて見たよ！」

　広々とした空間に、ドロシーの歓かん声せいが響ひびく。

「ふふ。いかがですか、ドロシー？　我わがタンブル・ウィズダミアが誇ほこる大浴場は？」

　魔ま法ほう学校・タンブル・ウィズダミア。魔ま法ほう都市ルミナスの中心街に位置する巨きよ大だいな学園。その学生寮りようは校舎と同じ敷しき地ち内に建てられている。

　アイリとドロシーの二人は今、学生寮りようの１階に設けられた大浴場に来ていた。

　アイリは幼少期を孤こ児じ院で過ごし、タンブル・ウィズダミアへの進学と同時に孤こ児じ院を出て、この学生寮りように籍せきを置くようになった。弁護士キールの下で助手を務めるようになってからも、タンブル・ウィズダミアを卒業したわけではないので寮りよう暮らしを続けている。

　アイリは、今夜の宿を決めていなかったドロシーを学生寮りようの自分の部屋へ招き入れ、彼かの女じよの旅の疲つかれを癒いやすために風ふ呂ろへと誘さそったのである。

　ほとんど歳としの変わらない二人は、すっかり打ち解けている。ここに来るまでにお互たがいのことを話し、呼び捨てで呼び合う仲にまでなっていた。

「いいですか、ドロシー。ここのお湯は浴よく槽そうに使用された魔ま石せきの効能により、神経痛・筋肉痛・関節痛といった肉体の不調を回復させるだけでなく、切り傷や火傷やけどといった外傷の回復も促そく進しんさせるなど、非常に多様な効能がありましてですね──」

「うわー、何これ、何これ！　すっごくいいお湯だよ！　アイリも早くこっち来なよっ！」

　アイリが解説に夢中になっている間に、ドロシーはすでに湯船につかっていた。気持ち良さそうに手足を伸のばしている。

「ちょ、ちょっとドロシー！　浴よく槽そうに入る前にまずシャワーで汗あせを流さないとダメですよ！」

　慌あわててアイリが駆かけ寄よってドロシーを浴よく槽そうから引っ張り上げた。大浴場利用規則の第一条には『浴よく槽そうに入る前にはシャワーで身体を流すこと』と明記されているのだ。もう手て遅おくれとはいえ、ルールを破ることを良しとするアイリではない。

「え、なになに？　シャワーってなに？」

「ご安心下さい。ちゃんと私が説明します。こっちに付いて来て下さい」

　アイリはドロシーを引き連れて、大浴場の壁かべ際ぎわに取り付けられたシャワーの前まで連れて行く。それから自分も隣となりのシャワーの前に並ぶと、腰こし掛かけ用の小椅い子すに座すわった。

「とても簡単なので見ていて下さい。壁かべに取り付けられた一番大きい魔ま石せきに魔ま力りよくを向けるだけです」

　アイリが壁かべに埋うめ込こまれた拳こぶし大の魔ま石せきに触ふれると、シャワーヘッドから勢いよくお湯が流れ出た。

　驚おどろきの表情を浮うかべているドロシーだったが、アイリに促うながされて自分でも試ためしてみると、途と端たんに温かいお湯が彼かの女じよの体に降り注ぐ。




　体を清潔に洗えば、いよいよ一日の疲つかれを湯船で癒いやす番だ。

　数十人が一度に利用できる大浴場だったが、今の利用者はアイリとドロシーの二人だけ。大きな湯船で二人はゆっくりと寛くつろぎの時間を過ごしていた。

「はぁー、やっぱり都会はすごいね……。ウチの田舎いなかじゃこんなお風ふ呂ろは見たこともないよ。アイリは幸せ者だね」

　悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべたドロシーが、アイリにすり寄って肩かたをぶつけて来た。

「そうですね。ここのお風ふ呂ろに入っている時は、本当に幸せだなって思います」

「うんうん。ウチはアイリのことが羨うらやましいよ。毎日こんなお風ふ呂ろに入れてさ。それで肌はだもすっごく綺き麗れいなんだねー」

　不意にドロシーがアイリの体を手の平でさすってくる。

「思った通りスベスベだ」

「ひゃっ!?　ちょっとドロシー！　なにするんですか!?」

「もー、アイリ。女同士なんだから、そんなに嫌いやがらなくてもよいではないか。はー、スベスベで気持ちいい……」

「人の背中をさすって気持ち良くならないで下さい！　大浴場利用規則第５条には『お湯につかる時は騒さわがないこと』と書かれているんですよ！」

「騒さわいでるのはアイリじゃん」

「くっ……。た、たしかにそうかもしれませんが、とにかく離はなれて下さいよ、もうっ」

　アイリが本気で怒おこっているので反省したのか、ドロシーは名残なごり惜おしそうにアイリの体から手を離はなした。

「……今度からドロシーとは一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入りません」

「えへへ、そんなに怒おこらないでよ。アイリの肌はだがあんまり綺き麗れいだからさ、羨うらやましくなっちゃったんだよ。ほら、ウチなんて田舎いなか暮らしで畑仕事とかしているから、手とか荒あれ放題だしさ。それに──」

　ドロシーが自分の右みぎ肩かたをそっと撫なでる。

　そこにはただの村娘むすめには似つかわしくない、痛々しい古傷の痕あとが残っていた。

「ドロシー、その傷は、モンスターにやられたんですか……？」

　アイリの言葉にドロシーは小さく頷うなずく。

「……ああ、うん。ウチがちっちゃい時にね。ウチの田舎いなかは森に囲まれた村だからさ、しょっちゅうモンスターが家か畜ちくや作物を狙ねらってやって来るんだ。時にはウチみたいにモンスターに怪け我がをさせられる子もいるし」

「地方ではモンスターによる被ひ害がいが多いとは聞いていましたが、本当に大変なんですね」

「まーねー。でもモンスターの中にも良い子はいるんだよ。……ラルフみたいにね」

　ドロシーが寂さびしげな笑えみを浮うかべた。

　今は亡なき大切な家族のことを想おもい浮うかべているのだろう。

「ドロシー。わたしがあなたの助けになります。わたしに出来ることなら何でも言って下さい。先生はあんな調子ですのでわたしが協力します。何か良いいアイディアがないか一いつ緒しよに考えますから」

　アイリの温かみ溢あふれる言葉を聞きながら、ドロシーが少し涙なみだぐんだ。

「……ねえ、アイリ。アイリはどうしてウチの肩かたを持ってくれるの？」

「え？」

「正直、カーディナルさんの言うことも正しいと思うよ？　本来、ケイオスウルフは危険なモンスターだから。それを家族だなんて言っても、周りの人たちからすれば理解出来ないことだと思う。おかしなことを言っていると思う……」

　社会全体からすれば、自分の主張は受け入れがたいこと。それを彼かの女じよも理解はしているのだ。それでも我を通したいと思い、田舎いなかからはるばる出て来た。しかし、今はキールからの言葉で気持ちが折れ始めている部分があるのだろう。その言葉も表情も弱々しい。

「でも、ドロシーにとっては大事な家族だったんでしょ？　それを奪うばわれたのなら、奪うばった人を裁いて欲ほしいと思うのは分かります。冒ぼう険けん者たちに過あやまちを認めさせたい。せめてきちんと謝あやまって欲ほしい。たとえそれがおかしなことだとしても。周りから馬ば鹿かにされようとも、大切に思うのが『家族』だと、わたしは思いますよ」

　アイリは力強く言い切った後、悲しげな顔を作る。

「…………わたし、家族というものに憧あこがれているんです」

「アイリ……」

「わたしには家族はいません。でも、家族と思える人はいました。その人を大切に思う気持ちを知っているから、ドロシーの気持ちも分かるんです。……しかしわたしは、その大切な家族を守ることが出来ませんでした……。その人のことを理解出来ず、凶きよう行こうに走らせてしまったのです……」

「アルフレッドさんのこと、だね……」

　ここに来るまでの道中、ドロシーはアイリから彼かの女じよの生おい立たちを聞かされている。アイリがキールの助手を始めるきっかけになった事件の話もだ。

　アルフレッド＝オークス。アイリの魔ま法ほうの師し匠しよう。生徒たちから愛され、タンブル・ウィズダミアの学長候補とまで言われた男。アイリとも実の親子のような親交があった。

　しかし、彼かれはアイリを騙だました。人を殺あやめたことを隠かくそうとした。キールの力を使って『真実』を変えようとした。

「わたしは『家族』であるアルフレッド先生を救うことが出来ませんでした。あの人の秘めた思いに気づかず、真実を捻ねじ曲まげさせてしまったのです。あの人は、今は監かん獄ごくの中。わたしは『家族』を失いました」

「…………裏切られたんでしょ。やっぱり、アルフレッドさんのこと、恨うらんでいるの？」

「いえ。わたし自身は、アルフレッド先生のことを恨うらんではいませんよ。アルフレッド先生の多くの教えが今のわたしを作り上げました。その恩義を忘れてはいません。あるのは先生が殺あやめてしまった方の遺族への謝罪の気持ちだけですよ」

　アイリは静かに、しかし、力強く言う。

「もしも時間を戻もどせるなら、あの人の凶きよう行こうを止めたいです。そして『家族』であり続けたかった。確かに、わたしは家族と認めたアルフレッド先生に騙だまされ、裏切られました。けど。家族を守りたい気持ち。家族を大切に思う気持ち。それを否定したくはないんです。あの人への思いは『噓うそ』ではなく真実だったのですから」

　ドロシーは驚おどろく。

　目の前のこの少女の心の強さに対して。

　自分を騙だまし、自分の命すら奪うばおうとしたアルフレッドを彼かの女じよは許し、その更こう生せいを信じているというのだ。

「ねえ……。アイリはどうしてあの人の──カーディナルさんの弟で子しになったの？　あなたのような子が、どうして悪逆非道で評判の弁護士の下にいるの？　アルフレッドさんの裁判が終わって、一度は助手から解放されたんでしょ？」

　元々、アイリはアルフレッドの弁護をしてもらうための依い頼らい金代わりに、助手として半強制的に働かされていた。だが、今は自分の意志でキールの許もとに付いているという。

「いつか倒たおしたいんですよ、あの人のことを」

「倒たおしたい？」

「ええ。弁護士となってあの人の上を行く。正義の弁護士としてあの人をやっつける。わたしの考えの方が正しいと教えたい。そうやって正義を果たすことの大切さを認めさせたいんです。そう、いつかわたしの手であの人を改心させたいんですよ」

　アイリは熱く語る。

　キールは、アルフレッドと共にアイリを騙だまし、利用することで裁判に勝利した。その部分だけ切り取って見れば、やはり最低最悪な人間だと思う。

　しかしキールは、狂きよう気きに走り口くち封ふうじにアイリを殺あやめようとしたアルフレッドから、身の危険を冒おかしながらも助け出してくれたのだ。

　自分の利益のためにしか動かないはずの彼かれが、そんな行動を取ってみせた。

　彼かれにも正義の心がある。人のために動く優やさしい心もある。きっかけさえあれば、彼かれだって変われるはずだ。

　アイリはそう信じているのだ。

「……ふーん。だったらこれがチャンスなのかもしれないね」

「え？　どういうことです、ドロシー？」

「だってさ、カーディナルさんが諦あきらめたこの仕事を果たしてくれたら、あの人に勝ったってことにならないかな？」

　アイリは考える。

　確かに、キールにも助けられなかったドロシーを助けられれば、キールを出だし抜ぬいたことになるのではないか……。それはつまりキールに勝ったと言えるのではないか……。

「あっ！　ううん、ゴメンね、アイリ。アイリはまだ弁護士の資格がないし、裁判をすることは出来ないもんね……」

　ドロシーの言うように、アイリは法ほう廷ていに立って彼かの女じよの弁護をすることは出来ない。

　そもそも弁護士の資格を持っていたとして、キールが匙さじを投げたこの難しい裁判に勝利など出来るのだろうか……。

「別の弁護士さんを探すしかないよね……。でも、もう散々探し回ったしな……。どうすればいいんだろ……」

「──いえ、ドロシー。裁判なんてする必要ないですよ」

　アイリは何かを思い立った様子で手をポンと叩たたいた。

「そうですよ！　裁判なんてしなくても、ラルフさんの牙きばを取とり戻もどすことだったら出来ます！　ドロシー、行きましょう！　今日はもう遅おそいので明日にでも」

「え？　え？　行くってどこに？」

　湯船の中で自分の手を取り、勢いづくアイリを見ながら、ドロシーはきょとんとする。

「もちろん、ラルフさんを手に掛かけた人たちのところですよ！　バームさんたちに面と向かって謝あやまってくれるように言うんです！　そして、ラルフさんの遺品を返してもらうように交こう渉しようするんです！」

「ええ!?　そ、そんなことしても無む駄だじゃないかな……」

　あの時だって、ドロシーは必死に訴うつたえた。ラルフが自分の家族だったこと。ラルフの遺品を返して欲ほしいこと。

　それでも、バームたちは聞く耳持たない様子だった。

　もう一度言いに行ったところで、彼かれらが聞き入れてくれるとは思えない。どうせまた馬ば鹿かにして、嘲あざ笑わらってくるに違ちがいない。

　それに、怖こわかった。冒ぼう険けん者という自分よりも何倍も強い人たちの存在が。

　彼かれらとまた面と向かうことが、怖こわいのだ。

　だからこそ、弁護士を──キールを頼たよった。

　力がなくても法ほう廷ていでなら、彼かれら冒ぼう険けん者と戦えると思ったから。

「無む駄だかどうかはやってみないと分かりませんよ！　今度はわたしも一いつ緒しよです！　ドロシーにとってラルフさんがどれだけ大切な存在だったか、わたしも冒ぼう険けん者たちに伝えますから！」

　アイリはこれっぽっちも迷いのない表情で言う。

　──さすがにこの子はお人よし過ぎるのでは……？

　ドロシーも最初はそう思った。

　世の中には言っても分からない人なんていくらでもいる。たとえ言葉が通じても、他人の思いを理解してくれない人なんていくらでもいる。

　しかし、アイリの熱い双そう眸ぼうを見ているうちに、次し第だいに感化されて行った。

　やがてドロシーは決心する。もう一度、バームたち冒ぼう険けん者に訴うつたえてみようと。

　家族ラルフへの思いを。
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　寂さびれたスラム街。すれ違ちがうのは、浮ふ浪ろう者らしき者や、いかにも柄がらの悪い男たち。耳に聞こえて来るのは野太い男たちの喧けん騒そうばかりだ。

　アイリは勢いのまま、ドロシーと共に、ラルフを殺した冒ぼう険けん者バームの許もとへと向かう。

　ここは外からは誰だれも好き好んで寄り付かない貧ひん民みん街。だからこそ、この地区には訳ありの人間が多く集まっている。

　犯罪に手を染める冒ぼう険けん者のような連中がだ。

「へへへ……」

　街の雰ふん囲い気きに似つかわしくない二人の少女は、さっきから視線を一身に浴びている。舌なめずりをしながら嫌いやらしい目つきを送って来る者も多い。

「……アイリは勇気があるんだね」

　怯おびえた顔のドロシーを引っ張るようにして歩みを進めるアイリ。怖こわがるどころか、さっきから厳いかつい男に道を尋たずねることも躊ちゆう躇ちよしないのだ。

　ラルフを殺したバーム一行。そのリーダー・バームは、このスラムに自分のアジトを持っていて、ゴロツキどもの多くを手下として従えているのだそうだ。

　アイリとドロシーは打ち捨てられた雰ふん囲い気きの建物に辿たどり着ついた。石いし畳だたみの地下への階段を下りていくと、あちこちに割れた酒瓶びんが散らばっている。そんな荒あれた空間だった。

　地下にあった扉とびらを開くと、二人はバームのアジトに辿たどり着ついた。

　客間と思われる大きめの部屋。中央にテーブルが置かれている。それを囲うようにして、柄がらの悪い男たちが何人も立ち並んでいる。バームの舎しや弟ていのようだ。

「──今日は客が多い日だなあ」

　虎とら柄がらのシーツが敷しかれたソファーにもたれかかる男。その男の正面には商人と思われる男が座すわっている。テーブルの中央には古今東西、様々な種類のアイテムが並べられていて、どうやら外から来た商人と商談の真っ最中だったようだ。

　上座にふんぞり返って座すわるこの男。額から頰ほおに掛かけて髑どく髏ろを彷ほう彿ふつとさせるデザインの刺青いれずみが彫ほられている。この男がバームのようだ。見るからに凶きよう悪あくな面つら構がまえをしている。

　腰こしには曲刀を提さげている。これは武器──冒ぼう険けん者である証あかしだ。

　バームはゆっくりとソファーから立ち上がった。物もの珍めずらしいものを見るような表情をしながら、アイリとドロシーにゆっくりと近づいて来る。

「……だがこいつは驚おどろいたぁ。俺おれの呼んだ客ではないようだぞ？　おまけに俺おれにこんな可愛かわいらしい知り合いはいないはずだ」

　アイリは、バームからドロシーを守るように前に立つ。バームは数センチのところまで顔を近づけて来た。そうやってまじまじと眺ながめて来る。

　アイリは一歩下がり、警けい戒かいを強める。

「ハハッ！　そう身構えるなよ。別に戦いに来たってわけじゃないんだろ？」

　戦せん々せん恐きよう々きようといった様子のアイリを見ながら、バームは愉ゆ快かいそうに笑い出した。

「……ええ、その通りです。あなたと話をしに来たのです」

「話？　へえ？　デートの誘さそいかな？」

　バームがそう言うと、周りにいる手下たちがヒューヒューと囃はやし立たてる。

「ふざけないで下さい！　大事な話なんです！　失礼な人ですね！」

　それを聞くと、バームは顔を険しくする。

「長くなる話なら後にしてくれないか？　ご覧の通り、今は商談の真っ最中なんでな。アポもなしにいきなりやって来るあんたらの方が、よっぽど失礼に値あたいするっていうもんだぜ？」

　吐はき捨すてるように言うと、バームは商人が待つテーブルに戻もどって行く。

「…………くっ」

　アイリは言い返すことが出来なかった。彼かれの言うことは正しい。急に、それも、勝手にやって来たのはアイリたちの方なのだ。

「邪じや魔まが入って悪かったな。続きと行こうか？」

　ソファーに腰こしを下ろし、バームは商人に言う。

「いえいえ、バームさん。それではお値段の方、鑑かん定ていして行きましょうか」

　テーブルに置かれたアイテムの数々を、商人は虫眼鏡を使ってじっくり鑑かん定ていして行く。ダンジョン攻こう略りやくやモンスター討とう伐ばつで得た戦利品を、この商人に売ばい却きやくしようとしているらしい。

　その中に──。

「ほう、ほう……。バームさん、これはかなり状態がいいですね～」

「だろ？　苦労したんだぜ、こいつを手に入れるのはよォ。ケイオスウルフってやつは、火が弱点だが、牙きばまで燃やさないように倒たおすには、結構なコツがいるもんでな」

「あっ！　それはっ！」

　突とつ然ぜん、ドロシーが叫さけんだ。

　たった今、商人が手に持ち、鑑かん定ていをしている牙きば。それを見ながら血相を変えているのだ。

　ドロシーはテーブルの方に駆かけ寄よる。

「返して下さい！　それはラルフのものです！」

「ドロシー！　それじゃあ、あれが!?」

　綺き麗れいな輝かがやきを放つ一本の牙きば。その輝かがやきが儚はかなげなものにも見える。

　これこそが死んだラルフが遺のこした唯ゆい一いつの遺品。

　ラルフの牙きばだ。

「ラルフ……？」

　商人は困こん惑わくしながらバームに目線を送る。バームは「気にするな、続けろ」と商人の方に手の平を突つき出だした。

「ラルフはウチの家族です！　ラルフの牙きばは、遺族であるウチが持つべきものなんです！」

　商人は手を止め、テーブルに牙きばを戻もどす。面めん倒どう事なら関わり合いになりたくない、そういう態度をしている。

　バームは「やれやれ」とソファーから立ち上がり、ドロシーの方に詰つめ寄よった。

「……お前、何を言っているんだ？　こいつは俺おれがケイオスウルフを倒たおして手に入れたものだ。変な言いい掛がかりをつけないでくれるか？　モンスターを倒たおして手に入れた戦利品は、冒ぼう険けん者に権利が与あたえられる。常識だし、法律でもそうなっている。こいつはケイオスウルフを倒たおして最初に拾った俺おれのものなんだよ」

　バームはドロシーを威い圧あつ的に睨にらみ付つける。

　蛇へびのように鋭するどい眼光。こんなものに間近で睨にらまれれば、少女が恐きよう怖ふを覚えるのは当然。ドロシーはそれ以上の言葉を発せなくなる。

　すると、再びアイリが庇かばうようにドロシーの前に立った。

「違ちがいます！　ラルフさんはドロシーの家族なんです！　ドロシーたちは村でいつも一いつ緒しよに過ごして来ました！　仲良く暮らして来ました！　だから、亡なくなったラルフさんの牙きばは、遺族であるドロシーの許もとに返さなければならないのです！」

　そのアイリの発言をきっかけに、バームは何かに気づいた表情をする。

「……ああ、思い出した。お前、この牙きばのケイオスウルフを倒たおした時に、何やら文句を言って来た村人の中にいたガキじゃないか」

　バームは、アイリの後ろにいるドロシーを見ながら笑う。

「ほうほう、なるほどねえ。確かにそうだな。死んだやつの肉体は遺族の許もとに返してやるのが決まりだな。常識でも、法律でもそうなっている。──でも、それって人間の話だよな？」

　バームは冷たく言い捨てる。

「ケイオスウルフってのはモンスターだよな？　そいつに遺族なんてのはいないはずだが？」

「ラルフはウチにとって大事な弟なんです！」

　今度はドロシーが前に出る。

　バームへの恐きよう怖ふ心よりも、ラルフへの気持ちを優先したのだ。

「あ～あ。またそれか。お前もしつこいなあ。家族だか何だか知らないが、モンスターを倒たおして手に入れた収しゆう得とく品を引ひき渡わたす義務はないはずだが？　こいつはな。苦労して『凶きよう暴ぼうなモンスター』を倒たおして手に入れた『戦利品』なんだぜ？」

「凶きよう暴ぼうなモンスター!?　噓うそをつかないで！　ラルフはあなたたちに何もしなかった！　一方的に痛めつけたのはあなたたちの方でしょ！　目もく撃げきした人たちがみんな言っています！」

　バームは首を捻ひねる。

「んん～？　どうだったかなあ～？　冒ぼう険けん者ってのは毎日モンスターと戦っているからなあ。いちいち雑魚ざこを倒たおした時のことなんて記き憶おくしてないんだよなあ。──ああ、覚えてないってことは、抵てい抗こうしなかった雑魚ざこだって証明になっちまうかな？」

　道みち端ばたでアリを踏ふみ殺した。

　彼かれにとってはそれくらいの感覚なのだ。

　憎にく々にくしい表情でドロシーはバームを睨にらむ。

「おい、おい。何でそんな怖こわい顔してんだ？　ちょっと待てよ。俺おれが何か悪いことしたか？　冒ぼう険けん者がモンスターをどんな風に殺そうが、どんな理由で殺そうが、別に悪いことじゃあないよな？　なあ、お前ら？」

　バームは周りの取り巻きたちに言う。男たちは「そうだ、そうだ」と頷うなずく。

「ああ、お前ら、アレか？　言いい掛がかりをつけて金をせしめようと企たくらんでいるのか？　まさしくモンスタークレーマーってやつかぁ？」

　取り巻きたちがゲラゲラと大笑いする。

「なるほどねえ。裁判を起こすと喚わめき散らして悪評を立て、評判が命の冒ぼう険けん者を脅きよう迫はくし、金をせびろうとしていると。おお、怖こわっ。最近のガキは末すえ恐おそろしいねえ」

「そんなことはありません！　別にお金も欲ほしくありません！　ただ、謝あやまって欲ほしいんです！　そして、ラルフの牙きばを返して欲ほしいんです！」

「そうですよ！　ラルフさんはドロシーの大切な家族だったんです！　それを殺あやめてしまったこと、一言、ちゃんと謝あやまって下さい！」

「だ・か・ら、何で俺おれらが悪いことしたみたいになってんの？　俺おれらはなーんにも悪いことしてないのよ。分かる？　モンスターを倒しただけなの。こいつも正当な方法で手に入れた財産なのよ。汗あせ水みずかいて手に入れた正当な報ほう酬しゆうなのよ。何でそれを渡わたさなきゃいけないのかねえ」

「言っているじゃないですか！　ラルフさんはドロシーの大切な家族なんです！　それを奪うばわれた悲しみがあなたには分からないんですか！」

「プッ」

　必死な様子の二人の少女を見ながら、バームは噴ふき出だす。

「……バッカじゃねえの？　さっきから聞いてりゃさぁ、モンスターが家族って何？　コメディか？　あん？　コメディか？」

　バームはテーブルの上の牙きばを手に持ち、見せつけるように突つき出だす。

「そんなに返して欲ほしけりゃ、力ずくで奪うばってみるか？　大変です、騎き士し様～。強ごう盗とう犯が出ましたよ～」

　ふざけた声で言うバーム。周りの手下たちはまたも大笑いする。

「ぐぐぐっ………！」

　今、ラルフの牙きばはバームに所有権がある。もしもそれを奪うばおうものなら、アイリたちの方が犯罪者となってしまうのだ。

　彼かれらには今、最強の後うしろ盾だてがある。

　法律だ。

　法律がバームたち冒ぼう険けん者を守っている。魔ま法ほうでは決して打ち破れない盾たて。

「さあて、茶番はここいらで締しめようか。──すまないねえ、商談の続きと行こうぜ」

　バームは商人の前にラルフの牙きばを戻もどし、自身もソファーに戻もどる。このままこの商人にラルフの牙きばを売うり払はらい、金に換かえてしまうつもりのようだ。

「……あなたはやはり、ラルフさんの牙きばを返す気も、ラルフさんを殺したことを謝あやまる気もないんですね……」

　アイリは震ふるえ声で言う。

「ああ。そりゃそうだ。俺おれは何も悪いことはしていないんだ。まさか裁判でもするのか？　モンスターを倒たおしただけの何の非もない冒ぼう険けん者を訴うつたえてみるか？」

　──やはりそれしかない。

　ドロシーの言うように、この男には何を言っても通じない。自分の利益だけが大事なのだ。他人の気持ちなんてどうでもいい人なのだ。

　ならば法ほう廷ていで戦うしかない。法ほう廷ていで権利を主張するしかない。

　だが──。

「いいぜ、いいぜ。だったら、やろうぜ、裁判！　こんな馬ば鹿かげた裁判を手伝ってくれる弁護士がいるならなあ！」

　そもそもアイリたちがここに乗のり込こんだのは、裁判をせずに交こう渉しようをするため。誰だれも助けてくれる弁護士がいないから、彼かれらの説得にやって来たのだ。

　結果はどうだ。

　アイリでは何も変えられなかった。むしろ、ドロシーをさらに傷つけてしまっただろう。

　──思いだけでは何も出来ない。

　己おのれの無力さにアイリは絶望するしかなかった。

　何も言えなくなったアイリとドロシーを見ながら、バームも、取り巻きたちも、ゲラゲラと笑い声を上げ続ける。

「さあて、どこにそんな弁護士がいるんだろうなあ!?　教えて欲ほしいねえ！　こんな勝てる見み込こみ０の裁判を請うけ負おってくれる弁護士がよぉ！」

　バームがそう言い放った瞬しゆん間かんだった。




「──何やら楽しそうですね」




　聞き覚えのある声がアイリたちの背後から聞こえて来た。

「……………………え？」

　まさかと思ってアイリが振ふり向むいてみると。

　思った通りの人物がそこに立っていた。

　灰色の頭とう髪はつの弁護士──。

「カーディナルさん……？　どうしてここに……？」

　絶望する二人の少女の前に、キール＝カーディナルが颯さつ爽そうとやって来たのである。

　キールは不敵な笑えみを浮うかべてアジトの入口に立っている。そこからアイリやバームたちをしげしげと観察するように眺ながめている。

「先生……。来て……。来て下さったんですねっ……！」

　この男はいつもそうだった。

　アイリがアルフレッドの手に掛かかりそうになった時だって、自らの危険を顧かえりみず助けに来てくれたではないか。自己中心的で自分の利益になることしか興味のない男。自他そう認めているが、そんなことはない。こうして今回も、こんなところにまで助けに来てくれた。

　アイリは喜びと安心とが混じった笑え顔がおでキールに駆かけ寄よる。

　だが。

　キールは目線を合わせることもなく、アイリの横を素す通どおりする。

「やあやあ！　ようこそおいで下さいました、弁護士先生！」

　アイリとドロシーは呆ぼう然ぜんとする。

　朗ほがらかなムードで、キールとバームががっちりと握あく手しゆを交かわしたからである。

「いつもお世話になっています！　わざわざ足を運んでもらえるとは！　──おい、お前ら酒だ！　さっさと用意しろ！　気が利きかねえやつらだな！」

「へ、へい！」

　どういうわけか、キールはバームから手厚く歓かん迎げいされているのだ。まるで今日の主しゆ賓ひんかのような扱あつかいではないか。

　その理由は、キールと一いつ緒しよにやって来た、彼かれの後ろにいる男の存在で分かった。

「──よぉ、バームぅぅ。３日ぶりくらいかぁぁ？」

　それはアイリも知る人物だった。男はヘラヘラ笑いながら、バームの方に近づいて行く。

　バームもその男を見ながら、釣つられたように嬉うれしそうにニヤつく。

「フン。今回はえらいヘマをしたなあ？　エクレール」

　現れた男は、冒ぼう険けん者のエクレール。昨日の裁判でキールが弁護し、無罪にした男である。

「…………あの人もラルフを殺した冒ぼう険けん者の一人だよ」

　ドロシーがアイリに言う。

　ああ、何ということだろうか。キールが助けた冒ぼう険けん者エクレールもまた、ラルフを殺したパーティーのメンバーだったのである。

　しかも、エクレールはこの一味のナンバー２。バームの相棒のような存在だというのだ。

　迅じん雷らいのエクレール。

　焰えん刃じんのバーム。

　二人はコンビを組み、多くのモンスターを狩かり、多くのダンジョンを攻こう略りやくして来た間あいだ柄がら。ラルフが犠ぎ牲せいになった『レベル上げ』の時も、二人はパーティーを組んでいたのだ。

「しかし、エクレール。まさか、屋や敷しきから逃にげるところを見られていたとはなあ」

「いやあ、マジで危なかったぜ、バーム。俺おれとしたことが、って感じだよ。この弁護士先生がいなけりゃあ、今いま頃ごろ、俺おれは牢ろう屋やに入っちまってただろうなあぁ～。折角お前の考えたナイスな金かね儲もうけのアイディアがダメになっちまうところだったぜぇ」

　彼かれら二人の会話の意味は、アイリにはピンと来ていた。

　バームも、エクレールの詐さ欺ぎに絡からんでいるのだ。そして、やはりエクレールは豪ごう商しようの屋や敷しきからエタニティストーンを盗ぬすんでいた。

　キールは昨日の裁判で『真実』を捻ねじ曲まげたのだ。悪人くろを無罪しろにしてしまったのだ。

「今回は相棒が助かりましたよ。改めて礼を言わせていただきます、弁護士先生」

「いえいえ、とんでもないですよ、バームさん。報ほう酬しゆうさえいただけるのなら、何度でもお救いいたします。それが私の仕事ですからね」

　キールは穏おだやかな笑えみを浮うかべる。これは高額の依い頼らい金を払はらう『お客様』にしか見せない表情である。

「先生……。知り合いだったんですね……。バームさんと……」

　アイリはショックを隠かくし切れない表情で問とい掛かける。

　そこでようやくキールは、アイリの存在を認にん識しきしたように彼かの女じよの方に向き直る。

「ああ、そうだ。彼かれらは優良な顧こ客きやくというやつだよ。冒ぼう険けん者として一流の彼かれらは、いつも俺おれに報ほう酬しゆうを弾はずんでくれるんだ」

　キールはバームたちに雇やとわれた専任の弁護士だという。アイリが助手になる以前から、何度も彼かれらバーム一味を弁護して助けて来ているらしい。

　つまり、過去に行って来たエクレールの詐さ欺ぎ行こう為いも、全てキールが証しよう拠こを揉もみ消けして来たのである。いざ起き訴そされれば、昨日のように法ほう廷ていで『真実』を変えて助け出す。

　そして、バーム一味は詐さ欺ぎで稼かせいだ大金の内から、高額の弁護費をキールに払はらう。

　彼かれらは持ちつ持たれつの関係なのである。

「──ああ、何だっけ？　裁判をするんだったか？」

　バームは呆ぼう然ぜんとするアイリたちの方を見て言う。

「おう。したけりゃするがいいさ。こっちは一向に構わんぞ？　何せこちらには『無敗の弁護士』が付いているんだからなあ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの様子のバーム。

　その隣となりに立つのは──。

　無敗の弁護士キール＝カーディナル。

「………………………っ」

　その光景を目の当たりにしながら、ショックのあまり完全に押おし黙だまるアイリ。

　キールは悪徳弁護士だ。どんな悪人だろうと味方をする男だ。

　たとえ助手であろうと、たとえ今は弟で子しであろうと、アイリと敵対することも辞さない。そういう人間であることを、ここにいる誰だれよりも、アイリ自身が理解している。

「それではどうぞ、弁護士先生。こいつが今回の謝礼です」

　エクレールは、奥おくの部屋から引っ張り出して来たトランクを、キールに手て渡わたした。

　キールが開けると、中には札束がぎっしりと詰つめられていた。それを確かく認にんすると、キールは満足の笑えみを浮うかべる。

「うん、確かにお約束の額のようですね。ありがとうございます、エクレールさん。今回もこんなに沢たく山さんいただいてしまって」

「いえいえ。正当な報ほう酬しゆうですよ」

　どうやら昨日のエクレールの裁判の成功報ほう酬しゆうらしい。キールはこれを受け取りにこのアジトにやって来たようだ。

　目的を達成したキールは、エクレールと握あく手しゆを交かわし「今日はこれで」と帰ろうとする。

「今後ともよろしくお願いしますよ、弁護士先生！」

　バームもエクレールも、清すが々すがしい表情でキールを見送る。

「……さあてと。さっさとこの牙きばを売うり払はらっちまわねぇとなぁ～。これで今払はらった弁護費も多少賄まかなえるだろうぜ、エクレールよ」

「へへっ。そうかよ、バーム。助かるぜ」

　一連の流れを苦々しい表情で見届けるアイリとドロシーを尻しり目めに、バームはゲラゲラ笑いながら、商人の待つテーブルへと戻もどろうとする。

　と、その時。

「──ああ、そうでした、そうでした。ついうっかり忘れるところでした」

　アジトの出口へと向かっていたキールが急に立ち止まった。

　それから「しまった」という顔をしながら、いそいそとバームたちの方へと戻もどって来くる。

「今日はバームさんたちに、手て土産みやげを持って来ていたんですよ」

　持っていた鞄かばんを探さぐりながら、キールは笑え顔がおで言う。

「ほう？　土産みやげですかい？　そいつは悪いですねえ、弁護士先生」

「いえいえ、大したものではありませんよ。どうぞお受け取り下さい」

　バームと商人が取引中の数々のアイテムが並べられたテーブル。

　キールはその上に『手て土産みやげ』を置いた。

「…………ん？　なんすか、コレ？」

　それを見ながら、エクレールはきょとんとする。

　周りの部下たちも訳の分からない物体の登場に困こん惑わくしている。

　キールがテーブルに置いたのは、一枚の封ふう書しよだった。

「……ッ!?　これは…………ッ!?」

　バームと商人だけは血相を変えていた。

　彼かれら二人は、それが何なのか知っているからだ。

「おいおい、何だってんだ、バーム？　実はこう見えて何か高価なものなのか？」

　エクレールが間ま抜ぬけな顔をして尋たずねる。バームは驚おどろきのあまり目を見開いたままだ。

「へへっ。そんなにすげえもんなのかよ？　勿もつ体たいぶらずに俺おれにも教えてくれよぉぉ」

「馬ば鹿かがぁッ！　この天てん秤びんのマークが見えねえのか!?　こいつは裁判所の発行した『仮差さし押おさえ状』だよ！」

「仮差さし押おさえ状……？」

　それを聞いても、エクレールは未まだ理解が出来ていない。それが何なのかも、どうしてバームが差さし迫せまったような表情を浮うかべているのかも。

　慌あわてた様子でバームが封ふう書しよを開けると、その中から仰ぎよう々ぎようしい文字がズラリと並んだ紙が出て来た。

　途と端たん、商人が大きなため息をつく。

「……残念ですね、バームさん。これはこのケイオスウルフの牙きばへの『仮差さし押おさえ命令』のようだ。商談は不成立ですよ」

　キールが持って来た『手て土産みやげ』。

　それは『ラルフの牙きばの仮差さし押おさえ状』だったのだ。

　裁判所が発行した正式な仮差さし押おさえ状であり、法的な問題が解決するまでは財産の処分は出来ない文証。その効力によって、この瞬しゆん間かん、裁判が終わるまで何人もラルフの牙きばを売うり払はらったり、譲じよう渡としたりの自由がなくなったのである。

　裁判所が判断するまでは、ラルフの牙きばは誰だれのものでもない。裁判所の力は絶対だ。一いつ介かいの冒ぼう険けん者が逆らえるものではない。

「おい……。貴様……。何のつもりだ……？」

　バームはキールに詰つめ寄よる。

　先ほどまでの穏おだやかな表情から一転。

　怒いかりの形相をキールに対して浮うかべている。

「はい？　もちろん、裁判のための下準備ですが？　勝手に売うり払はらわれたりしたら、訴そ訟しようが出来ませんからね。あなた方からその牙を取り返すための訴訟がね」

「…………っ！」

　ドロシーが信じられないという表情で息を吞のむ。

「……俺おれは『何のつもりか』と訊きいているんだ。何故なぜ、貴様がそんな行こう為いをする？　ん？　どういう理由でこんなことをするんだ？　んん？」

「彼かの女じよから非常に高額の依い頼らい金を提示されたからです。高い報ほう酬しゆうをいただけるとあれば弁護しますよ。それが私の仕事ですからね」

「…………つまり、あんたはそのガキの肩かたを持つっていうのか？　俺おれたち冒ぼう険けん者ではなく、その小こ娘むすめの方を」

「はい。──それ以外に何か？」

　瞬しゆん間かん。

　バームの目が燃える。

　比ひ喩ゆではない。

　彼かれは身体から紅あかい焰ほのおを発しているのだ。




「　貴様は『こっち側』の人間ではないのかッ！　キール＝カーディナルゥゥゥ！　」




　やがて焰ほのおはバームを覆おおうように激しく噴ふき上あがる。彼かれは灼しやく熱ねつを背負いながらキールに怒ど号ごうを放ったのだ。

　焰えん刃じんのバームのあまりの迫はく力りよくに、相棒のエクレールは思わず一歩下がる。周りで動向を見守っていた部下たちは恐おそれおののいている。

「何故なぜだぁぁ！　何故なぜ、そんな娘むすめの戯たわ言ごとを聞き入れるんだ!?　そいつの言うことがいかに愚おろかしい戯たわ言ごとか、法律の専門家である貴様ならよく分かるだろうが！　そして、これからも俺おれたちの味方をしていれば甘あまい蜜みつを吸い続けられる！　そんなことも理解出来ないほど貴様は愚おろかだったのかッ!?」

　だが、キールは毅き然ぜんとした態度を崩くずさなかった。

「何を勘かん違ちがいされているのか分かりませんが、私に『どちら側』なんてありませんよ。善人だろうと悪人だろうと関係ありません。得だとかどうとか、そんなことも知りません。私は弁護士です。依い頼らいを請うけた者の方に付くだけです」

「お前ェェェ……！」

　状じよう況きようを理解したエクレールも憎にく々にくしい表情を作り、ついさっきまで自分の味方だった男──キールを睨にらむ。

「それでは、バームさん。次は法ほう廷ていでお会いしましょう」

　そう言い残し、キールはアイリたちを伴ともなってアジトの出口へと向かう。

「おい！　タダで帰れると思ってんのか、コラァ！」

　剣けんを抜ぬいてエクレールは部下たちとキールを囲かこい込こもうとするが、

「行かせろ、馬ば鹿かどもがッ！」

　バームがそれを止める。

　彼かれは激しい焰ほのおと怒いかりを自制し、冷静な表情へと変わって行く。

　そして、去り往くキールに向けてこう言い放った。

「……いいだろう。売られた訴訟けんかは買ってやるぜ、無敗の弁護士さんよ。そして、法ほう廷ていで教えてやろう。お前がいかにちっぽけな存在であるかを。俺おれたちと戦うことがお前にとって、どれほど愚おろかしい行こう為いなのか、身をもって分からせてやるよ」

　対してキールは振ふり返かえることなく、そのままバームのアジトを後にした。




　先々前を歩くキールを追いかけるように、二人の少女が彼かれの後ろに付き従う。

「ありがとうございます、先生……」

　道すがら、アイリはキールに感謝の言葉を述べた。

「別に君に感謝される謂いわれはないがね。俺おれはドロシーの依い頼らいを果たすためにここにやって来たに過ぎないんだからな」

「あ、あの、カーディナルさん……。どうしてウチの依い頼らい、請うける気になってくれたんですか……？」

　ドロシーが困こん惑わくしながら尋たずねる。

「俺おれは１パーセントでも勝てる可能性がある依い頼らいなら請うける。ドロシー、君に大金を積まれ、そして勝率が０パーセントでなくなった時点で、君の依い頼らいを拒きよ否ひする理由はなかったのだ」

　冒ぼう険けん者がモンスターを殺したことを罰ばつすることは出来ない。

　だが、ラルフの牙きばを取とり戻もどす訴そ訟しようなら、可能性が低かろうが、勝率は０ではない。

　だから依い頼らいを請うけてやる。

　そういうことらしい。

「勝たせてやるよ。やつらからラルフの牙きばを取とり戻もどし、そのうえで、やつらにラルフを殺したことを謝罪させる。それが君の勝利条件だ。──それでいいな？」

「……っ！　は、はいっ！」

　ドロシーは、キールに対して初めて笑え顔がおを浮うかべ、力強く頷うなずく。

　そのやりとりを見ながら、アイリは微笑ほほえむ。

　本心は不明ながら、キールがアイリたちを颯さつ爽そうと救ってくれたのは紛まぎれもない事実だ。今までずっと弁護して来たというバームたちから寝ね返がえってまでこちらに味方してくれた。

　昨晩、カフェで色々言っていたが、やっぱりこの人は根っこの部分は良いい人なのだと、アイリはキールを見直すことにしたのである。

「さあて、今日から忙いそがしくなるぞ。存分にこき使われると思っておけよ、アイリ」

「望むところですよ！　先生！」

　アイリもドロシーに負けない笑え顔がおで頷うなずく。

　そして、改めてドロシーとラルフのために戦うことを決意するのだった。







　第三章　人にんげんか獣モンスターか　その２




　裁判所の前には、多くの冒ぼう険けん者たちの姿が見えた。力ちから自じ慢まんの戦士に、知ち恵え自じ慢まんの魔ま法ほう使つかい。逞たくましき男性冒ぼう険けん者に、麗うるわしき女性冒ぼう険けん者。多様な冒ぼう険けん者たちがゾロゾロと集まって来ている。

　この光景に対し、アイリ＝カーボムは戸と惑まどいを見せていた。キール＝カーディナルの助手を始めて以来、すっかり見慣れたはずのこの場所が、今までとは雰ふん囲い気きが異なるからだ。

　かつて見たことのないような冒ぼう険けん者の人だかりが殺さつ到とうしているのである。これでは、まるで裁判所ではなく、ダンジョンの入口ではないか。

「……大だい丈じよう夫ぶですか、ドロシー？」

　アイリの隣となりに立つドロシーの顔色は青い。

　冒ぼう険けん者の多さもそうだが、裁判所の独特の空気は、ドロシーにとっては今日初めて体感するもの。その空気に当てられたせいだろうか。それとも極度の緊きん張ちようからだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶだよ、アイリ」

　ドロシーは何とか笑え顔がおでアイリの問とい掛かけに応えてみせる。

「今日のために、アイリもカーディナルさんも、ずっと頑がん張ばって来てくれたんだもん。ウチだって、ラルフのために、頑がん張ばって法ほう廷ていで証言をするよ。見ていてね、アイリ」

「ドロシー……！」

　アイリはドロシーの手を取った。二人はぎゅっと手を握にぎり合う。親友のような、あるいは戦友のような連帯感が二人の少女にはあった。これまでの数日間、一つの目的のために苦楽を共にして来たからだろう。

　今日はドロシーの起こした裁判の初日である。アイリはキールに付き従い、今日の日の準備を進めて来た。いつもならキールに無理やり引っ張られる調査も、率そつ先せんして自ら動き回った。ハナシャ村での聞きき込こみ。モンスターの出しゆつ没ぼつする森の中の現場検証。自分が出来ることは全部やったつもりだ。

　キールは既すでに裁判所の建物内にいる。アイリはドロシーを裁判所ここへ案内するために一いつ緒しよにやって来たところだ。

　法ほう廷ていでの戦いはキールの独どく壇だん場じようだ。アイリも調査の手伝いなら出来るが、一歩、法ほう廷ていに入れば何も出来ない。ここから先は彼かれの戦いなのだ。

　アイリがドロシーのために出来ることは、キールの勝利を信じることのみ。

「安心して下さい、ドロシー。先生なら必ずやり遂とげてくれますから」

　アイリからの力強い言葉に、ドロシーは大きく頷うなずく。

「どうか一言だけでもいただけますか！」

　向こうから人だかりが近づいて来る。

「裁判を目前にした感想をお願いします！」

「ダンジョン攻こう略りやくに挑いどむ前と比べていかがですか!?」

　報道記者たちだ。ガイナース王国の人々に『真実』を伝える者たち。

　それに囲まれているのは──。

「バームさん！　お願いします！　今のお気持ちを、一言だけでも！」

　バームとエクレール。その後ろには強面こわもての冒ぼう険けん者が三人。

　ラルフを殺したパーティーの面々である。

　彼かれら全員がこの裁判の被ひ告こくなのだ。中でもバームは有名冒ぼう険けん者。その分、世間の食いつきも大きいだろうし、記者たちはインタビューを行おうと必死な様子である。

「コメントは差さし控ひかえさせていただきます」

　彼かれらの弁護士であろう男が、バームたちを庇かばうようにしながら、裁判所内へと進んで行く。腕うでっぷしの強い冒ぼう険けん者たちが、ここでは弁護士に守られる存在だということが見て取れて、何とも印象深い場面だった。

「……おい」

「ああ」

　バームとエクレールが、アイリとドロシーの姿に気づいた。弁護士の後ろで彼かれら二人は、アイリたちの方を見ながら、揃そろってニヤニヤと嫌いやらしい笑えみを浮うかべる。

　──俺おれたちがお前らなんかに負けるわけないんだよ。

　そういう余よ裕ゆうたっぷりの表情であった。キールの強さは弁護を受けて来た彼かれら自じ身しんがよく知っているはずだが、どこからそんな自信が湧わいて来るのだろうか。

　この時点では、その理由をアイリが知ることはなかった──。
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　法ほう廷てい内でも、アイリは外と同じ『違い和わ感かん』を覚えた。どこからか聞きつけた野次馬なのか。あるいはバーム側が呼んだ仲間なのだろうか。ざっと見た限りでも傍ぼう聴ちよう席に座すわる人間の大半が冒ぼう険けん者なのである。

　今日、助手として出しゆつ廷ていしているアイリは、原告側の席に座すわっている。アイリの隣となりにはキールとドロシー。二人とも静かに開かい廷ていを待っている。

　やがて、裁判長から開かい廷ていの合図がなされた。途と端たん、傍ぼう聴ちよう席の冒ぼう険けん者たちが静まり返る。

「原告代理人のキール＝カーディナルです」

　開かい廷てい後、キールが名乗ると、傍ぼう聴ちよう席が色めき立つ。皆みながキールという弁護士の評判を知っているからだろう。中には彼かれが過去にバームやエクレールの弁護をしていたことを知っている者もいる。それが今回は、彼かれらの敵側に回っていることに驚おどろきを見せているのである。

　最初にキールは、原告のドロシーの代理人として、この裁判を起こした理由を述べる。

　バームたち一行が倒たおしたケイオスウルフ──ラルフはハナシャ村の村人の一員であり、原告ドロシーにとって大事な『家族』だったこと。

　ドロシーにとっていかにラルフが大切な存在だったか。その大事な家族を奪うばわれたドロシーや、ハナシャ村の人々の悲しみがいかに深いかを法ほう廷てい全体に説いた。

　そしてこう告げる。

　冒ぼう険けん者バームたちは、ラルフの遺体──ラルフの牙きばを不当に持ち去ったのだと。

　バームのパーティーは速すみやかにラルフの牙きばを遺族であるドロシーに返へん却きやくすること。ラルフを殺あやめてしまったことを正式に謝罪すること。

　それらを被ひ告こく側に要求した。

　法ほう廷ていの被ひ告こく席では、バームもエクレールも堂々と座すわっている。キールが話している間、彼かれらが何かしらの反応を見せることはなかった。「そんなこと俺おれたちが知るか」と言わんばかりの態度である。

　原告側キールの冒ぼう頭とう弁論が終わると、バームらの弁護士が立ち上がった。

　弁護士の名前は、カルヴァドス。

　年ねん齢れいはキールの倍以上で、キャリアも相当上だ。歴戦の弁護士である。丸眼鏡に短く揃そろえた短たん髪ぱつ。いかにも博識ぶった雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。主に冒ぼう険けん者ギルドなど、大きな法人の弁護を専門としている彼かれなのだが、今日はバームたち小さなパーティーの弁護を請うけ負おっている。

　まただ。

　このことでアイリはまた『違い和わ感かん』を覚えてしまう。

「──先にお断りしておきますが、今から私は『当たり前のこと』をお話しします」

　カルヴァドスは、バームたちのすぐ横で、ゆっくりと語りを始める。

「『モンスターを殺すことは合法』であります」

　良く通る堂々とした声だ。それだけで彼かれの発言に説得力を感じさせる。

「そのことは、王国の法律ではっきりと示されています。まず、刑けい法ほうにモンスターを殺あやめることを罰ばつする条文は存在しません。刑けい法ほうが定めているのは、人間を殺した者を罰ばつする内容だけです。そして、冒ぼう険けん者保護法では『モンスターを倒たおす手段・事由に制限を設けない』とはっきり宣言されています。自己防衛。戦せん闘とう訓練。狩しゆ猟りよう目的。どのような理由であろうとも、冒ぼう険けん者がモンスターを殺あやめる行こう為いには何の違い法ほう性も存在しないのです」

　被ひ告こく・バーム側の弁護士・カルヴァドスは当然のように、モンスターを殺したバーム一行には何の非もないことを法律の条文に照らし合わせながら説明して行く。

　モンスターを倒たおすことは冒ぼう険けん者の仕事であり、法律で保障された権利なのだ。説明するまでもない、それはごくごく当然の常識。

　ただし、使い魔まや家か畜ちくとしてモンスターを使し役えきする者がいるので、過去の判例に『器物破損罪』が成立したケースがあることをカルヴァドスは補足説明した。

　そのうえで、今回、ラルフが村人たちに大事に飼われていた事実を、バームたちが知る由よしもなかったことを解説する。

「当時、ラルフと呼ばれるケイオスウルフは、ハナシャ村のはずれ、森林地帯にいました。これはモンスターの出しゆつ没ぼつする危険エリアです。そんな場所で凶きよう暴ぼうな魔ま物もので有名なケイオスウルフと対面し、これを倒たおす行こう為いのどこに過失がありましょうか？」

　村の中ならまだしも、バームたちは森でラルフと遭そう遇ぐうしており、自衛のために攻こう撃げきをするのは当然の行こう為い。つまり、バーム一行の行こう為いには過失などどこにもなかった。

　カルヴァドスはそう主張しているのだ。

「そして、ケイオスウルフを倒たおして手に入れた遺体の一部、今回で言えば『ケイオスウルフの牙きば』は最初に手にした彼かれらのものです。これも法律の条文にはっきりと明記されています。ケイオスウルフ死亡時、バーム一行が最初にその牙きばを手にしたことは、多くの目もく撃げき者の証言によって確定した事実です。これを否定することは出来ません。明らかに彼かれらに権利のあるアイテムなのです」

　最後に強調して言う。

「──ケイオスウルフの牙きばは、バーム一行の『戦利品』であります。彼かれらにのみ権利があり、原告へ引ひき渡わたす必要はありません」

　言い終えたカルヴァドスが静かに席に着くと、キールが再び立ち上がった。

「分かりました。それでは、我々原告側は、原告にラルフの牙きばを持つ権利があることを証明するために、ラルフを殺あやめた被ひ告こくたちに明らかな『過失』があったことを証明いたしましょう。そのためにまず、証人を召しよう喚かんします」

　キールの要よう請せいに従って証人が証言台に立つ。

　ちょび髭ひげを生やした小太りの男性。ドロシーの故郷、ハナシャ村の酒場の店主である。

「ラルフが殺された事件のあった日、バームさんたちのパーティーは、あなたの店に立ち寄っていたそうですね」

「はい。私の店は村の出入口付近にあり、森のモンスター狩がりに向かう冒ぼう険けん者たちがよく休息に訪おとずれる場所です。彼かれらパーティーもその例外ではありませんでした」

「被ひ告こくたちは、店の中でどのような話をされていましたか？」

「私は彼かれらに森へ入る最短のルートを尋たずねられました。レベル上げとお金になるモンスターの素材を手に入れるのが目的だとか、その時、話されていましたね」

「なるほど。──ところで、その日、あなたの店にはラルフも来ていたそうですね？」

　キールは、被ひ告こく席のバームたちをちらりと見てから、証言台の店主に尋たずねる。

「……はい。ラルフはお使いで私の店に葡ぶ萄どう酒しゆを運んで来てくれたのです。それは週に２回ほどやってくれていた彼かれの仕事の一つでした」

　ラルフのことを思い出したのか、店主は少し涙なみだぐんで言葉を上ずらせる。

「バームさんたちはラルフの存在には気づかれていましたか？」

「はい。気づかれていました。私に『何でモンスターが出入りしているんだ？』と訊きかれましたので説明しました。ラルフはハナシャ村の一員なのだと」

「つまり、バームさんたちはラルフが『特別なモンスター』だと認にん識しきしていたということですね？」

「その通りです。絶対に人を襲おそわない温おん厚こうな性格であることもきちんと説明しましたし、納なつ得とくもされていました。そして、ラルフはいつもバンダナを首に巻いていました。仮に森の中で遭そう遇ぐうしていたとしても、あれを見れば普ふ通つうのケイオスウルフではなく、ラルフだということは一目で認にん識しき出来たはずです」

　酒場の店主は、バームたちを睨にらみながら言い切った。キールは裁判官たちの方を向く。

「裁判官の皆みな様さま。被ひ告こくたちはラルフが村にとって大事な存在であることを認にん識しきしていたのです。それを知ったうえでラルフを殺害してしまった。これは重大な過失です。──いえ、違ちがいますね。知っていたうえで殺したのですから、故意によるものです。彼かれらはラルフをあえて狙ねらって殺害したのです」

　キールは熱っぽく主張する。

「彼かれらはラルフが村で暮らしていたことも、温おん厚こうな性格であることも認にん識しきしていた！　無害なモンスターだと知っていたのです！　にもかかわらず、被ひ告こくたちはラルフを殺しました！　それは何故なぜでしょうか？　強さや過程など関係なく『ケイオスウルフを倒たおした』という結果さえあれば、冒ぼう険けん者ギルドから評価を得られるからです。獰どう猛もうな野生のケイオスウルフではなく、温おん厚こうなラルフなら簡単に倒たおせると知っていた彼かれらは、あえてラルフを狙ねらって殺害したのです！　楽にレベル上げをしようという彼かれらの身勝手な理由でラルフは命を奪うばわれたのです！」

「異議あり。原告代理人は憶おく測そくで話しています。バーム一行にラルフが特別なケイオスウルフだと認にん識しき出来る機会があったとしても、故意で殺害したという証明は出来ません。明らかに話を飛ひ躍やくさせています」

　カルヴァドスが冷静な口調でキールの熱弁を止める。

「異議を認めましょう。原告代理人、憶おく測そくで話すのは止めて下さい」

「申し訳ありません、裁判長。それでは憶おく測そくではなく、事実を元にお話をしましょうか。被ひ告こくたちの過去についてです」

　キールは裁判長から注意を受けても、めげる様子をおくびにも出さずに、すぐに弁論を再開する。

「被ひ告こくらパーティーは、無益な殺せつ生しようを数多く重ねてきた過去があります。ゲーム感覚で非力なモンスターを殺し回ったこともある。『ツアー』などと称しようして、何体モンスターを殺したか、その数を競きそい合あったのです。その時、殺あやめられたのは、無害と言っても良い弱いモンスターばかりでした。また、モンスターがどれくらいで死ぬのか残ざん酷こくな実験をしていたこともある。当時の状じよう況きようを目もく撃げきした冒ぼう険けん者から聴ちよう取しゆしました。バーム一行は、わざわざモンスターの四し肢しを捥もいで放置し、酒を飲みながら観察したのです」

　気分を害したのか、傍ぼう聴ちよう席では女性の傍ぼう聴ちよう人がハンカチで口元を抑おさえながら法ほう廷ていを出て行く姿がある。

「……そして今回の件です。村人や他のパーティーの冒ぼう険けん者からも証言が取れています。被ひ告こくたちはラルフを散々に痛めつけて嘲あざ笑わらいながら殺していた、と」

　ドロシーが辛つらい表情をするが、耳を押おさえようとはしなかった。キールの話を受け止め、逃にげずに立ち向かおうとしているのだ。

「ラルフはあなた方に何の危害も加えなかった！　攻こう撃げきもしなかった！　ただ、逃にげただけなのです！　それなのに、あなた方はラルフを追いかけ回し、剣けんで切り刻み、炎ほのおの魔ま法ほうで焼いた。彼かれの牙きばを奪うばい、ギルドから評価を得て、レベルを上げるために。……そうです！　己おのれの欲望を満たすためだけに、ラルフの命を奪うばったのです！　果たして本当の『モンスター』はどちらなのでしょうかッ！」

　キールからの激しい非難に、バームもエクレールも初めて反応をする。傍ぼう聴ちよう席から冷たい視線が飛んで来るのを感じたからだろう、先ほどまでの余よ裕ゆうのある表情から、しかめっ面つらを浮うかべているのだ。

「優やさしいラルフは殺され！　残ざん虐ぎやくな彼かれらは何の処しよ罰ばつも受けない！　こんなことが許されるのでしょうか!?」

「異議あり」

　そこで再びカルヴァドスが口を挟はさむ。

「被ひ告こくたちの過去は本件の審しん理りとは関係のないものです。そして、どのような状じよう況きようであれ、どのような事由であれ、先ほど説明しました通り、ケイオウルフを殺した彼かれらを罰ばつする法律は存在しません。いかにラルフというケイオスウルフが村人たちから愛されていたとしても、法律上、野生のモンスターに過ぎないのです。心情的にはどうであれ、バームら一行がそのことを罰ばつせられることは、絶対にないのです。それがこの国の法律なのです。それを否定することは、少なくとも、この法ほう廷ていでは不可能です」

　裁判官たちが頷うなずく。カルヴァドスの意見を肯こう定ていしているようだし、天てん秤びんを傾かたむかせることは出来なかったようだ。

　ただ、この流れは、キールにとっては完全に想定内のことである。今のやりとりは、あくまで後の布石。心証操作が狙ねらいだ。

　冒ぼう険けん者のモンスター殺し自体を罰ばつすることは出来ない。そんなことは分かりきっていることだ。この裁判は刑けい事じ裁判でもないし、端はなからそれを追つい及きゆうするものではない。最終的な着地点は、ラルフの牙きばがどちらに権利があるかをはっきりさせること。そのために相手の評価を落とし、尚なお且かつ少しでもこちら側に同情的な視線を集め、審しん理りを優位にしようという、キールの作戦なのである。

　そして、さらなる同情を集めるために。

　キールは証人として、原告本人を──ドロシーを証言台に立たせる。

「ドロシーさん。あなたはラルフとどのように出会ったのですか？」

　ドロシーは緊きん張ちようした面おも持もちをしているが、はっきりとした強い口調で答える。

「ウチがまだ４歳さいの時のことですが、今でもはっきり覚えています。親を失った赤ちゃんのラルフは、ハナシャ村の人たちに森で拾われ介かい抱ほうされました。すっかり衰すい弱じやくしていて、初めて会った時のラルフは、こんなにも小さかったです……」

　その時のことを思い出しているのか、慈いつくしむような表情をドロシーは浮うかべている。

「それからラルフはウチの家で育てられました。元気になったら森へ帰す予定でしたが、ラルフとウチはすっかり仲良くなり、最初はラルフが村にいることに反対していた人たちとも打ち解けるようになり、それからずっと一いつ緒しよに暮らして来ました」

　彼かの女じよはラルフとの思い出を赤せき裸ら々らに語り出す。

　一いつ緒しよに野山を駆かけ回まわったこと。川で水遊びをしたこと。子どもたちだけで探検をして、大人たちに[image: 叱]しかられたこと。

　ラルフはドロシーの作る料理が大好きだった。食べると尻尾しつぽを振ふって喜んでくれて、嬉うれしそうにドロシーの顔を舐なめてくれた。

「ウチが森で転んで擦すりむいた時も、傷口を舐なめてくれました。ウチが大きな怪け我がをした時、ラルフが村の人を呼んでくれたお蔭かげで命が助かったこともありました」

　嬉うれしい時も、辛つらい時も、どんな時も一いつ緒しよだった。

　そんな存在が突とつ然ぜんいなくなった……。

「もう一度、もう一度、ラルフと会いたい……。もう一度抱だきしめて、その毛並みを撫なでてあげたい……。ラルフの鳴き声が聞きたい……」

　ドロシーは「大事な家族を返して」と涙なみだを流し出した。嗚お咽えつを抑おさえきれず、とうとう証言台の前でしゃがみ込こんでしまう。

　法ほう廷ていは静まり返っている。皆みな、居たたまれない表情だった。バーム側であろう冒ぼう険けん者たちの中にも涙なみだを拭ぬぐう者がいる。

　しゃがみ込こんだままそれ以上言葉にならないドロシーの側に、キールが歩み寄った。

「……亡なくなった命は絶対に戻もどりません……。どんな魔ま法ほうを使おうとも、ラルフの命を返すことは出来ません……。ですが、彼かれらには返すことの出来るものがあります」

　ドロシーに手を差さし伸のべ、キールは彼かの女じよを助け起こす。それからキールは、ドロシーの隣となりでバームたちの方を見ながら言い放つ。

「そうです。ラルフの牙きばです。大切な家族をドロシーから奪うばった彼かれらは、せめてその亡なき骸がらを返す義務があるのではないのでしょうか？」

　キールは裁判官たちに向き直り、訴うつたえるような視線を送った。

　場の雰ふん囲い気きは、間ま違ちがいなくドロシーへと傾かたむいている。キールの思おも惑わく通り、ドロシーへと同情的な視線が集まっているのだ。バームへ批判的な視線を向ける者も多い。

　ほとんどの人間が、ドロシーにラルフの牙きばの権利を与あたえるべきだと思わされている。人々の『真実』が動き始めている。

　──後は判決を決める裁判官たちの心もそちらに導くだけ。

　このまま法ほう廷ていは、キール有利に進むかと思われた。

　だが。

　相手弁護士のカルヴァドス。

　彼かれのドロシーへの反対尋じん問もんにより、その空気は一変することになる──。

「ドロシーさん。あなたは問題のケイオスウルフ──ラルフとハナシャ村で仲睦むつまじく暮らし来ました。これは間ま違ちがいない事実ですね？」

　カルヴァドスは証言台に立つドロシーに向かって確かく認にんするように言う。原告席へと戻もどったキールはその様子を真顔で観察する。

「そしてラルフは人じん畜ちく無害である。一いつ緒しよに遊ぶことも出来たし、村の仕事をすることも出来た。言葉が通じなくとも、人間と変わらない生活を送っていた。だからラルフは村人の一員であり、自分の家族である。家族であるラルフの遺品は自分のものである。そう仰おつしやるわけですよね？」

「……はい」

　決して威い圧あつ的な表情でも、声こわ色いろでもない。

　だが、ドロシーはカルヴァドスの言葉にたじろいでしまう。

　あまりにポーカーフェイス過ぎるのだ。丸眼鏡の奥おくに見える瞳ひとみは何を考えているのか一いつ切さい分からない。どういう意図を持って今の質問をしているのか全く読めない。

　ドロシーは助けを求めるように、原告席に座すわるキールの方を見る。

　彼かれは無言でドロシーを見み据すえている。証言台に一人で立つ今、アドバイスをドロシーが受け取ることは出来ない。今この場は、自分の力で乗り切らなければならないのだ。

「確かく認にんします。ラルフは危険のないモンスターなのですね？」

「え、あ、はい。ラルフは村の人や家か畜ちくがモンスターに襲おそわれているのを守るために戦ったことはありますが、その牙きばを人間に向けたことは一度もありません」

　ドロシーは自信を持って答える。

「人間を襲おそったことがないので危険がない。つまり、ラルフは人間にとって無害である。そう主張されるわけですね」

「はい、間ま違ちがいありません」

　ドロシーの強い意志を持った眼まな差ざしを見ながら、カルヴァドスは「なるほど、なるほど」と頷うなずく。




「あなたは噓をついていますね」




　カルヴァドスは唐とう突とつにそう言い放った。

　傍ぼう聴ちよう席が一気にざわつく。

「…………え？」

　ドロシーは咄とつ嗟さに反応が出来ない。

　原告席から見守るアイリは、動どう揺ようを誘さそう作戦かと推察する。今の質問への受け答えもだが、証言台に立ってからドロシーは一言も噓うそなんてついていない。

　──アイリの知る限りは。

「あの、ちょ、ちょっと待って下さい……。う、噓うそ？　ウチは噓うそなんて──」

「ラルフは人に決して危害を加えないモンスターである。あなたはそう仰おつしやっていますが、それは明らかな噓うそですよね？」

「…………ッ!?」

「異議あり」

　大きく動どう揺ようするドロシーを助けるため、キールが異議を申し立てる。

「原告は噓うそなどついていません。ラルフは確かに村で人々と共生していました。誰だれ一人ひとり、ラルフに危害を受けたものはいません。全ての村人に質疑応答をしました。ラルフが人を襲おそうことのない危険のないモンスターなのは確定した事実です」

「いいえ、それこそが噓うそなのです」

　カルヴァドスはすぐに答える。

「何故なぜなら、ラルフは過去に罪もない村人に大怪我を負わせたことがあるからです」

「!?」

　ドロシーは目を泳がせる。

「異議あり。被ひ告こく代理人は根こん拠きよのない発言をしています」

「根こん拠きよならあります。証人がいるからです。その証人は明日の法ほう廷ていに召しよう喚かんする予定です。10年前までハナシャ村に住んでいた者です。残念ながら、彼かれには口裏合わせが出来なかったようですね。今はガイナース国外で暮らしている人物ですから、接せつ触しよくが出来なかったのでしょう。我々被ひ告こく側は、その人物を発見・接せつ触しよくすることに成功しましたが」

　キールが眉まゆをひそめる。

　この法ほう廷ていに初めて、キールにとって想定外の事態が舞まい込こんで来たのである。

「そして、ラルフが怪け我がを負わせた相手ですが。──ドロシーさん。あなたですよね？」

　傍ぼう聴ちよう席がより一層大きくざわつく。

　アイリも傍ぼう聴ちよう人たちと同じ反応だった。「信じられない」という表情で証言台のドロシーを見つめている。

　全くの初耳である。村人たちはおろか、ドロシー本人の口からも、そんな事実をアイリは一度も聞いたことがなかった。

「あなたはラルフに咬かまれ、大怪け我がを負ったことがあるんですよね？　その怪け我がによって、生死の境を彷徨さまよった。それほどの大怪け我がをあなたはラルフに負わされたことがある。この裁判を有利に進めるために、その事実を隠かくされていたのですよね？」

　カルヴァドスは相変わらずの無表情でドロシーをジッと見つめる。

「証しよう拠こもありますよ。ドロシーさん。あなたの身体には、その古傷が今でも残っているのですよね？」

「……………っ」

　カルヴァドスの言葉に、反射的にドロシーは自分の肩かたを押おさえる。

　その様子を見ながら、アイリは思い出した。

　浴室でドロシーの裸はだかを見た時、彼かの女じよの肩かたには痛々しい傷きず跡あとが残っていた。ドロシーはそれを森に出しゆつ没ぼつするモンスターから受けたものだと説明していた。

　だが、カルヴァドスによれば、あれはラルフから受けたものだというのだ。

「今この場でその傷を見せろ、とまではもちろん言いません。あなたには尊厳がある。ですが、それは明確な証しよう拠こです。原告はラルフが人を襲おそったことがないと証言されていますが、それは噓うそなのです。ラルフは人に怪け我がをさせることもあるモンスターなのです」

　アイリは大きなショックを受ける。

　これが事実だとすれば、ドロシーが自分に噓うそをついてまで隠かくしていた秘密だからだ。

　このことをキールは知っていたのだろうか。カルヴァドスが指し摘てきするように、裁判を有利にするために、ドロシーにも村人にも、その過去を隠かくさせていたのだろうか。

　どちらにせよはっきりしていることは──。

　ドロシーの噓うそが、相手の弁護士カルヴァドスの手によって暴かれてしまったということ。

　それは裁判官たちからの信用を大きく損そこなうことだし、傍ぼう聴ちよう人たちからの同情的な視線がさっと消きえ失うせて行くのを肌はだで感じられた。

　カルヴァドスの追つい及きゆうは止まらない。

「もう一つ、質問をいいでしょうか？　ドロシーさん。あなたは今回の裁判の費用をどのように用立てたのでしょうか？」

「異議あり。本件の審しん理りとは関係のない質問です」

　すかさずキールが口を挟はさむ。

　一見、関係のない質問だが、確実に意味がある。それをみすみす見み逃のがすわけにはいかない。

「裁判長。これは証人のこれまでの証言の信用を計るための大切な質問です。どうか質問の許可を」

　カルヴァドスは真まっ直すぐな姿勢で頭を下げる。機械的な動きで不気味にも感じる。

　二人の弁護士をそれぞれ見み据すえ、裁判長は裁定を下す。

「……原告側の異議を却きやつ下かします。証人は質問に答えて下さい」

　キールは何も言わず、特に不満を顔に出すこともなく、席に着く。

　ただ、すぐ横に座すわるアイリにだけは見えていた。キールがイライラした様子で足を揺ゆすっているのが。彼かれがこんな姿を法ほう廷ていで見せるなんて、アイリの知る限りでは初めてのことだった。

「ドロシーさん、改めて質問をします。あなたはどうやってこの裁判の費用を用意したのでしょうか？　少なくない費用が必要だったかと思いますが、失礼ながら、小さな村の普ふ通つうの村娘むすめであるあなたに、それ程ほどの収入があるとは思えません。何か特別な手段が必要だったのではないですか？」

「……裁判の費用は村のみんなから集めました。みんなラルフのためにお金を出すことを惜おしみませんでした」

「なるほど、村人全員から集めたと。それで高い弁護費を払はらうことも出来たわけですね。ですが、それだけではないんですよね？」

　カルヴァドスの言葉にドロシーは苦々しい表情を作り、黙だまり込こんでしまう

「分かりました。質問の仕方を変えましょうか。ドロシーさん。あなたは今回の裁判の費用を用立てるために『魔ま王おう信徒』と接せつ触しよくしましたよね？」

「ッ!?」

　傍ぼう聴ちよう席が、これまでで一番ざわつく。

　アイリが大いに驚おどろきながら横を見てみると、キールも信じられないといった表情で目を見開いていた。

『魔ま王おう信徒』とは、モンスターや魔ま王おうの復権を訴うつたえる、反社会的なカルト集団のことだ。

　かつて魔ま王おうはモンスターを使し役えきし、世界を手中に収めんとした。『魔ま王おう信徒』たちはその行こう為いを支持する者たちの総そう称しよう。そもそも世界はモンスターを中心とすべきで、人間が支配する現状の在り方は自然の摂せつ理りに反するという主義の下に活動している集団を指して言う。

　カルヴァドスは、今回、ドロシーが裁判費用を用立てるため、その『魔ま王おう信徒』に接せつ触しよくしたと主張しているのである。

　──モンスターを殺した冒ぼう険けん者を訴うつたえる訴そ訟しよう。

　それに『魔ま王おう信徒』が味方をしてもおかしくはない。

「ドロシーさん。あなたには黙もく秘ひ権がある。どうしてもお答えになりたくなければしなくてもいい。とはいえ、隠かくしたところで、すぐに暴かれる事実でしょうが」

　カルヴァドスは証言台のドロシーに近寄り、間近でプレッシャーを与あたえてくる。

　キールは何も言おうとしない。ただ黙だまって証言台の方を見ている。ここで異議を申し立てることは逆効果なのだ。ドロシーにとって不利な質問をされているのを認めることになる。今は黙だまってやり過ごすしかない。

「そうです。先ほどのラルフがあなたを襲おそった件と同じことです。証人をお呼び立てすればすぐに明かされる事実なのです。隠かくせば隠かくすほど、あなたの印象は良くない。ドロシーさん。そうは思いませんか？　あなたは『魔ま王おう信徒』と接せつ触しよくした。それは事実なのですか？」

　カルヴァドスから追つい及きゆうを受け続けるドロシーを、キールは無言で睨にらみ付つける。

『何も答えるな』

　そう視線で訴うつたえ掛かけることしか出来ない。

　だがドロシーは、キールの思おも惑わくとは裏腹に、その言葉を口にしてしまう。




「………………事実です」




　また、アイリにだけは見えていた。

　キールが裁判官にも傍ぼう聴ちよう席にも見えないように、机の下で拳こぶしをギュッと握にぎり締しめているのが。

「で、でも『魔ま王おう信徒』からお金は受け取っていません！　村の近くに彼かれらの集会場があるのを知っていたので訪ねただけです！　本当です！　話を聞いてもらっただけです！　この裁判の費用に使ったのは、村のみんなから集めたお金だけです！」

　キールは黙だまって首を横に振ふる。

　口にはしないが「何ということだ……」という表情で。

　──『魔ま王おう信徒』と接せつ触しよくした。

　この事実だけでも大きな逆風となるからだ。

　誰だれしもが知る反社会組織。それと一時でも繫つながりを持った人間への信用は低い。

　アイリはショックのあまり、今すぐにこの法ほう廷ていから立ち去りたい気分だった。

　ドロシーが『魔ま王おう信徒』と接せつ触しよくしていた事実もそうだが、彼かの女じよがその事実を友人である自分にさえ隠かくしていたことは大きな衝しよう撃げきである。

　そして、反応からして、キールも知らなかった事実のようだ。知っていたのなら、彼かれは勝利のために揉もみ消けしに走ったことだろう。ドロシーと口裏を合わせて、絶対に法ほう廷ていで肯こう定ていしないように段取りを取っていただろう。

　つまり、ドロシーは自分の弁護士であるキールにも噓うそをついていたのだ。

　依い頼らい人からの裏切りにも等しい行こう為いによって、無敗の弁護士キール＝カーディナルが追おい詰つめられているのだ。

「──皆みな様さま。この裁判は『個人と個人の争い』などではありません。国家そのものを護まもるための裁判なのです。『魔ま王おう信徒』やモンスターを支持する者たちから、この国の人々全てを護まもるための裁判なのです」

　ここぞとばかりにカルヴァドスは続ける。

「確かに問題のケイオスウルフ──ラルフは比ひ較かく的てき安全なモンスターだったのかもしれません。被ひ告こくたちによって討とう伐ばつされる程ほどの危険はなかったのかもしれません。しかし、モンスターであることに違ちがいはないのです。一人の少女の言葉に惑まどわされてはいけない。元来、モンスターは人を傷つけるものです。人に害を与あたえるものなのです」

　カルヴァドスの言葉に、傍ぼう聴ちよう人たちは一様に頷うなずく。席の大半を占しめる冒ぼう険けん者だけではない。非冒ぼう険けん者の一いつ般ぱん民衆もカルヴァドスの言葉に同意しているのだ。

　ドロシーへの同情で心を動かされかけたが、やはり彼かの女じよの訴うつたえを認めてはいけない、と。

「一見、原告は大切な存在を奪うばわれた悲劇の少女、なのかもしれません。──ですが、彼かの女じよのこの訴うつたえを許容すれば、モンスターを倒たおすという当たり前の行こう為いが否定されてしまう。モンスターを倒たおすことを生なり業わいとする冒ぼう険けん者たちの権利は脅おびやかされ、同時に人々の平和も脅おびやかされるのです」

　カルヴァドスは丸眼鏡をクイッと上げ。

　裁判官に向けて言う。

「裁判官の皆みな様さま、冷静に、どうぞ冷静にお考え下さい。モンスターの戦利品を原告に引ひき渡わたすことは、被ひ告こくの非を認めたことになり、延ひいてはモンスターの権利を認めるのと同義なのです。モンスターの権利を認める行こう為いがいかに危険なことか、審しん理りの際、十二分にご検討いただきたい」

　保護されるべきは『人間』か『モンスター』か。

　カルヴァドスはそう問とい掛かける。
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「──いやあ、見事な采さい配はいだったね」

　初日の公判が終わり、裁判所を出ると、キールは苦笑いを浮うかべながら言う。

　明日の公判に備えて、一いつ旦たん、事務所の方へと戻もどるところだ。後ろにはアイリとドロシーも付き従っている。

　二人の少女の表情はあまりに重苦しい。今日のことは忘れて切きり替かえて行こう──という雰ふん囲い気きではなかった。

「あのカルヴァドスという弁護士、やり手と評判だからね。冒ぼう険けん者ギルド御ご用よう達たしのベテラン弁護士だよ。無敗とまではいかないが、相当の実力者だ。いやはや、してやられたって感じだよ。味方の中に敵を紛まぎれ込こませて来るとは」

　重要な事実を隠かくしていたドロシーを皮肉交じりに責めるキール。

　──ラルフがドロシーに怪け我がをさせたという過去。

　──ドロシーが『魔ま王おう信徒』に接せつ触しよくしたという過去。

　どちらも重大な秘密だが、どちらもキールは知らされていなかった。事前に打ち明けられていたら対たい抗こう策も用意出来たが、そんな準備は一いつ切さいしていなかったし、カルヴァドスからの口こう撃げきをただ黙だまって受けるしかなかった。

「ごめんなさい……。言えばきっと、ウチの依い頼らい、請うけてもらえないと思ったから……」

　ドロシーは心底落おち込こんだ様子で言う。

　キールはため息混じりに肩かたを竦すくめる。

「……あんなもの、どうにでも出来る事実だった。あらかじめ君に打ち明けられてさえいれば、法ほう廷ていでいくらでも『真実』を操作出来ただろう。ああなってしまっては、もはや動かすことの出来ない『確定した真実』となってしまったよ」

　ドロシーの軽けい率そつな行動が、こちらの陣じん営えいを大きく追おい詰つめる結果となってしまった。

　しかも、裁判官たちだけでない、彼かの女じよは仲間からの信用も大きくなくしてしまったのだ。

　今日の法ほう廷ていでの出来事は、アイリにとっても大きなショックだった。ドロシーとはお互たがいのことを話し、ルミナスにいる間は自分の部屋に泊とめ、ハナシャ村での調査の間も長く一いつ緒しよに過ごし、気心の知れた仲になれたと思っていた。

　だというのにどうして……。

　どうしてドロシーは自分にすら秘密を打ち明けてくれなかったのだ……。

「ドロシー。君のやったことは大いにこちら側に打だ撃げきを与あたえてくれたよ。向こうさんに秘密を暴かれるという、最も心証の悪い展開へと持って行かれてしまった。知ってさえいれば、こちらから明かしたうえで別の展開に持って行くことも出来ただろうにね。残念だよ」

　キールはもはやイライラを隠かくす余よ裕ゆうもなく、ドロシーを責める。

　アイリは、今回ばかりはドロシーを擁よう護ごすることが出来なかった。

　キールの言う通りだし、事態はあまりにも深刻だった。しかも、それがはっきりと目に見えるかたちとなって現れているのだ。

「噓うそつきぃ！　噓うそつきぃ！」

「何がモンスターが家族だ！　冒ぼう険けん者を馬ば鹿かにすんなよ！」

「どうせ賠ばい償しよう金目当てなんだろうが！　そんなに金が欲ほしいのか！」

　傍ぼう聴ちよう席にいた冒ぼう険けん者たちだ。すれ違ちがい様に罵ば声せいを浴びせて来る。ドロシーの訴うつたえは冒ぼう険けん者全体に不利益を及およぼすと、法ほう廷ていでのカルヴァドスの言葉ではっきりと理解したからだろう、容よう赦しやのない冒ぼう険けん者たちの批判が周囲から聞こえて来るのだ。

　しかも、冒ぼう険けん者だけではなかった。

「『魔ま王おう信徒』の手先がぁ！」

「モンスターに権利なんてないんだよ！」

「そうよ！　あたしのおじいちゃんはねえ！　モンスターに殺されたんだから！　絶対許さないんだからね！」

　非冒ぼう険けん者の一いつ般ぱん人じんまでも、ドロシーを責める。なじる。『魔ま王おう信徒』への不信感もありありと見える。ドロシーも同じ穴の狢むじなと扱あつかわれているのだ。

『もしもこの裁判でドロシーが勝てば、自分たちにとって大きな不利益になる』

　弁護士カルヴァドスによって、彼かれらの『真実』はそのように操作されてしまったのである。
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　翌日の法ほう廷ていの様子はというと、昨日よりも一層悲ひ惨さんなものだった。裁判所の前、建物に入る前から、キールたち三人は、野次馬の罵ば声せいを浴び続けることになった。

「おいおい、来たぜぇ！　『魔ま王おう信徒』の手先がよぉ！」

「クズが！　モンスターに権利なんてねえんだよボケが！」

　心ない言葉の応おう酬しゆう。徒党を組み、列を作り、暴言をぶつけて来る。昨日の比ではない数の冒ぼう険けん者たちが、裁判所前で待ち構えていたのである。

　全てはドロシーと、彼かの女じよの訴うつたえを否定するために。

　ドロシーは顔を真っ青にしている。

　アイリは隣となりに立ち、彼かの女じよの身を心配することしか出来なかった。




　裁判二日目。法ほう廷ていの中でも、ドロシーに対する激しい向かい風が吹ふき荒あれることとなった。

　カルヴァドスによって召しよう喚かんされた被ひ告こく側の証人が、何人も証言台に立ったのだ。彼かれら全員がバームたちを護まもるために、ドロシーと彼かの女じよを弁護するキールに立ちはだかって来たのである。

　たとえば、とある著名な冒ぼう険けん者の証言。バームたちは決して無益な殺せつ生しようをしたことがないと力説し、冒ぼう険けん者バームのこれまでの業績を称たたえてみせた。

　この証人は、実力がトップレベルであるだけではなく、一いつ般ぱん民衆からの人気が高く、社会的信用も高い冒ぼう険けん者。そんな彼かれが、公然とバームたちを擁よう護ごした。このことは大きな効果をもたらしたことだろう。

　冒ぼう険けん者だけでない。バームにモンスターから助けられたと涙なみだながらに訴うつたえる人々も証言台に立った。モンスターを倒たおしたバームたちが、非難を受けることはあってはならないと、多くの人々が次々と主張して行ったのである。

　さらに、昨日のカルヴァドスの宣言通り、ドロシーがラルフに襲おそわれたことを証言する者も証言台に立った。

　その元村人は語った。ドロシーたちがまだ幼少期のことではあるが、ラルフがドロシーを襲おそい、その肩かたに嚙かみつき、そのことが原因でドロシーは三日三晩昏こん睡すい状態に陥おちいったというのだ。

　この証言によって、ドロシーが主張して来た『ラルフは人を襲おそったことがない』という事実は、完全に否定されてしまったのである。

　多くの証言が法ほう廷ていで披ひ露ろうされて行った。

　その全てがバームたちを支持し、ドロシーが批判される内容だった。

　そして、ようやくキール側の出番となったのだが──。

「──裁判長。裁判の延期を求めます」

　キールは重苦しい表情でそう告げた。

「原告側、それはどういうことでしょうか？」

「予定していた証人の出しゆつ廷ていが困難となったためです。改めて準備と、証人の出しゆつ廷ていまでの期間を設けていただきたい」

　キールはそう言って頭を下げることしか出来なかった。

　この裁判において、またもキールの想定外の事態が舞まい込こんでしまった。

　今日、出しゆつ廷ていするはずだったキール側の証人だが、全員がこの場に、一人もやって来なかったのである。世間からの非難を恐おそれたためだろう、直前になって出しゆつ廷ていを拒きよ否ひしてしまったのだ。

　今やキールたちに味方はいなく、敵しかいない状じよう況きようとなっている。

　全てが逆風だった。
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　キールの強い訴うつたえにより、何とか裁判を延期に持って行くことは出来た。

　しかし、ただのその場しのぎ。これ以上の先延ばしは許されないし、次回の裁判で勝負を決めなければならないだろう。

　裁判所を後にし、一行は事務所の下、サンライズバケットカフェへと立ち寄った。

　キールとアイリ、続いてドロシーが店に入ると、客席にいた冒ぼう険けん者たちがさっさと店から出て行ってしまう。彼かれらの目は、まるで敵モンスターを前にするような目だった。

「……あらあら。急にみんな帰っちゃって、寂さびしいわね」

　店主エルルエルは、一気に客の姿が消えたカフェ内を見ながら、困った顔をしている。

　ガランとした客席。エルルエルは残されたカップや皿を片付けて行くのだが、その中の一つだけを残す。

　残っている客が一人だけいたからだ。

「……キールにゃん」

　情報屋のミーア＝キャットだ。ずっと別行動を取っていた彼かの女じよだが、カフェの中でキールたちが帰って来るのを待っていたようだ。

　席から立ち上がり、心底落おち込こんだ様子でキールに歩み寄る。

「ごめんにゃ……」

「どうした、ミーア？　何を謝あやまっているんだ？」

「……もう分かってるでしょ？　上手うまく情報操作が出来なかったのにゃ。みんな、キールにゃんたちを『敵』だと認にん識しきしているのにゃ……」

　情報屋のミーアは情報を集めるだけではなく、情報を流すことも得意としている。真しん偽ぎはともかく、キールの有利になるような情報を広めることで、裁判の手助けをしてくれている。

　だが、今回はそれが上手うまく出来なかった。キール側にとって不利な情報を塞せき止とめることが出来なかった。

　法ほう廷ていでドロシーの噓うそが暴かれたこと。彼かの女じよは『魔ま王おう信徒』と繫つながりがあること。キールたちが勝てば、多くの人間の不利益になること。それらが街中に広まってしまった。

　ミーアはそのことを詫わびているのだ。

「別に構わない。君一人では流石さすがにどうしようも出来なかっただろう。気にする必要はない」

　キールは優やさしい口調で言うが、ミーアは首を横に振ふる。

「それだけじゃないにゃ。その子のことも、ミーアは調べられなかったのにゃ」

　そう言ってミーアは冷たい目で、キールの後ろにいるドロシーを見る。

「ミーアがその子のついていた噓うそを突つき止とめていたら、きっとキールにゃんがここまで追おい詰つめられることはなかったはずにゃ」

「…………」

　ドロシーはミーアから視線を逸そらし俯うつむく。

「それは俺おれのミスだ。彼かの女じよの身辺調査を君に命じなかったのは、この俺おれなんだからな」

　一番ドロシーに怒いかりを見せてもいいはずのキールが、彼かの女じよを庇かばうようにして言った。

　ドロシーが隠かくしていた過去。キールはそのことに気づくことが出来なかった。いや、隠かくしていることにすら気づけなかった。目の前の敵をどうするかにばかり気を取られ、すぐ横にいる依い頼らい人にまで目がいかなかったからだ。

　大きな不覚であったと、キールは自らを恥はじ、大いに反省しているのである。

「ラルフがドロシーを襲おそった事実。彼かの女じよ自じ身しんだけでなく、当時を知る村人全員が隠かくしていたことだった。俺おれもまんまと騙だまされてしまったよ。ラルフやドロシーを護まもろうとする気持ちが、結果的に彼かの女じよたちの首を絞しめることになったね」

　ドロシーや村人たちは、ラルフの不利になる『ドロシーを怪け我がさせた』という事実を固い意志で隠かくし続けて来た。それはラルフのためを思ってついてきた噓うそであった。ラルフが人を襲おそわないからこそ、村人の一員だと主張することが出来たからだ。

「こちらとは違ちがって、相手さんは、ドロシーの身辺調査を徹てつ底てい的てきに行った。まあ、敵情視察は当たり前といえば当たり前の行動だがね。そして、国外にいる元村人を見つけることに成功した。そいつからハナシャ村であった過去の事件を聞き、ラルフやドロシーにとって不利になる情報を得た。それだけじゃない。ドロシーが『魔ま王おう信徒』と接せつ触しよくした件も突つき止とめてみせた。そこはカルヴァドスの実力の高さ故ゆえだな。素す直なおに認めようじゃないか」

　キールは、この場にいない敵弁護士に対して、拍はく手しゆをしてみせた。

「……そうだにゃ。それにあいつは、法ほう廷ていにいる連中の心をバッチリと摑つかんでいたのにゃ。だからこそ、法ほう廷ていでの出来事を一気に広めることが出来たのにゃ。あのカルヴァドスという弁護士、なかなかの曲くせ者ものだにゃ」

「ああ。厄やつ介かいなやつだよ。──延ひいては、やつをバームたちへ差し向けた連中もね」

「え？」

　アイリは、キールの不ふ穏おんな言葉を聞きき逃のがさなかった。

「待って下さい。差し向けたって、それはどういう意味ですか？」

「そもそもカルヴァドスは、冒ぼう険けん者ギルド御ご用よう達たしの弁護士にゃ。多少名が売れているくらいのバームの弁護なんて、本来ならやらないやつなのにゃ」

　アイリの質問にミーアが答える。

「つまり、冒ぼう険けん者ギルドが、優ゆう秀しゆうな弁護士のカルヴァドスをバームたちの許もとに派は遣けんしたってわけにゃ。バームたちにこの裁判に負けられると困るからにゃ。きっと傍ぼう聴ちよう席にいた冒ぼう険けん者たちもギルドに声を掛かけられて集まった連中にゃ」

　この裁判の主しゆ旨しは、ドロシーがラルフの牙きばを取とり戻もどすこと。一見すれば、いち冒ぼう険けん者といち村人の争い。

　だが、本質は違ちがう。

　もしもラルフの牙きばの返へん却きやくが認められれば、モンスターを殺したバーム側に非があったことが認められたのと同義となる。そうなれば、同じような裁判を金目当てに、冒ぼう険けん者相手に起こすやつが大量に現れるかもしれない。冒ぼう険けん者稼か業ぎようの存続が危あやぶまれるかもしれない。

　あくまでも仮定の話に過ぎない。だが、たとえ仮定の話であっても、そんな事態を冒ぼう険けん者ギルドが望むはずもない。極きわめて低かろうとも、その可能性を見過ごすことはしない。

　ドロシーの裁判に関わり、モンスターを殺した冒ぼう険けん者を訴うつたえるようなことをすれば、冒ぼう険けん者全体を敵に回したことになるのだ。

　戦うべき敵はバームやエクレールではない。冒ぼう険けん者の一人や二人ではない。

　冒ぼう険けん者という存在そのものなのだ。

「先生、どうする気ですか……？」

　キールは一人、カフェの出口へと向かう。

「決まっている。今日来なかった証人どもに接せつ触しよくする。何としても次の法ほう廷ていには来させなければならないからな」

　証人を証言台に立たせる。裁判に挑いどむうえでの最低条件だ。こちら側の証人は、世間からの批判を恐おそれて出しゆつ廷ていを拒きよ否ひしている。何かしら手を打たなければならないだろう。

「大金を突つき付つけてでも、脅きよう迫はくをしてでも、どんな手段を使おうが、必ず連れて来てやるよ。そして、この裁判、必ず勝ってみせる」

　キールはそう言い残し、カフェから姿を消した。

「……ミーアも、何か情報がないか探してくるのにゃ。少しでもキールにゃんの有利になるような情報を」

　ミーアもキールを追いかけるようにして店を立ち去った。

　この圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようでも、キールとミーアの二人は勝利を諦あきらめていない。流石さすがに不安げな表情を覗のぞかせる部分はあったが、決して気持ちが折れた様子はなかった。

　しかし、カフェに残された二人はというと、それとは真逆であった。

　アイリとドロシー。

　彼かの女じよたちは、意気消しよう沈ちんしている。

「…………ドロシー。どうして、噓うそをついていたんですか……？」

　アイリは昨日からずっと溜ためていた言葉をとうとう口に出した。

「ゴメンね、アイリ……。ウチはどうしても勝ちたかった……。ラルフのために噓うそをついてでも、裁判に勝ちたかった……」

　ドロシーの持つラルフへの強い想おもい。それは噓うそではなく、間ま違ちがいない真実なのであろう。

「……けど、わたしたちにまで大事な秘密を隠かくしていたのは何故なぜですか？　わたしたちは仲間じゃ……友達じゃなかったんですか……？」

　アイリの眼まな差ざしは悲ひ哀あいに満ちていた。ドロシーは何も言えなくなる。

「──アイリちゃんが友達だからこそ、じゃないかしら」

　代わりに口を開いたのは、カウンターの向こうにいるエルルエルだった。彼かの女じよも裁判の状じよう況きようや昨日の出来事を把は握あくしているのだ。

「世の中にはね、優しい噓もあるんじゃないかしら」

　エルルエルが諭さとすように言った。

「優やさしい噓うそ……？」

「ええ。噓うそってね、時には必要なものだと思うの。自分の私利私欲のためだけにつく噓うそなら、私も感心しないわ。けど、誰だれかのためにつく優やさしい噓うそなら、私はついてもいいかなって思うの。ドロシーちゃんはどっちだったの？　自分のためだけにアイリちゃんに噓うそをついたの？」

「………………」

「違ちがうわよね？　だって、アイリちゃんに本当のことを話せば、アイリちゃんにも裁判で噓うそをつかせることになるから。それがドロシーちゃんは嫌いやだったのよね？」

「…………エルルエルさんは凄すごいですね。何もかもお見通しです」

　ドロシーは肯こう定ていする。

　この裁判に勝つためには、不利な事実を隠かくす必要がある。そのためには、アイリにも隠かくし事ごとをさせることになる。ドロシーはそれを避さけたかった。

　アイリは正義の弁護士を目指している。そのことは彼かの女じよとの交流を通してよく知っている。だからドロシーは秘密を抱かかえ込こむことにしたのだ。

　正義の道に反するのは自分だけでいい、と。

「アイリちゃん。私は、ドロシーちゃんの噓うそを悪いとは思わないわ。キールだって、色んな噓うそをついて来ている。それだって、私は悪いことだとは思っていないの。誰だれかを助けるための噓うそだから。誰だれかを裁判で救うための優やさしい噓うそだから」

　キールが噓うそをつくのは、いつも依い頼らい人を勝たせるためだった。つまりは、依い頼らい人を救うためにつく噓うそ。誰だれかが救われるための噓うそ。

　だからエルルエルは、キールを否定せず、いつも彼かれを支えているのだ。

「…………………」

　アイリはジッとドロシーを見つめる。

　ドロシーにとってラルフは、世間から悪と指差されることをしてでも守りたい、本当に大切な家族だった。

　モンスターを家族だと主張すること。冒ぼう険けん者が手に入れたモンスターの戦利品の権利を主張すること。

　世間からすれば、その行動は正義ではない。

　アイリたちに噓うそをついたこともそうだ。ドロシーの噓うそはこちらを大きく追おい詰つめるきっかけとなってしまった。結果としても、それは正しい行いではなかった。

　彼かの女じよの噓うそは、到とう底てい『正義』だとは言えないものだ。

「……やはり、わたしは噓うそが嫌きらいです。どんな理由でも、隠かくし事ごとはいけないと思います。だから、ドロシー。わたしはあなたのついた噓うそを許すことが出来ません」

「……アイリ。……ゴメン」

　アイリの言葉に、ドロシーは頭を下げる。深い後こう悔かいと謝罪の意味を込こめて。

「でも、あなたを守りたいと思う。その気持ちは変わりません」

「……え？」

　アイリは、ドロシーの行いが正義だとは思わない。このまま彼かの女じよの味方を続けることも、世間から正義とは見なされないだろう。

　それでも、アイリはドロシーを助けたい。

　少なくとも、ドロシーのラルフへの想おもいは真実だと思うからだ。アイリを想おもって噓うそをついたというのも真実だと思うからだ。

　自分のためではない。

　家族のための噓うそ。友達のための噓うそ。

　それがエルルエルの言う『優やさしい噓うそ』なのだろう。

「この裁判、一いつ緒しよに戦たたかい抜ぬきましょう。一いつ緒しよに傷ついて、辛つらいことは一いつ緒しよに抱かかえましょう。わたしたちは、仲間なんですから」

「アイリ、ありがとう……。もう、仲間に噓うそはつかないよ。アイリにもカーディナルさんにも。ウチを守ろうとしてくれている人たちには、絶対に……！」

　ドロシーもまた、決意を込こめて言った。

　確かに周りは敵だらけだ。

　それでも、味方は０ではない。

　ドロシーには、こんなにも心強い仲間ともだちが側にいる。それはこの圧あつ倒とう的てきに不利な戦いに挑いどむ勇気を持たせてくれた。

「ドロシー。確かにわたしたちは今、逆風に吹かれています。でも、まだ負けたわけではありません。きっと、あの人なら──先生なら逆転のアイディアを見つけてくれますよ」

「うん、そうね、アイリちゃんの言う通りだわ。あの子はいつだって、どんな時だって、何とかしてみせて来たもの」

　エルルエルが笑って言う。

「はい。諦あきらめさえしなければ、絶対に何とかなります。信じましょう、先生を」

　アイリは信じていた。

　無敗の弁護士キール＝カーディナルを信じていれば、この状じよう況きようからでも逆転してくれると。ドロシーに勝利をもたらしてくれると。

　アイリは心からそう信じていた。

[image: ]

　翌日。

　キールが暴漢に襲おそわれて大怪け我がをしたという一報を聞くまでは。
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「先生ッ！」

　アイリとドロシーが病室に駆かけつけると、そこには、既すでにミーアとエルルエルの姿があった。

　二人が囲う病室のベッドには、キールが変わり果てた姿で横になっていた。

　キールがこの病院に担かつぎ込こまれたのは、昨晩のこと。今朝、エルルエルからその知らせを受けたアイリは、ドロシーと共に大おお慌あわてでやって来たところだ。

　キールは包帯で腕うでも足もぐるぐる巻きの状態だった。顔も殴なぐられていて、痛々しい傷が覗のぞいている。仮け病びようや冗じよう談だんなんかではない。これは、彼かれ、お得意の噓うそなどではない。正しよう真しん正しよう銘めいの大怪け我がを負っているのだ。

　キールは、街の裏路地で傷だらけで倒たおれているところを通行人に発見され、この病院に担かつぎ込こまれた。応急処置で意識は取とり戻もどしたものの、魔ま力りよくを持たないキールには、回復魔ま法ほうの効果も薄うすく、怪け我がの完治には通常よりも時間を要すことになる。

「どうぞ、キール」

　エルルエルが、小さく切ったリンゴを、ベッドで横になるキールに差し出す。

　上手うまく身体を動かせないキールは、ぎこちない動きでそれに齧かじり付つき、頰ほお張ばる。

「うん、美味うまい、美味うまい。実にジューシーだ。こいつはどこ産のリンゴだい、エル？」

　キールは普ふ段だんと変わらない調子で会話をしているが、その姿はボロボロで見るからに痛々しい状態だ。

「誰だれが……！　誰だれがこんな酷ひどいことをッ！」

　アイリの悲痛な叫さけびに、病室はシンとする。

「……さあてね。暗くら闇やみの中の一いつ瞬しゆんの出来事だったよ。事務所近くの道を歩いていたら、後ろからいきなり頭をガツンとね。そのまま裏路地に引ひきずり込こまれたところは薄うつすらと記き憶おくがあるが、その後のことはよく覚えていない」

　キールはため息交じりに言う。途と中ちゆう、気を失ったのは不幸中の幸いだろうか。手足の骨を折られる瞬しゆん間かんの痛みを感じずに済んだのだから。

「──実行犯なら調べが付いているのにゃ」

　ミーアは怒いかりを抑おさえているのだろう、震ふるえ声で言いながら、一枚の写真を取り出した。そこに写っていたのは、アイリにも見覚えのある男だった。

「キールにゃんが裏路地に引きずられるところを目もく撃げきしたやつを見つけたのにゃ。そいつから貰もらった情報を照らし合わせた結果、こいつに辿たどり着ついたにゃ。実行犯はこいつに間ま違ちがいないのにゃ」

　写真に写っている容疑者の男。それは、バームのアジトにいた彼かれの手下の冒ぼう険けん者の一人であった。

「……けど、キールにゃんを襲おそった後の足取りは摑つかめなかった。多分、もうルミナスの外に逃にげたのにゃ。捕つかまれば、向こうの不利になるからにゃ」

　キール＝カーディナルは、何度も絶対的不利な裁判を無罪判決に導いて来た、無敗の弁護士。

　──有利に立ったとはいえ、きっと何かしらの対たい抗こう策を打ち立てるだろう。

　そう考えたバームは、油断のならないキールを排はい除じよしようと、部下に命じて襲しゆう撃げきさせたのだ。

「もしかしたら、国外にまで逃にげているかもしれないにゃ。そうなると、騎き士し団に訴うつたえたところで、逮たい捕ほは当分無理。少なくとも、この裁判が終わるまでは。だから、バームたちの仕業だと立証も出来ないのにゃ……」

　ミーアは壁かべに拳こぶしを立てる。彼かの女じよの苛いらつきがよく見て取れた。

「許せません……。こんなことをしてでも勝とうとするなんて……！」

　アイリも同調して、怒いかりを露あらわにする。

　しかし、当のキールはというと、あっけらかんとしている。

「何を怒おこっているんだ？　勝つためにとことんやる。何も悪い姿勢じゃないだろ。むしろ、俺おれは向こうさんを大いに評価しているくらいだ。勝利のために、徹てつ底てい的てきにやるやつらの姿勢をな。それがたとえ、ルール外のやり方だろうとも」

　そう語るキールも、勝つためなら卑ひ劣れつな手段をいくらでも使って来た。裁判に勝つために、傷つけた人間だって、アイリの知る以前からも多くいたことだろう。

　この大怪け我がは、因果応報にも見えた。

「……ただ、やつらも馬ば鹿かだな。作戦としては失敗だね。この程度の怪け我がで俺おれが裁判を下りるとでも思っていたのかな？」

　キールはへこたれてはいない。

　ほんの少し邪じや魔まが入っただけ。これだけの怪け我がを負わされたのに、その程度にしか捉とらえていないようだ。

「怪け我がのせいで少しばかり調査が滞とどこおるのは痛いが、裁判の進行には支障がない。次の公判までにはまだ一週間ある。ある程度動けるようになったら、すぐにでも──」




「──もうやめましょう」




　病室に悲痛な声が響ひびいた。

　意い気き揚よう々ようと話していたキールが口を閉じ、全員が声の方に注目する。

　声の主は、ドロシーだった。

「もうこんな裁判やめましょう」

　続けてドロシーから涙なみだ交じりに絞しぼり出だされたのは、その言葉だった。

「……やめる、だって？　ドロシー、それは本気で言っているのか？」

「はい」

　キールの問とい掛かけに、ドロシーは大きく頷うなずく。

　世論を敵に回し、怪け我が人にんまで出たとなってはもう裁判を続けられない。これ以上誰だれかが傷つくのは見たくない。次は自分やアイリ、証人の誰だれかが襲おそわれるかもしれない。

　そう言ってドロシーは涙なみだを流しているのだ。

「裁判に勝ってラルフの牙きばを取とり戻もどしたところで、ラルフは帰って来ない。ウチの意味のない自己満足なんです。ウチの我わが儘ままで誰だれかに傷ついて欲ほしくない。ウチだってもう傷つきたくないです……」

「ドロシー…………」

　アイリは、ドロシーに掛かける言葉を見つけられなかった。

「諦あきらめるな」と言うのは簡単だった。

　だが、この状じよう況きようで「諦あきらめるな」と言うのは、ただの無責任だ。

　昨日、アイリがドロシーを励はげますことが出来たのは、キールの存在があったからこそ。無敗の弁護士のキールがいてくれるから、勝利を信じることが出来たのだ。

　その頼たよりのキールが敵に襲おそわれた。

　無情にも、身動きの取れないような、大怪け我がを負わされてしまった。

　周りには敵しかいない。頼たよれる数少ない味方はボロボロ。これではもう裁判なんて続けられるわけがない。

　アイリもドロシーと同じ気持ちだった。

　これ以上はもう──。

「──おいおい、えらく無責任なことを言うんだな」

　キールはドロシーを否定する。

　延ひいては、アイリのことも。

「敵が多い。それが裁判だ。仲間が傷つく。それが裁判だ。まさかそんな半はん端ぱな覚かく悟ごで裁判を戦おうとしていたとはな。何の犠ぎ牲せいもなく勝利を得られるとでも思っていたのか？」

　キールは、苛いらつきを包つつみ隠かくさず、言葉に出して言う。

「勝利を甘あまく捉とらえるな。勝利というものをあわよくばで捉とらえるな。本当に勝ちたいならとことんやれよ。血ち反吐へどを吐はこうが、泥どろを啜すすろうが、最後まで戦えよ。甘あまったれたことを言うんじゃあない」

「先生ッ！」

　アイリがキールの厳しい言葉を止める。

「ドロシーは先生のことを想おもって言ってくれているんです……！　この怪け我がは、警告だと思いますよ。このまま裁判を続けようとすれば、きっともう怪け我がだけでは済まされません。今度は命すら奪うばわれるかもしれません……」

　アイリはドロシーを庇かばう。

　延ひいては、キールのことも。

　形勢が不利だとがそんな問題ではない。これ以上、この裁判を続けること自体、危険過ぎるのだ。これまでは、世間から批判を受けるに留まっていたが、バームたちは実際にキールに手を出し、危害を加えて来たのだ。

　やつらにルールなんて通用しない。それが分かった今、この先何をされるか分からない。

「わたしもこの裁判、もう止めるべきだと思います……」

「アイリ。つまり、君は、この俺おれに負けろと言っているのか？」

　キールは苛いらついて言う。

　裁判で負けること。それは、この世の中で彼かれが最も嫌きらうことなのだ。そのことをアイリも重々承知はしている。

　それでも、今回ばかりは止めなければならない……。

「命が助かっただけ儲もうけものってか？　そんなことで勝負から逃にげるのか？　君の覚かく悟ごもその程度だったのか？　ドロシーを助けると決意していたのは噓うそだったのか？　君の覚かく悟ごも言葉も上うわっ面つらのものなのか？」

「それは……！」

　アイリが言い返せず口をつぐんでいると、キールは再びドロシーに向けて語り出す。

「なあ、ドロシーよ。君がもうラルフのことなんてどうでもいいと思ったのなら、裁判を止めればいい。依い頼らい人が下りるのなら、弁護士はそれに従うしかないだろう。──だがそうではないはずだ。相手の戦略に屈くつし、一時的に音ねを上げているだけだ。君にとって唯ゆい一いつ頼たよりの弁護士が倒たおれてしまい、追おい詰つめられているだけだ。これがやつらの作戦なんだよ。やつらの下らない策に屈くつするな」

　キールはそう言って、無理にベッドから身体を起こそうとする。

　だが。

　骨を折られギプスで固定している身体。当然、そんなことをすれば、バランスを崩くずす。

「キール！」「キールにゃん！」

　ベッドから落ちそうになるキールを、エルルエルとミーアが慌あわてて支える。

「くっ…………。うぐっっ…………！」

　キールは痛みを堪こらえて、歯を食いしばっている。本当なら絶対安静の身。アイリたちの前で事もなげに振ふる舞まっていたが、ずっと怪け我がの痛みに耐たえていたのだ。

「…………君が嫌いやがるのなら、縛しばってでも法ほう廷ていに連れて行くぞ、ドロシー……」

　そんな状態でも、やはり強気の言葉をキールは放ってみせる。

　この男は異常だ。

　勝利に賭かける情熱が異常過ぎる。何がこの男をここまで動かしているのだ──。ドロシーはそんな戸と惑まどいの表情を浮うかべている。

「…………正直に言おう。俺おれはな、ドロシー。君のことを高く評価していたんだ……」

「え……？」

　キールからの思わぬ言葉に、ドロシーは困こん惑わくする。

「……君はこの無敗の弁護士を騙だましてみせた。俺おれは君の噓うそに気づくことが出来なかったんだ。君はこの裁判に勝つためにそれが出来たんだよ。ラルフのために、君は『真実』を捻ねじ曲まげてみせた。ラルフのためにそれが出来た……。だったら戦えよ、最後まで……！　この程度で負け犬になるな……！　君の『家族』への想おもいはその程度なのか……！　大切な『家族』のために戦って、勝てよ……！」

　こんなボロボロの状態でも。包帯だらけの情けない姿になっても。

　キールは勝負を決して諦あきらめようとはしない。

「………………………」

　その勝負を絶対に捨てないキールの姿勢を見ているうちに、アイリは気づいた。

　自分もドロシーと同じだ。

　相手の戦略に乗せられてしまっている。相手の罠わなにまんまと掛かかって、戦いを前にして逃にげようとしてしまっている。

　──真実の追つい及きゆうを。

　──ドロシーにとってラルフが『家族』だったことを証明する裁判を。

　人は何かを得るためには戦わなければならない。時には心を鬼おににして相手を打うち倒たおさなければならない。

　キールの助手を続けて来て、学んだことではなかったのか──。




「──やりましょう、ドロシー」




　そのことを思い出したアイリは、ようやくその言葉を口に出来た。

「戦いましょう。最後まで。わたしたちはまだ負けてはいません」

「でも、もう、勝てっこないよ……。敵しかいないんだよ……？　街中の人たちも、みんながウチを悪者だって思っているんだよ……？」

　ドロシーは、負の感情に押おしつぶされかけているのか、今にもその場に崩くずれてしまいそうな表情をしている。

　アイリもさっきまでは同じだった。

　だが、今はもう違ちがう。

「そうですね。確かにこの状じよう況きよう、みんながあなたにとって『敵』と言えるのかもしれません。──でも、勘かん違ちがいしてはいけませんよ、ドロシー。あなたがやらなければならないのは、敵に勝つことではありません」

　理解が出来ない様子のドロシーに対して、アイリは続ける。

「『勝利』とは、何も敵を倒たおすことに限りません。あなたがこの裁判でやらなければならないのは、敵を倒たおすことではないのです。ラルフさんはあなたの『家族』です。その『真実』を法ほう廷ていで証明するんです。それこそがあなたにとっての唯ゆい一いつの『勝利』なんです」

「ラルフが家族だということを……？」

「そうです。たとえ世間を敵に回そうとも、それを訴うつたえたかったんですよね？　法律だろうと、常識だろうと関係ない。たとえモンスターでも、ラルフさんを家族だと認めさせたい。バームさんたちの非を認めさせたい。最初にわたしたちと会った時も言っていたじゃないですか。どうして今いま更さら、周りの評価を気にするんです？　我わが儘ままで何が悪いんです？　大事なのはあなたの気持ちです。あなたがどうしたいかです」

　ドロシーは考える。

　アイリの言葉を真しん摯しに受け止めて。

　自分がどうしたいか──。

「敵なんて見ないでいいんですよ。わたしたちだけを見て下さい。仲間を。そして、あなたが守りたい家族だけを」

　どうやら、アイリの眼まな差ざしと言葉は、ドロシーの胸にしっかりと届いたようだ。

　ドロシーの表情は、キールへ弁護を頼たのみに初めてやって来た時と同じ、決意に溢あふれたものへと戻もどって行っている。

「…………分かったよ、アイリ。ウチ、最後までやってみるよ」

　ドロシーはアイリに感化され、戦いに挑いどむ覚かく悟ごを取とり戻もどしたのだ。この裁判を始める時に抱いだいていた熱い気持ちを思い出して。

「フフフフフフ……」

「キールにゃん？」

　突とつ然ぜん、キールが愉ゆ快かいそうに声を上げて笑い出したので、ミーアは戸と惑まどう。アイリもドロシーも何事かとそちらを注視する。

　ただ、病室の中で一人、エルルエルだけは見み逃のがしていなかった。

　アイリのドロシーへの説得を聞きながら、ずっとキールがニヤついていたのを。

　エルルエルには、それがまるで、弟子アイリの成長を見て、キールが満足そうにしているように見えていた。

「……よし、決まりだな、ドロシー。勝たせてやるよ。依い頼らい人が勝ちたいと思っている以上、俺おれは必ずそいつを法ほう廷ていで勝たせる。どんな手段を使おうが、必ずね」

　弁護士と依い頼らい人が思いを揃そろえた今、戦いを下りる理由はなくなった。

　これからキールがやらなければならないのは、少しでも早く怪け我がを良くして、法ほう廷ていに立つことである。

「ですが、先生。勝つ算段があるんですか？」

　諦あきらめかけていたドロシーが奮起してくれたものの、やはり状じよう況きようはあまりに悪い。

「君はピンチだと言いたいのか？　むしろ、この状じよう況きよう、チャンスだと思うがな」

　包帯で巻かれた自分の腕うでを強調するように見せながら、キールは言った。

「どういうことですか？」

　アイリの問とい掛かけに対し、キールは不敵に笑う。

「──法ほう廷ていですぐ分かるさ」
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　今日は、ドロシーの起こした裁判の第三回目の公判。予定では、この裁判の最終日となる。

　それは、キールがバームの部下に襲しゆう撃げきされ、大怪け我がを負ってから一週間後、裁判官たちが定めた期日通りに迎むかえられた。

　金に糸目を付けず、優ゆう秀しゆうな術士と医者を雇やとい、キールは最新しん鋭えいの治ち療りようを病院で受けた。その甲か斐いあって松まつ葉ば杖づえを突ついた状態ではあるが、裁判所へと自分の足で赴おもむくことが出来た。アイリとドロシーが両りよう脇わきに立って、彼かれの歩行を補助する。

　そんなキールたちを待っていたのは、これまでと打って変わった裁判所の空気だった。

　裁判所の前は、殺風景なまでにガランとしていた。アイリからすれば『元に戻もどった』という印象ではあった。あれだけいた冒ぼう険けん者の姿が、すっかりなくなっているのだ。

　法ほう廷ていの中も同じことだった。

　前回まで冒ぼう険けん者で埋うめ尽つくされていた傍ぼう聴ちよう席など、まるでなかったかのように、法ほう廷ていはいつもの姿に戻もどっているのである。

「おい。どういうことだ、こいつは……？」

「どうなってんだよ、バームよぉぉ!?」

「うるさい！　俺おれが知るもんかよッ！」

　被ひ告こく席に座すわるバームたちは、焦あせりの声を上げている。彼かれらからすれば頼たよりになる味方の応おう援えんがなくなったような状態なのだ。

「先生が言っていた意味は、こういうことだったんですね……」

　一週間前の病室での会話を思い出しながらアイリが納なつ得とくした様子で言うと、キールは楽しそうに口角を上げる。

「ああ。予定通りだ」

　昨日のことだ。冒ぼう険けん者ギルドが、各種報道機関に、とある声明を出した。




『冒ぼう険けん者ギルドは、冒ぼう険けん者バームたちの裁判に干かん渉しようすることはない』




　これは、キールがそうなるように仕向けたものだ。あれから一週間、仕し込こみをするには、十分な時間があった。

　キールがやったのは、ごく単純なことである。

　ミーアに指示して、国中に一つの『情報』を広めることだった。

『冒ぼう険けん者バームの手に掛かかって、弁護士キール＝カーディナルが大怪け我がを負った』という『情報』だ。

　広まってしまったこちらの悪評を消すことは出来ない。しかし、逆なら話は違ちがう。バームたちの行ったキールへの襲しゆう撃げきという敵側の悪評を広げることは、容易たやすいものだった。

　結局、襲しゆう撃げきの実行犯の冒ぼう険けん者を捕つかまえることは出来なかったが、実際に大怪け我がをしているキールという明確な証しよう拠こが存在している。これを完全に揉もみ消けすことなど、有能な弁護士のカルヴァドスでも不可能だろう。

　重要なのは、『冒ぼう険けん者ギルドの策略』という情報ではなく、『バームたちの犯行』だという情報を広めることだった。

『冒ぼう険けん者ギルド』への社会的信用は厚い。だが、バーム個人への信用は薄うすい。バームたちならやりかねないと、世間は判断する。

　実行犯は逃とう亡ぼうし、立証は不可能だが、キールの大怪け我がは、明らかにバーム側の犯行の疑いが濃のう厚こうである。だというのに、このままバームの支持を続ければ、批判の矛ほこ先さきが冒ぼう険けん者ギルドに向けられかねない。最悪、冒ぼう険けん者ギルドがバームたちに襲しゆう撃げきを命じたと捉とらえられてしまう。それはバームたちが敗北する以上に、冒ぼう険けん者ギルドにとって不利益となるだろう。

『バームによるキールへの襲しゆう撃げきは、冒ぼう険けん者ギルドとは関係ない』

　そのことをはっきり印象付けるパフォーマンスが必要だった。だから、自分たち冒ぼう険けん者ギルドはバームたちと関係がないと、公然と宣言をしてみせたのである。

　結果、冒ぼう険けん者ギルドからのバームへの支し援えんはなくなり、あれだけいた冒ぼう険けん者たちが、裁判所から忽こつ然ぜんと姿を消したのであった。

「馬ば鹿かなやつらだよ。勝ちを急いだな」

　キールは、慌あわてた様子のバーム陣じん営えいを眺ながめながら、悠ゆう々ゆうと言う。

　バームたちによる、キールの大怪け我が。それは、ドロシーを追おい詰つめる効果はあったが、当のキールには何の意味もなかった。むしろ、脅きよう迫はくに屈くつするどころか、キールはこれを利用してみせたのだ。

　ピンチを逆に利用する。

　これがキールの逆転の一手であった。

　邪じや魔ま者を排はい除じよ出来たことも大きいが、もう一つ重要なのは、前回、出しゆつ廷ていを拒きよ否ひしていた証人たちをこの法ほう廷ていに呼び出すことが出来たことだ。冒ぼう険けん者ギルドが手を引いたのを知り戻もどって来きた者もいるが、それでも渋しぶる者には金や脅おどしを使って無理やり引きずり出したのである。

　これで戦いの準備は整った。

　とはいえ、情勢はまだまだ不利だ。当初予定していた証人が戻もどって来きただけ。マイナスをゼロに戻もどせただけのこと。

　いや、まだマイナスと見た方が良いいだろう。

　ドロシーがモンスターの味方をする『悪』だという風潮は拭ぬぐい去されてはいないのだ。

　つまり、本当の勝負はここからだ──。




　法ほう廷ていに裁判官たちが現れ、一週間ぶりに裁判が再開される。

　キールは松まつ葉ば杖づえを突つきながらも、堂々と法ほう廷ていのステージに立った。ミーアによって情報が広められているので、皆みな、キールが大怪け我がを負ったことは知っている。誰だれも驚おどろいたりはしないし、キールの評判の悪さも相まって、同情的な視線が送られることもなかった。

　だが、キールにとって傍ぼう聴ちよう人の視線などどうでも良かった。そして、キールには重い怪け我がなど関係のないものだった。

　前回の不ふ甲が斐いなさを払ふつ拭しよくするように、キールは証人たちの証言を裁判官たちの前で次々に披ひ露ろうして行った。前回、出しゆつ廷ていを拒きよ否ひしていた者たちの証言である。ドロシーとラルフの絆きずなの深さを語る村人。バームたちの傍ぼう若じやく無ぶ人じんかつ、残ざん虐ぎやく非道な振ふる舞まいを語る冒ぼう険けん者。

　前回の公判とはまるで真逆の展開だ。バームたちの評価を落とし、ドロシーやラルフの評価を上げる口こう撃げきをキールは重ねて行く。

　それから畳たたみ掛かけるようにして。

　キールは再びドロシーを証人として証言台に立たせた。

　まだ残っている数少ない傍ぼう聴ちよう人たちからは、やはり厳しい視線がドロシーにぶつけられる。彼かの女じよが噓うそをついた事実は覆くつがえせない。

　それでもドロシーは、しっかりと証言台に立っていた。

　その様子を見ながら、アイリは祈いのる。

　ドロシーの健けん闘とうを。

　信じ合う仲間として。

「それでは証人にお尋たずねします。あなたは過去にラルフに襲おそわれ、怪け我がをさせられたことがある。これは事実ですか？」

「はい。事実です」

　ドロシーは初めて、自らそのことを認めた。

「それでは、あなたがラルフから傷を負わされた時のことを詳くわしくお話しいただけますか？」

「はい」

　ドロシーは語り始める。

　それは、幼いドロシーが、初めてラルフと出会った日。

　赤子のラルフは、小さな子犬のような見た目だった。しかし、成長したケイオスウルフの恐おそろしさは周知のもので、偏へん見けんも大きい。当時のラルフは、村の子どもたちに苛いじめられて、傷つけられていたという。

　幼いドロシーは、そんなラルフに手を差さし伸のべた。

『ウチがラルフのお友達になってあげるよ』

　そう言って、ドロシーは小さなラルフを抱だき寄せようとした。

　その時。

　怯おびえた様子のラルフは、ドロシーに嚙かみついてしまった。

　ドロシーも他の子どもたちのように、自分を傷つけようとしている。疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっていたラルフは、そう思ってしまったのだろう。

　赤子のラルフの牙きばでも、幼いドロシーの小さな肩かたには十分なダメージを与あたえた。

　ドロシーは肩かたから大量の血を流し、苦く悶もんの表情を浮うかべた。

　しかし、それでもドロシーは、ラルフを優やさしく抱だきしめた。

『ウチはあなたを傷つけたりしない』

　そう訴うつたえるために。

　ラルフは戸と惑まどったように、ドロシーの肩かたから口を離した。

　それからラルフは、傷つけてしまったドロシーのため、助けを求めるように遠とお吠ぼえを上げ続けた。ラルフの声によって、怪け我がをしたドロシーはすぐに村人に発見され、治ち療りようを受けることが出来た。

　ラルフが人に嚙かみついたのは、その時のただ一度だけ──。

「──それ以来、ラルフは人を襲おそったことはありません。間ま違ちがいなく、本当です。確かにウチはラルフによって大きな傷を受けました。同時に、ラルフのお蔭かげで一命を取り留めました。それがあの時あった全てであり、真実です」

　ドロシーの証言が終わり、キールが次の証人を呼び出す。

　旅の商人だ。ガイナース王国各地を渡わたり歩あるき、その土地にしか現れないモンスターの素材を買い取り、他所に高値で売うり払はらうという商売をしている男。

　それは、バームのアジトでラルフの牙きばを買い取ろうとしていた、あの商人である。

　ラルフの牙きばを実際に手に取り、鑑かん定ていし、その価値を知る数少ない人物だ。

　商人は強調する。

　数十年この商売を続けていたが、これほど素す晴ばらしいものは見たことがない、と。

「今まで見たことがない、と、仰おつしやいましたか？　つまり、ラルフの牙きばは他と比べて『特別』なものだったということですね？」

「ええ、そうです」

「何が特別なのでしょうか？」

「色合いや輝かがやきもそうですが、何より特筆すべきなのは丸みを帯びた形状ですね」

　通常、ケイオスウルフの牙きばは成長するにつれ、鋭するどく大きくなっていく。攻こう撃げき的な個体ほどその傾けい向こうは高く、一いつ般ぱんに市場に流通しているケイオスウルフの牙きばは、それ自体がナイフのように鋭えい利りだ。

　しかし、ラルフの牙きばはそれとはまるで違ちがった。

　大きく成長しながら、一見すると加工された宝石のように丸みを帯びたものなど、普ふ通つうはあり得ない。

　キールは何故なぜあり得ないのかと商人に問う。

「武器としてはあまりに弱々しいからですね」

　キールは続けて商人に問とい掛かける。

「では、そのような牙きばを持っているケイオスウルフは、どのような個体なのでしょうか？」

　商人はしばらく考えてから口を開く。

「……優やさしい性格、でしょうね。成長するごとにそのような変化を成したのでしょう。人を傷つけることがないように」

　かつてラルフは、自身の牙きばでドロシーを傷つけてしまった。そんなラルフの牙きばは、成長と共に変化して行った。

　もう二度とドロシーを傷つけないような形に。

　だから、ラルフは『優やさしいモンスター』だと証明することが出来る。

　過去にドロシーを傷つけたのは事実であろう。

　だが、亡なくなった時点では、ラルフは『危険のないモンスター』だと証明することが出来る。

　──ラルフが遺のこした牙きば。

　それは物言わぬラルフが遺のこした確かな『証しよう拠こ』だった。

　ドロシーと商人の証言によって、ドロシーとラルフの『絆きずなの強さ』と、ラルフの『特別さ』が証明された。

　そして、いよいよキールの最終弁論が始まろうとした時だった。

　法ほう廷ていの扉とびらが勢い良く開かれる。

　何者かが法ほう廷ていに駆かけ込こんで来たのだ。

「傍ぼう聴ちよう人は静せい粛しゆくに！」

　バタバタと傍ぼう聴ちよう席の間を走はしり抜ぬけるその人物に、裁判長が怒いかりの声を上げる。

「申し訳ありません、裁判長。あちらは私の助手の一人です」

　法ほう廷ていに現れたのは、ミーアだった。

　ショルダーバッグを抱かかえて、ハアハアと息を切らせている。

「昨晩、現場近くの森の中で、新たな証しよう拠こ品が発見されました。彼かの女じよは早馬でその新たな証しよう拠こ品を遠方である現場から、この裁判所まで運んで来てくれたのです」

　キールは裁判官たちに対し、時間をくれるように求める。

「……なるべく手短にしなさい」

　裁判長から許可を得ると、証しよう拠こ品を持って馳はせ参さんじたミーアがキールの許もとに駆かけ寄よった。

　やがてキールは、ミーアから渡わたされた品を持って裁判官の前に進み出る。

「裁判長。こちらを新たな証しよう拠こ品として提出いたします」

　キールが裁判官たちに向けるのは、ガラス細工の指輪だった。

「これはドロシーがラルフに贈った品です。これまでずっと捜そう索さくに当たっていましたが、長らく発見には至っていませんでした。それが、森の中でようやく発見されたものです」

　ラルフはいつも首にバンダナを巻いていたが、バームたちの攻こう撃げきを受け逃とう走そうしている時に外れ、森のどこかで落としてしまったのか、あるいは、バームからの魔ま法ほう攻こう撃げきで焼き切れてしまったのだろう。森を懸けん命めいに捜そう索さくしたが、とうとう、そのバンダナが発見されることはなかった。

　ただ、そのバンダナには、結び目のところに、指輪が括くくりつけられていたという。

　ミーアが森の中で発見して持って来たのが、その指輪だというのだ。

「これは非常に意味のある品なのです」

　キールは裁判官たちに指輪を見せつけるようにしながら言う。

「──これは、ラルフとドロシーとの『結けつ婚こん指輪』なのです」

　ざわつく法ほう廷てい。

　構わずキールは続ける。

「ドロシーは人間でラルフはモンスターです。法的にも常識的にも、認められるものではないでしょう。ですが、指輪を渡わたすことは婚こん姻いんの形式と言えます。そしてこの指輪は、目に見えるはっきりとした『絆きずな』なのです」

　そう言ってキールは指輪を掲かかげる。

「もちろん、二人には血のつながりもありません。ドロシーは人にんげん。ラルフは獣モンスター。種も違ちがえば、何かもが違ちがう。そんな二人が本当に家族と言えるのか、と疑問に思う方もいらっしゃるでしょう。ですが、二人は強い絆きずなで結ばれているのです」

　キールは主張する。証しよう拠この指輪を掲かかげたまま。

「そんな絆きずなで結ばれた二人を、我々はこう呼んでいます。──『夫ふう婦ふ』と」

　血の繫つながらない男女が一生を誓ちかい合う。

　──その二人も紛まぎれもない『家族』である。

　キールは、原告席に座すわるドロシーに歩み寄る。

「ドロシーさん、これはあなたが、ラルフに贈ったものですね？」

　そう尋たずねるキールの手の中には、ラルフとの誓ちかいの指輪。

「はい」

　ドロシーはしっかりと頷うなずく。

「あなたはラルフのことを愛していましたか？」

　指輪を見つめながら、ドロシーは涙なみだを流す。

「はい。愛していました。ウチにはラルフが全てでした」

　キールはそっと指輪をドロシーに手て渡わたす。

　彼かの女じよは愛おしそうにその指輪を胸むな元もとでぎゅっと抱だきしめた。

「……皆みな様さま。これはモンスターと冒ぼう険けん者、どちらを保護するかを争う裁判なのではありません。もし、モンスターに権利を認めたらどうなるか、そんな法律想定を考える裁判ではありません。そんなことは全く関係がありません」

　キールは訴うつたえる。

　裁判官たちだけではない。

　傍ぼう聴ちよう席にいる大衆にも訴うつたえるようにして。

「これはドロシーとラルフの裁判なのです！　愛する家族を──優やさしいラルフを奪うばわれたドロシーが、彼かれを取とり戻もどそうとする裁判なのです！　冒ぼう険けん者の権利がどうとか、モンスターの権利がどうとか、そんなことは関係ない！　個人が個人のために戦っているのです！　外野がとやかく口を挟はさむ権利なんてどこにもない！」

　鬼き気き迫せまる表情だった。

　ここにいる傍ぼう聴ちよう人だけではない。

　まるで、国民全てに語り掛かけるようにして、キールは叫さけんだ。

「……確かにケイオスウルフは人間ではありません。殺した冒ぼう険けん者を咎とがめることは出来ません。それが真実です。それを動かすことは出来ません。『モンスター』は決して『人間』にはなれない……。それが真実……」

　ケイオスウルフはモンスターである。モンスターは人間ではない。いくら情で訴うつたえても、この常識も法律も覆くつがえせない。

　だが、この裁判は、それらを覆くつがえすためのものではない。

　ドロシーのために、たった一つの『真実』を認めさせる裁判。

　それは──。

「ですが、どうか……。どうか、これだけは認めて下さい──」

　最後にキールは、裁判官たちに告げる。

　深々と頭を下げて。




「ラルフがドロシーの『家族』であることを」
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　その後、カルヴァドスの最終弁論が終わり、後は判決を待つのみとなった。

　原告側の控ひかえ室しつで、面々が揃そろう。

　アイリの目の前には、やり切った表情で放心するドロシーがいる。

　アイリは彼かの女じよをじっと見つめる。

　アイリは知っていた。法ほう廷ていでドロシーが噓うその証言──偽ぎ証しようを行ったことを。

　証しよう拠ことして法ほう廷ていに登場した指輪。

　あんなものは、現場はおろか、最初からどこにもなかったものだ。

　キールがこの裁判のために用意した偽にせの証しよう拠こ品である。

　つまり、ドロシーがラルフに指輪を贈ったことも。ラルフとドロシーが結けつ婚こんを誓ちかい合ったというのも、真っ赤な噓うそだ。

　二人は『夫ふう婦ふ』なのではない。

　それは、勝利のための『噓うそ』であった。

　しかし、アイリは知っていた。

　それが、誰だれかを救うための、キールの『優やさしい噓うそ』だということも。
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　魔ま法ほう都市ルミナスのメインストリート。

　冒ぼう険けん者や商人たちで活気付く街並みに、大きな荷物を抱かかえたアイリが歩いて行く。彼かの女じよが持つのはキールから持たされた荷物で、隣となりには手ぶらで歩くキールの姿があった。

　いつもの光景ではあるが、キールはいつもと違ちがい、歩くのが不自由そうだ。両足で歩けるようにはなったものの、折れた片かた腕うでを吊つった状態なのである。

「あの、先生。まだ怪け我がは完治していないんですから、無理をしないで下さい。仕事は休んで、一度、ゆっくり休きゆう暇かを取った方がいいですよ」

　医者からも念のために入院の続行を勧すすめられたのだが、キールは退院を強行してしまった。これら次の裁判の調査へ向かうところなのだ。

「おいおい、馬ば鹿かなことを言うな。裁判ってやつは年中無休で行われているんだぞ。ボケっと寝ねている間に、美味おいしい仕事を取りこぼしてしまったらどうするんだ。そうなったら君が責任を取ってくれるのか？」

　どんな目に遭あおうが、彼かれの裁判への情熱は留まることを知らないようである。呆あきれるべきか、感心すべきか迷うところだ。

「ところで先生。あの裁判のことなんですが」

「あの裁判？　ん？　どの裁判のことだ？」

　アイリの言う『あの裁判』とは、ドロシーの裁判のことだ。

　アイリにとっては思い入れの大きい事件だったが、キールにとってはいつも通り一つ仕事をこなしただけという認にん識しきらしい。

「……ドロシーの裁判ですが、わたし、納なつ得とく出来ないことがあるんです」

「おいおい、またそれか」

　キールは見せつけるようにため息をつく。

「君はいつも文句ばかり言うねえ。まあ、いいだろう。聞くだけ聞いてやる。で、何が納なつ得とく出来ないって言うんだ？」

「最後の偽ぎ証しようのことですよ。『指輪』と『結けつ婚こん』の話です」

　窮きゆう地ちに追おい込こまれながら迎むかえた裁判最終日。あの日のことを振ふり返かえりながら、アイリはキールに言う。

「ドロシーとラルフさんが育んできた絆きずな。二人の絆きずなは本物でした。それはみなさんの証言や、ラルフさんの牙きばが証明してくれました。それなのに、わざわざあんな偽にせの証しよう拠こまで見せる必要があったのでしょうか？」

　勝つために裁判で偽ぎ証しようをする。

　正義の弁護士を目指すアイリには、やはり許せない戦い方だ。ましてや今回は、する必要のなかった偽ぎ証しように思う。

「ふむ、そうだな。それだけでも勝てたかもしれないな。──だが、それだけでは不確実だった。人は目に見える『証あかし』にすがりたい生き物だ。人は『真実』を決める時、目に見える『物証』を求めるものなのだ」

「……………」

「あの裁判に勝つために、何より必要だったことは、『ラルフがドロシーの家族であることを認めさせること』だった。ドロシーが遺族だと認められれば、ラルフの牙きばを取とり戻もどすことが出来るし、ドロシーは『冒ぼう険けん者に家族を奪うばわれた』という不利益を被こうむった被ひ害がい者だと証明が出来る。そして、二人が明確に家族であることを法ほう廷ていで示すためには『物証』が必要だった。指輪と結けつ婚こん。ああいう陳ちん腐ぷで分かりやすい『証あかし』がな」

　──ラルフはモンスターであり、法律上、権利を認められない存在。

　──ドロシーは人間であり、法律上、権利を認められる存在。

　それがこの国の法律であり、絶対に覆くつがえせない『真実』だ。

　この法律に則のつとれば、冒ぼう険けん者バームから被ひ害がいを受けた『被ひ害がい者』を、ラルフとすることは不可能。だからキールは、ドロシーが『被ひ害がい者』だと証明する方法を取ったのだ。

　ドロシーは、バームたちにラルフという大切な家族を奪うばわれた『被ひ害がい者』だ、と。

　そのためにキールは、二人の『結けつ婚こん指輪』という『物証』を用意したのだ。二人が明確に家族であったことを証明するために。

　法律に則のつとって、こちらの権利を主張する。

　──たとえ噓うそをついてでも。

　それが弁護士キール＝カーディナルの戦い方である。

「それに、当のドロシーもあれで納なつ得とくしていたんだろ？　依い頼らい人の満足の行く仕事を俺おれはこなしてやったんだ。どこに文句を言われる筋合いがある？」

「…………」

「そう。ドロシーは望みを果たしたんだ。どんな過程であれ、彼かの女じよは『勝利』という結果を手に入れたんだからな」

　キールの言葉を聞きながら、アイリは思い出す。
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「──お疲つかれさまでした」

　判決が出た直後のこと。

　裁判所のエントランスで、アイリは長きに亘わたる戦いを終えたばかりのドロシーに話はなし掛かける。

「ありがとう、アイリ」

　ドロシーは笑え顔がおでアイリに答える。喜びはもちろん、ずっと圧のし掛かかっていた戦いのプレッシャーから解き放たれた安心感もあるのだろう。それは飛びっきり爽さわやかな笑え顔がおだった。

　裁判官たちは判決として、被ひ告こく・冒ぼう険けん者バーム一行の非を認めたのである。

　キールの作戦通り、裁判官たちは、ラルフはドロシーの『家族』だと判断したのだ。

　裁判長は語った。ドロシーはラルフの遺族であり、彼かの女じよにその遺体を持つ権利が与あたえられる。ケイオスウルフの牙きばは、ケイオスウルフを倒たおした冒ぼう険けん者ではなく、亡なくなったケイオスウルフの家族であるドロシーにこそ権利がある、と。

　判決により裁判所は、被ひ告こくのバームたちに、遺族であるドロシーへの謝罪と、ラルフの牙きばを遺品としてドロシーに渡わたすように命じた。

　つまり、ドロシーの完全勝しよう訴そである。

　民事裁判には勝利したものの、バームたちを刑けい事じ告こく訴そすることは出来ない。法律上、彼かれらは罪を犯おかしていないからだ。

　そして、ラルフが戻もどって来くることはない。

　とはいえ、今後の裁判や法の在り方を変える可能性のある出来事だったし、ラルフの死は無む駄だにはならない。

　そうアイリはドロシーに言って聞かせた。

　──たとえモンスターでも、人間の『家族』となれる。今日の法ほう廷ていで、新たな『真実』が誕生したのだ。

「改めてカーディナルさんに感謝しないといけないね」

　そう言いながら、ドロシーは辺りをきょろきょろと見回す。

「……先生なら。次の現場に行ったようですよ」

「え!?　今さっきウチの裁判が終わったばかりなのに!?　それに、ウチ、まだちゃんとお礼を言えてないんだよ！」

「あの人はそういう人ですから。あくまで一つの仕事を終えた。それくらいの人なんです」

　アイリはため息交じりに言う。

「何て言うか、やっぱりめちゃくちゃな人だね……。あんな怪け我がをしているのに、もう次の戦いに向かうなんてさ。それに、ウチは何度も諦あきらめようとしていたのに、あの人は一度も心が折れずに最後まで戦ってみせた……」

「ええ、そうですね。あの人の一番の強みは、そこです。誰だれにも負けない裁判への情熱と、勝利への探究心です」

　性格から何まで尊敬出来ない人間だが、キールのその部分だけは、アイリも尊敬することが出来た。

「……あの人にはまだまだ敵かないませんよ。わたしには、力も思いも不足しています」

　アイリは落おち込こんだ様子で言う。この調子では『キールに勝つ』という最大の目標は、果たせそうに思えなかったからだ。

「そうかな。アイリには力も思いも、どっちも十分あると、ウチは思うんだけど」

「気を遣つかわなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、ドロシー。わたしは今回、ドロシーの役にも立てませんでしたし……」

「ううん、そんなことないよ。だって、アイリがいなかったら、カーディナルさんはこの戦いに勝てなかったんだから」

「え？」

「アイリがいなかったらさ、ウチ、間ま違ちがいなく途と中ちゆうで諦あきらめていたと思う。この裁判で勝てたのは、アイリのお蔭かげなんだよ」

　ドロシーがこの裁判で戦う間、アイリは常に心の支えとなった。途と中ちゆう、すれ違ちがうこともあったが、もしもアイリの励はげましがなければ、ドロシーはこの裁判を途と中ちゆうで投げ出していただろう。

　それはすなわち、アイリの存在が、キールの勝利へと繫つながっていたということ。

「ウチは思うんだ。アイリにはアイリの戦い方があるって。今後もそれを大切にするべきじゃないかな」

「わたしの戦い方……」

「そう。やっぱりアイリは『強い』よ。人を救える『力』も『思い』も持っているんだから。きっと──ううん。絶対にカーディナルさんにも勝てる日が来るよ」

　ドロシーは笑え顔がおでそう言った。




　そして、後日、ドロシーは故郷のハナシャ村へと帰って行った。

　ラルフの牙きばと──家族と共に。
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　回想するアイリを置いて、キールはまた一人でルミナスの大通りを歩き出す。

　アイリは慌あわててそれを追いかけ、キールの横にぴったりと付く。

「もう！　ダメですよ、先生！　わたしから離はなれないで下さいってば！」

「…………何故なぜだ？」

　アイリが頑かたくなに自分の隣となりに立とうとすることに、キールは疑問を抱いだいていた。

「だって、いつまた襲おそわれるか分からないじゃないですか……。卑ひ劣れつなバームさんのことです。あの裁判で負けたことへの報復に打って出るかもしれませんよ。だからしばらくは、わたしが一いつ緒しよにいて魔ま法ほうで守ってあげます」

　アイリはドヤ顔で言う。こればっかりはこの男も自分に頼たよらざるを得ないだろうからだ。法ほう廷ていでは無敗でも、法ほう廷ていを出ればただの人。しかも、魔ま法ほう不能者であるキールは、常人よりも身を守る力に乏とぼしい。

「ああ、なるほどね、そういうことか。だが、それなら心配は無用だ。バームという男はあれでいて理性的だ。あいつが足の付くような襲しゆう撃げきをさせることはまずあり得ない」

「でも、実際に襲おそわれているじゃないですか！　それに、先生を襲おそった実行犯は捕つかまってないんですよ……」

　目もく撃げき情報を元に、騎き士したちがキールを襲おそった実行犯の捜そう索さくを続けているが、未いまだ消息は不明。証しよう拠こ隠いん滅めつのために、バームたちに殺されたという見解もされている。保身のために、あのバームという冒ぼう険けん者はそれすらやりかねない。

「ひょっとしたら、今も、新たな襲しゆう撃げき者が機を窺うかがっているかもしれないです！」

「いや、それはないな。そもそも、俺おれへの襲しゆう撃げきを命じたのは、バームじゃないんだからな」

「…………え？　どういうことです？」

　ミーアの調べでも、キールを襲おそったのは、バームの部下という話だったが。

「俺おれを襲おそった冒ぼう険けん者は国外に出ている。俺おれから受け取った大金を握にぎって、高飛びしたからな。俺おれが捕つかまらないように色々と手配してやったんだ。潜せん伏ぷく先の用意やら何もかもな。今いま頃ごろ、どこかの国で楽しく豪ごう遊ゆうしていることだろうさ」

「…………？」

「そうだな。もう裁判も終わったことだし、君にも教えておいてやろう。この怪け我がは、俺がバームの部下にやらせた自作自演なんだよ」

　あっさりと告げられた衝しよう撃げきの事実に、言葉を失うアイリ。

　そんな彼かの女じよを尻しり目めに、キールは何事もなかったように、悠ゆう々ゆうと歩き出す。

「…………は？　え？　ちょ、ちょっ!?」

　正気に戻もどったアイリは、慌あわててキールを追いかける。

「せ、説明して下さい！　それ、どういうことなんですか!?」

「だから、俺おれがバームの手下の一人にやらせたんだよ。バームに疑いが掛かかるようにな。大金を見せつけてやったら、あっさりとこちらに寝ね返がえったよ。犯行を目もく撃げきされるようにしつつ、捕つかまらないように手配してやったんだ。命にかかわらない外傷が目立つ箇か所しよだけを攻こう撃げきさせたうえで。完かん璧ぺきだっただろ？　君らも信しんじ込こんでしまったくらいだしな」

　あの怪け我がは間ま違ちがいなく本物だった。それは噓うそではない。今も、キールにはその傷きず跡あとが残っているくらいだ。

　だが『真実』でもなかった。

　噓うそを誤ご魔ま化かすには、真実を混ぜること。

　キールは勝利のために、自ら大怪け我がをしてまで『真実』を操作したのだ。

　わなわなと震ふるえながら、アイリはキールを糾きゆう弾だんするように指差す。

「あ、あなたという人は……！」

「ああ、いい手だったろ？　こうして怪け我がすれば、正々堂々と冒ぼう険けん者ギルドを攻せめる口実が出来るからな。そうすれば、やつらはすぐにあの裁判から手を引くと思ったよ。どうせ叩たたけば何かしら埃ほこりは出るに決まっている。そのために骨を折ったというわけだ。今回の裁判は、まさに骨の折れる仕事だったというわけだ」

　笑いながら語るキールに、アイリは声を荒あらげる。

「ほ、本気で心配していたんですよ！　ずっとわたしを騙だましていたんですね！　ドロシーのことも！　今もあなたを襲おそった犯人を捜さがし続けている騎き士しさんたちも！　信じられません！　よくそんな簡単に人のことを騙だませますよね！」

　敵を欺あざむくにはまず味方からなどとは言うが、このキールはまんまとそれをやってのけたのだ。まさしく勝利のためなら何でもやる悪徳弁護士。

　しかし、キールは心外そうにしている。

「いや、今回ばかりは簡単ではなかったさ。何故なぜなら、本気で俺おれのことを心配している君を見ていると──」

　キールは真しん剣けんな表情でアイリを見ている。

「え？」

「──笑いを堪こらえるのが大変だったからね」

　そう言ってキールは、高々と笑い声を上げた。

「…………っっ！」

　それを受けて、ぐぬぬ顔となるアイリ。

　しかし、アイリはそれ以上、キールに批判の言葉をぶつける気持ちが湧わいてこなかった。

　襲しゆう撃げきされる役はアイリやドロシーでも良かったわけだ。それを彼かれは何も言わず、自らが怪け我がをするという選せん択たく肢しを選んだのだ。

　これもエルルエルの言っていたキールの『優やさしい噓うそ』というやつなのだろうか。

　果たして弁護士キール＝カーディナルの『真実』は──。
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　　　あとがき




　本書を手に取っていただき誠まことにありがとうございます。思いがけずこうして２巻目を刊行することが叶かない、嬉うれしく思っております。




　今巻では大きく分けて二つの事件を取とり扱あつかっています。一つ目の事件を描えがいた一章は、電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ様にて掲けい載さいいただいた短編。二つ目の事件を描えがいた二、三章は、本書の書き下ろしという構成になっております。それぞれ単独した繫つながりのない事件となっていますが、共通するのは『モンスター』を主題に扱あつかった事件ということです。

　ＴＲＰＧから始まり、テレビゲームやスマホゲーム、様々な媒ばい体たいで敵として登場するモンスター。いちゲームユーザーとして、私自身も今までの人生でかなりの数を葬ほうむって参りました。アイテムが欲ほしいとか、レベルを上げたいとか、進行の邪じや魔まだからとか、身勝手な理由のために何千、何万というモンスターをこの手で殺あやめて来ました。私だけでなく、多くのゲームユーザーがそうして来たことでしょう。もちろん、ゲームの中での行こう為いですので、何も気に病やむ必要はありません。というか、ゲームの中の登場人物たちでさえ気にしていません。

　ですが、それに異を唱える人がいたらどうなるでしょうか。「モンスターが可か哀わい相そうだしやめてあげようよ」と。きっとその人は周囲から馬ば鹿かにされるか、疎うとまれるか、極きよく端たんな話になれば迫はく害がいされてしまいます。何故なぜなら、現実世界でも、ゲームの中の世界でも、当たり前に『モンスターは殺していいもの』という認にん識しきがされているからです。言いい換かえれば『モンスターは殺していいもの』というのが世の中の常識であり、常識を否定すれば悪者扱あつかいされるのが世の中の常なのです。

　そしてもしも、この『モンスターは殺していいもの』という常識──真実が覆くつがえされたらどうなるでしょうか。あっと言う間に今度は私たちの方が悪者に変わってしまいます。

　常識や真実を覆くつがえすことが出来る人間。

　そんな人間がいたとすれば、モンスターよりもよっぽど恐おそろしい存在でしょう。誰だれが正義かも、誰だれが悪かも、そいつ次し第だいなのですから。




　前巻に引き続きあらゆる面でサポートをいただきました担当様。

　ご多た忙ぼうの中にもかかわらず素す晴ばらしいイラストをご提供いただきましたゆーげん様。

　本書刊行にご協力いただいた全ての方に謝辞をお送りさせていただき、巻末の言葉といたします。どうもありがとうございました。


蘇そ之の一かず行ゆき
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蘇そ之の一かず行ゆき

『マンガの神様』（電撃文庫刊）で第21回電撃小説大賞《銀賞》を受賞。同作でデビュー。海が好きです。

泳ぐのは苦手です。見るのが好きです。
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イラスト／ゆーげん

東京都在住。イラストレーター、キャラクターデザイナー。こんにちは。こんばんは。また原点であるここに戻ってこれて嬉しいです。どうぞ作品をお楽しみください！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蘇之一行先生」係

「ゆーげん先生」係











初出



「第一章　誰がドラゴンを殺したのか」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.57」（2017年9月号）

文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。

「第二章　人か獣か　その１」「第三章　人か獣か　その２」は書き下ろしです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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剣けんと魔ま法ほうと裁さい判ばん所しょ2








蘇そ之の一かず行ゆき
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